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私にできるのは冒ぼう険けんの扉とびらを示す事。

扉の向こうには危険が待っている。

扉を開くのは君自身。

望むのならば、連れて行こう。



――――ティエリー・サビーヌ







序章







　ヴィルの母は、よく次のようなことを言った。

「あんたのその性格は誰だれに似たのかねぇ？」

　長い黒くろ髪かみに潤うるんだような黒瞳の母は、怪け我がばかりして帰ってくる幼いヴィルの手当てをしながら、頭が痛そうにぼやいたものである。

　もっとも、本当に痛い顔をするのはヴィルの方だった。

　母は黙だまっていれば貴族か有力聖職者の出身と思わせる美しく整った容姿だったが、性格の方は大おお雑ざつ把ぱで遠えん慮りよがなかった。果たして母は自分の手当をしたいのか、それとも自分を痛めつけたいのか――乱暴極きわまる手付きからは後者としか思えなかった。

「ぴーぴー騒さわぐんじゃないよ。痛いのが嫌いやならケンカなんかするな」

「……だってあいつら、おれの右手を指さして笑いやがるんだ」

　ヴィルの右手の甲こうには、奇き妙みような痣あざがあった。やけにはっきりと浮うき上がって、痣というより刺青いれずみめいて見える。

　子供というのは些さ細さいな違ちがいを理由にケンカをするものだ。だが、ヴィルは自分を笑った連中を野放しにしたことなど一度もない。きっちりと拳こぶしをお見み舞まいしてやった。

「お前は、気に入らない奴やつは全部殴なぐって黙らせるつもりか？」

　母親は呆あきれたように言った。たいていはヴィルも不ふ貞て腐くされて黙り込むのだが、ある時、

「……お袋ふくろにもらった身体を笑われて、黙ってられるかよ」

　と漏もらしたら「くさい！　くさすぎるぞそれは！」とゲラゲラ笑われた。こういう反応をするのが分かっていたから、ヴィルは口を滑すべらしたことを大いに後こう悔かいした。

「く、くく……けどそういう所は父親似なのかねぇ」

　けれどその後のことは、ヴィルの予想から少しだけ違っていた。

　母は胸むな元もとに手をやり、いつも首に掛かけているネックレスを引き抜ぬいた。

　奇妙な板――黒い薄板に金色の模様が複雑に刻まれた『何か』を粗そ末まつな紐ひもで括くくった、首飾りとも言えぬネックレスだ。

「こいつをやるよ。親から貰もらったものが身体だけなんて、あんまりだからな」

　母は悪戯いたずらっぽく笑ってネックレスをヴィルの首に掛けた。

　そして窓まど際ぎわに向かい、窓を開けて、青空の彼方かなたへと聳そびえ立つ《塔》トゥリスを眺ながめた。

　ヴィルが母と暮らす聖都ラグランジアは、《塔》と、《塔》を創つくりし神アルケーを奉たてまつる『塔神教会』の聖地だった。教会の御ご神しん体たいたる《塔》は、聖都の中央に超ちよう然ぜんと存在している。

　それは、巨きよ大だいで、頂上が認にん識しきできないほど彼方へ伸のびた、漆しつ黒こくの柱だった。教会は『《塔》は地上と星々の世界を繋つなぐ神アルケーの通り路』としているが、空の彼方まで伸びて霞かすむ《塔》の威い容ようは、確かに星々の世界まで届いていそうである。

　その《塔》を、懐なつかしむように、あるいは焦こがれるように眺めていた母が、ヴィルをちょいちょいと手招きした。近付くと、母はひょいとヴィルを抱だき上げた。

「ヴィル。お前はあの《塔》、なんだと思う？」

　母は試ためすように問いかけたが、あんな途と方ほうも無い存在を『どう思う』と問われても、

「……分かんないよ」

　としか答えようがない。笑われるかと思ったが、母の反応はまたしても予想外だった。

「そうか。分からないか」

　何とも嬉うれしそうで楽しそうな声を出し、がしがしとヴィルの髪かみをかき回した。

「――信じるのは簡単なことだ。一言『信じる』と口に出すだけ。人間ってのはとっても単純なんだよ、ヴィル。だから、『分からない』ことを恥はじる必要はない。むしろ、楽しめ。それが無敵の人生の第一歩だと、私は思うよ」

　そう言ってにんまりと笑い、彼かの女じよは視線を再び《塔》へと向けた。

　少年も、間近に感じる母の視線を追って《塔》を見上げた。

「……あの《塔》は、本当に星々の世界まで届いてるのかな？」

「さぁ、な。私にも分からん。知りたいか？」

「……うん」

　ヴィルは右手を《塔》に伸ばした。気付いてみれば、これほどはっきりとした大きな〝謎なぞ〟は他にない。あの《塔》を〝知る〟道程はどれほど面おも白しろいだろうか――

「――やっぱり親子だね。そっくりだ」

　嬉しそうな声に顔を戻もどせば、母が幸せそうな顔で笑っていた。




　その日、少年の胸にひとつの好こう奇き心しんが生まれた。

　その好奇心と、丈じよう夫ぶな身体と、奇妙なネックレスが、母が死んだ後のヴィルの心の支えになり――現在に至っている。







第一部　奉られる、《塔トゥリス》







第一章　獣ベステイア頭ム・カピ類テイシア







１




　朝の鐘かねが鳴る前に目が覚めた。

　いつもは鐘の音が鳴るのと同時に起きるのだが、今朝は半刻ほど早い。懐かしい夢を見たせいだろうか。

「やれやれ……十八にもなってお袋に抱っこされる夢とは」

　ヴィルはベッドから飛び降り苦く笑しようした。

　長身のやや痩やせ気味に見える体格ながら、動作一つ一つが機き敏びんで力強い。しかしながら、不思議と精せい悍かんという感じはしない。緊張感のない子供じみた笑えみを浮かべており、それが整った顔を台無しにしないまでも、十八という年ねん齢れいから大おお幅はばに幼く見せていた。常識的には十五で大人と扱あつかわれるので青年と表現すべきだろうが、悪戯小こ僧ぞうがそのまま大きくなったような印象が強く、『少年』と呼称するのが一番しっくりする風ふ情ぜいである。

　ヴィルが居るのは、まだ薄うす暗ぐらい中でも簡素と分かる部屋だった。継つぎ接はぎだらけのカーテン。ベッドと机と、小さなクローゼット。若者の部屋としてはあまりに面白みがない。

　だが、ヴィルにはたいして不満はなかった。トレーニングに支障はない。

　いつものように右手に巻かれた細布をきっちり巻き直し、母の形見のネックレスを邪じや魔まにならぬようシャツの中へ突っ込み、ヴィルは黙もく々もくとトレーニングを開始した。

　腕うで立たて腹筋その他をひと通り済ますと、ベッドの横に立て掛けていた剣けんを手に取る。すらりと引き抜かれた片かた刃はの刀身が複雑な木目模様を浮き上がらせ、カーテンの隙すき間まから差し込む朝日をギラリと弾はじいた。

　支給品の安物ばかりの部屋にあって、拵こしらえの装そう飾しよくも見事なこの剣だけは別格だった。中央大陸屈くつ指しの軍事国家、フィブリス帝てい国こくが誇ほこる『龍ドラコ・グ剣ラデイウス』と呼ばれる業わざ物もの。門外不出の製法で鍛たん造ぞうされる『龍りゆう鋼こう』から打ち出された剣は大陸すべての剣けん士しの垂すい涎ぜんの的だ。

「…………」

　ヴィルは剣けんを正眼に構えた。その姿に高価な業物への気負いは見受けられない。

　ゆっくり振ふり上げ、同じ速度でゆっくり振り下ろす。正眼に構え直し、また振り上げ、また振り下ろす。見た目はゆったりとした動きで遊んでいるようにも思えるが、寝ね巻まき代わりのシャツはすぐに汗あせを吸って肌はだに張り付いた。

　真剣をゆっくりと上げ下げするのは、素す早ばやく斬きり付けるよりもよほど体力を消費する。なんせ武器に付ふ随ずいするもっとも大きな攻こう撃げき力りよくである〝重量〟に頼たよらないのだから、当然といえば当然である。

　いつも目覚ましにする朝の鐘が鳴るのと同時に、ヴィルは素振りを終えた。

「よし。身体を洗いに行くか」

　汗は掻かいたものの呼吸は軽快に、ヴィルは替かえのシャツとタオルを担かついだ鞘さやに引っ掛けて部屋を出た。剣に拘こだわる人間が見たら卒そつ倒とうしそうな姿である。

　部屋も簡素なら廊ろう下かも簡素。ぎしぎし軋きしむ二階の廊下を足早に歩いて行く。まだ一の鐘が鳴ったばかりで、朝が早い同どう僚りようたちもまだまだ目覚める気配はない。

　年季の入った木造宿舎から外へ出る。空は徐じよ々じよに夜闇が晴れつつあるが、太陽もまだ顔を出すのを渋しぶっており、周囲の杉すぎの森が黒々と浮き上がっていた。

　宿舎をぐるりと回って、厩きゆう舎しやの馬と走鳥オルニトスたちの様子を見ながら井い戸どへ向かう。

　だが途と中ちゆう、ヴィルはふと思い至って森へと足を向け直した。まだ夏まで遠いというのにすでに蒸むし暑い。時間がある分、すこし贅ぜい沢たくをしようと思ったのだ。普ふ段だんなら同僚たちから『聖域』と呼ばれる森の泉は使おうとは思わないが、さすがにこの時間なら彼女もベッドの中だろう。

　若い杉や下生えのシダ、むっとした森の吐と息いきを掻き分けながら進んで行くと、ひやりと静せい謐ひつな薄うす靄もやが漂ただよいはじめた。やがて、木立の向こうに薄はく明めいを照り返す泉が見える。

　さっそく水を浴びようと汗みどろな肌着を脱ぬぎ放つと、折よくそよ風が吹ふいた。汗でぬめ付いた肌に心ここ地ちよく、ヴィルはしばらく目を閉じて涼りよう風ふうを味わった。

　――――ザバッ。

「……んん？」

　水音がして目を開けた。

　朝あさ霧ぎりがゆっくりと吹き払はらわれて行く。同時に、森の稜りよう線せんから太陽がようやく顔をのぞかせた。水底の砂じや利りや沈しずんだ流木も見み渡わたせる清水が露あらわになり、さらに水面に飛び出したばかりの人ひと影かげもはっきりとヴィルの目に飛び込んできた。

　こちらに背中を向けているが、とびきりの美女だと確信させる後ろ姿だった。浮き上がった肩けん甲こう骨こつを滑る水すい滴てきが背筋の窪くぼみを淀よどみなく流れ、崩くずれのない円味を描えがく臀でん部ぶから滑なめらかな脚あしへと至って、名な残ごり惜おしそうに水面へ帰る。

　女性が体を捻ひねる。豊ほう穣じようの女め神がみのごとくたわわに育った胸が揺ゆれて水滴を弾いた。捻った体勢から勢い良く首が振られ、目の覚めるような金きん髪ぱつが宙に舞まう。長い髪が一ひと纏まとめになって背中に流れたおかげで、顔が薄明にも鮮あざやかとなった。

　思ったよりも幼げな顔立ちでせいぜい十代後半。美女ではなく美少女と呼ぶべきか。

　硬こう質しつな白貌。長い睫毛まつげで烟けむる青い瞳に、さっと一筆書きしたような鼻筋。紅がなくとも艶あでやかな赤い唇くちびる。化け粧しようをすればさぞ見事だろうが、その飾かざらぬ顔こそがもっとも美しいと思わせるほどに整っていた。

　少女は、背中に流れた金髪を絞しぼり、ゆっくりと手て櫛ぐしで梳すいた。それだけで、なにか犯おかしがたい宗教画のような雰ふん囲い気きがあった。

　――と、

「…………ん？」

　少女がふと気付いたように顔を上げ、次の瞬しゆん間かんびきりと顔を引き攣つらせた。手櫛が櫛の役割を放ほう棄きし、金髪をぎちりと握にぎり込む。

　時が、止まった。

　ヴィルはしばらく「さてどうしたものか」としばし黙もつ考こうしたものの、

「――よ。おはようエリザ」
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　と、道みち端ばたで出会ったような気軽さで手を上げた。

　途と端たん、悲鳴。

　さらに、悲鳴。

　おまけに、悲鳴。

　長く続く甲かん高だかい悲鳴に、寝ねぼけ眼まなこだった森の鳥達たちが驚おどろいて一いつ斉せいに飛び立った。

「ヴィ、ヴィ、ヴィヴィヴィヴィヴィヴィヴィッヴヴヴヴヴヴ――――――」

　エリザと呼ばれた少女は左手で胸を隠かくし、右手でヴィルを指差してしきりに口を動かすのだが、驚きのあまりうまく怒ど鳴なることが出来ないようだった。

「どうした？　喉のどに水草でも詰つまったか？」

「ヴィルゥゥゥゥウウウッッッ！　いったい何の腹積もりだぁぁあ――――――――――――――――――――ッッッ!!」

　ようやく言葉を思い出したエリザは、腹の底からの怒声で泉の水面を波立たせた。

「何って、水浴びだけど？」

「ここに私が居ることは知っているだろう！　なのに何な故ぜのこのこやってきた！」

「まだ早いから、エリザは居ないもんだと思ってたんだよ」

「今日は護衛の引き継ぎだろうが！　早く起きて準備をする事ぐらい想像しろ！」

「…………ああ、はいはい。そういえばそうだった」

　ポンと手を打ち、ヴィルはようやく合点がいった。

「だから早く起きたのか。体の方はちゃんと覚えてるもんだな」

「変な納なつ得とくしてないで目を逸そらすくらいしたらどうなんだ！」

　顔を真っ赤に染めたエリザが胸と秘部を隠しながら怒鳴りつける。もっともそんな事しても彼女の豊かな乳ち房ぶさは全く隠せていないし、羞しゆう恥ちに身を捩よじる姿こそ逆効果だ。

　そんなに見られるのが嫌なら水に潜もぐればいいのにと思いながら、ヴィルは顎あごに手を当てて「ふむぅ」と唸うなった。

「いや、だけど女性の裸はだかに対して目を逸らすのは失礼だろ？」

「なら顔を覆おおえ！」

「そんな事言っても、エリザの身体は見応えあるからな。前鋸筋が薄うすく浮き上がった脇わきから、広背筋、大殿筋へと続く引き締しまったラインなんて、よく鍛きたえてるのが分かる美しい筋肉だ。肩かたから上腕筋の引き締まり方なんて、もはや芸術的だ」

　彫ちよう刻こくでも鑑かん定ていするようなヴィルの落ち着き払った態度に、エリザはそこはかとなく不満顔になった。

「じょ…………女性の裸を見といて言うことがそれだけか？」

「筋肉大事だぞ？　綺き麗れいに浮き上がった鎖さ骨こつのラインが色っぽいし、お陰かげで乳の張りも申し分ないじゃないか」

「きゃあああああああああああああ！」

　今度こそ、エリザは身を屈かがめて水面に身体を沈めた。

「しかし……浮き上がるほど大きいのにまったく形が崩れないのはすごいな」

「描びよう写しやするなぁぁあああああああああああああああああああああ！」

「叫さけぶ余よ裕ゆうあるなら服を着れば？」

「お前は服を着てろぉおおおお！　脱ぐなァァああああああああああああああ!!」

「もともと水浴びに来たんだよ。気にするなって。おれは見られても平気だから」

「見せるな！　脱ぐな！　粗末なものを見せるなっ！」

「そう言われると傷付くな……ちゃんとエリザに反応して大きくなってるんだが」

「ひぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいんんっっ!!」

　涙なみだが混じりはじめた悲痛な叫び声に、また新たな鳥たちが明け空へ飛び上がった。




　聖都ラグランジアにそびえ立つ《塔》トゥリスを奉る塔神教会は、中央大陸各国で広く国教として認にん知ちされている。その信者たち誰もが望むのが、御神体たる《塔》トゥリスへの巡じゆん礼れいである。国境を越こえ、あるいは海さえ越えてやってくる多くの巡礼者たちだが、彼かれらを襲おそう危機もまた数あま多た存在する。

　大雨に伴ともなう地じ滑すべりや河か川せんの増水といった天災。盗とう賊ぞく、奴隷商、あるいは国そのものが関かかわる人災。そして人間の天敵たる『獣けもの頭あたまども』まで。

　そんな巡礼者たちを守るべく塔神教会によって組織されたのが『教会騎き士し』である。巡礼者たちが辿たどる『巡礼路』に幾いくつもの砦とりでを置き、砦から砦へと護衛する。

　第〇〇一一巡じゆん礼れい砦とりでは、《塔》トゥリスを仰あおぐ聖都ラグランジアから徒歩で十日ほどの距きよ離りにある教会騎士の駐ちゆう屯とん所しよであり、東の巡礼路最後の行程を担当している。

　その第〇〇一一巡礼砦。教会騎士の宿舎とは打って変わった石造りの堅けん牢ろうな砦の廊下を、一組の男女が歩いている。一方がもう一方へ一方的に文句を投げており、もちろん口を尖とがらせているのはエリザで、悠ゆう々ゆうと歩いているのはヴィルである。

「まったく……未み婚こんの女性の裸を見ておいて謝あやまりの文句もなしとは！」

「そんな事言ってもなぁ」

　お互たがい裸で朝の邂かい逅こうを果たした二人だったが、今は教会騎士の制服である青と黒を基調とした上下に身を包んでいる。

「おれが恥じらって謝ったら、その時はその時でエリザは怒おこるだろう？『エリザ・ディアモンドは女である前に騎士だ！』とか言ってさ」

「むぅ……それはそうかも知れないが……」

「謝っても謝らなくても怒られるなら、良いもの見たって有り難がたがるだけさ」

　ヴィルは立てた人差し指と中指で頭と胸の正中線を往復させて両手を合わせた。塔神教徒が《塔》トゥリスへ向ける祈いのりとして一番ありふれた略礼である。もっともヴィルのものはかなりおざなりで、敬けい虔けんな信徒がみたら顔をしかめそうなものだったが。

　拝まれたエリザは、整った顔をむっつりと強こわ張ばらせてヴィルを睨にらみ返した。

「……良いものを見たという割には、随ずい分ぶんと平常通りだな」

「平常通りじゃないって。ちゃんと反応してたのはエリザも見たろ？」

「み、見てない！」

　エリザは耳まで赤く染めて首を振った。

「は、は、破は廉れん恥ちな！」

「そんなこと言ってもなぁ……いまさらどってことないだろ？　だいたい出会いからして、今日と似たもんだったじゃないか」

「言うな！　ぐぐ……思い出すに忌いま々いましい……男の体にアレが付いてるのかと思うと怖こわくて怖くて、眠ねむれない夜が続いたんだぞ……！」

「そんな人の体に化け物が棲すんでるみたいに」

「あんなグロテスクな物体をいきなり乙おと女めに見せつけてよくもそんな事を！」

「グロテスクとは失礼な。これでも仲間ウチでは『たいそうご立派な』と評判なんだぞ？」

「知・る・か・っ！」

　涙目になって叫ぶエリザに、悪戯心を満足させたヴィルは話題を移してやった。

「ほれほれ、はしたないぞ？　他の人にそんな姿見られたらどうするよ？」

　ヴィルに言われ、エリザは慌あわてて姿勢を正した。

　折しも廊下の向こうから朝食を終えたらしい騎き士したちがやって来る。騎士たちはすれ違おうとしていたのがヴィルとエリザと分かるや、慌てて姿勢を正し敬礼した。

「お、おはよう御ご座ざいます！　ヴィル百旗長！　エリザ千旗長！」

「ほいほい、おはようさん」

「おはよう」

　二人が挨あい拶さつを返すと、まだ若い新任の騎士たちは揃そろって頬ほおを赤らめた。

　すれ違ってもまだ敬礼を続ける若い騎士たちをちらりと振り返り、ヴィルは「律りち儀ぎだなぁ」と苦笑した。

「ま、それもしょうがないか。美しく気高い十二聖家出身の姫騎士、エリザ・ディアモンドと間近にすれ違えば、若い男は心臓鷲わし掴づかみだろうしな」

「よく言う」

　エリザはヴィルの口から「美しい」という単語が出た事にまんざらではない様子だったが、しかしすぐに唇を尖らせた。

「彼らが恐きよう縮しゆくしているのは――お前だ、ヴィル。新兵にとって、お前は憧あこがれの的なんだ」

「エリザが居るからだろ？　なんて言ったって千旗長さまだ」

「私の千旗長なんてお飾り同然だ。初めから百旗長で就任し、そして大した手て柄がらも立てず流れ作業で千旗長。ディアモンド家の人間だという、それだけの理由で」

　エリザは口くち惜おしそうに吐はき捨てた。

　神アルケーの御み業わざたる《塔》トゥリスを仰ぐ聖都ラグランジア、そして塔神教会を運営するのが『十二聖家』だ。神アルケーの託たく宣せんを聞いた十二人の預言者が開祖であると云いわれている。

　エリザはその十二聖家でも序列二位に当たるディアモンド家の令れい嬢じようだ。十五の叙じよ任にんですでに百旗長、そして現在の千旗長、行く行くは教会騎き士しの統とう括かつ役やくを歴任したディアモンド家に相応ふさわしい地位に就つく事が約束されていた。

「私が自分の力で手に入れたものなど、何もない」

「エリザはよくやってるさ。千旗長だって足りないくらいだ」

「……なら、お前はどうなんだ？」

　廊下を曲がって新米騎士の視線が消えたところで、エリザは顔を曇くもらせた。

「百旗長の地位は、お前が打ち立てた功績に比べればあまりに低いものだ。アリアデアの蛮ばん行こうを打ち砕くだき『白はく刃じんの死神』とまで畏おそれられた騎士にしては」

「ああ～……またその恥ずかしい名前を持ち出すのか」

　ヴィルはがりがりと頭を掻いた。

　一年と少し前の事だ。アリアデアと呼ばれる国を通過時、事もあろうにその国の正規騎士団二千が五百人の巡礼団たちへ襲い掛かった。とある大国要人の関係者が巡礼団の中におり、外交上の取り引きに用いるため拉ら致ちしようとしたのだ。大陸協定に守られた巡礼団にそんな蛮行が許される筈はずもなく、目もく撃げき者しやを鏖おう殺さつする気満々だった。

　襲撃時、護衛の教会騎士の主力は進路上の脅きよう威いを排はい除じよすべく先行しており、残った巡礼団の護衛はほとんどが経験不足の若者で、おまけに五十人にも満たなかった。

　非戦闘員五百人を抱かかえた五十弱の新米教会騎士と、正規の国家騎士団が二千。そんな絶望的な状じよう況きようを切り抜けた立役者が、ようやく叙任から一年経たったばかりのヴィルだった。

　ヴィルは狼狽うろたえる同どう僚りようたちを叱しつ咤たして主力に伝令を出す傍かたわら、野営や進路の痕こん跡せきを巧こう妙みように偽ぎ装そうし、迫せまってくるアリアデア騎士団を森の中へ誘ゆう導どうした。完全装備の騎士たちを森の闇とゲリラ戦法を利用し尽つくして三日三晩引き付け、塔神教会がアリアデアの蛮行を各国へ知らしめる時間を稼かせぎ、見事に巡礼団を守り切った。

　征せい伐ばつの連合騎士団を迎むかえ撃うつべく急いで退たい却きやくしていったアリアデア騎士団の死傷者は百八十七名。教会騎士団も二十名の死者を出したが、戦力差を考えれば驚きよう異い的てきな数値である。そして敵の死者の三割はヴィルが量産したもので、その戦いぶりは敵味方双そう方ほうから、『刃やいばが振るわれる毎ごとに首が舞った』と、さながら死神の化け身しんのごとく語られた。

　そうして付いた二つ名が『白刃の死神』。

　孤こ児じ院いん出身の平騎士に過ぎないヴィルが龍ドラコ・グ剣ラデイウスという高級武具を持っているのもこの功績だ。アリアデアが人ひと質じちを使って交こう渉しようしようとした要人が軍事国家フィブリスの将軍で、ヴィルの活かつ躍やくに感激したその将軍が進しん呈ていしたのが現在腰こしに吊つられている大業物である。

　ちなみに、巡礼団を守るべく残った新人騎士たちの部隊長がエリザであった。この時の働きが評価され、エリザは十二聖家出身者としても異例の速さでの千旗長への昇しよう進しんがなされたのだ。

「だが所しよ詮せん、私は名ばかりの部隊長だった。その私が一足飛びに出世して、なのに肝かん心じんのヴィルに与あたえられたのは形ばかりの百旗長と微び々びたる俸ほう給きゆうだけだ」

「あれはあの時の四十八人みんなの功績だったからな。そして誰より讃たたえられるべきは死んでった二十人だろ。気に食わない奴もいたが、どいつも任務に忠実だった」

　ヴィルは苦笑した。その苦笑はごく歳とし相応の少年のもので、多い時は一晩で二十人以上の死体を量産した戦士とは思えない。

　だが、その功績は正しよう真しん正しよう銘めいの真実だとエリザは知っている。泉で目にしたヴィルの身体には、激戦の痕跡が其そ処こ彼処かしこに刻まれていたのだから。

「……ヴィル。今回の護衛任務で聖都に戻ったら、私は正式に中央騎士に任命される。父から、そう内示が来た」

「いよいよか。むしろ遅おそかったくらいだな。あの事件の後、中央に戻るようにって矢の催さい促そくだったろ？」

　巡礼路を護まもる『辺境騎士』と違い、聖都の護衛を担になう『中央騎士』は教会騎士のエリート――有力者の子し弟ていが多く所属している。

「ヴィル、その時はお前も一いつ緒しよに中央に来てくれないか？」

　エリザの真しん摯しな声に、ヴィルは歩みを止めて振り返った。

「今の教会は、聖都は歪ゆがんでいる。家いえ柄がらによって教会内の待たい遇ぐうが変わる不平等さ、寄付金という名の賄わい賂ろの横行……こんなものが人の信しん仰こうを集める組織の正しい姿のはずがない」

「手厳しいな」

「十二聖家の者として、私には責任がある。教会を正しく運営して行くという責任が……だが、私一人で出来る事はたかが知れている。だからヴィル、お前の力を貸してくれ。お前の腕うでと名は中央でも大きな力になる。お前が一緒に来てくれるなら……とても心強い」

「…………」

「急である事は承知している。一方的かつ身勝手である事も。だが一緒に来てくれるなら、エリザ・ディアモンドはこの身命で捧ささげられるものはすべてお前に捧げる覚かく悟ごだ」

「エリザのすべて、ねぇ」

「家の名や資産を使えば多少のゴリ押おしはなんとかなる。それに……なんなら……その…………こ、この身体を好きにしてくれてもいいんだ、ぞ……？」

　後半は俯うつむきがちな上に多少尻しり切きれトンボだったが、これはかなりの覚悟だ。

　ヴィルは再び頭を掻きつつ、ちらりとエリザに目をやった。文句の付けようのない美人だし、生き真ま面じ目めな表情をしながらも頬を真っ赤にして上うわ目め遣づかいに自分の返事を待つ仕草など、そのまま抱き締めて唇を奪うばいたくなる可か愛わいさだ。

　平然と振ふる舞まっていても、ヴィルだって男の子である。もし彼女と夜を共に出来たなら、これはもう男の本ほん懐かいと言っていいだろう。

（……やれやれ。おれがもっと単純なら、何にも悩なやむことなんてないんだけどな）

　さて、どう返事したものかと思案していると、背後に気配を感じた。

　視線を移せば、カツカツと長ちよう靴かを打ち鳴らし、ひとりの騎士が近づいて来ていた。大おお柄がらな一方で神経質そうな雰囲気を漂わす男だ。二十歳はたちそこそこのちょっとした伊だ達て男おとこではあるのだが、付き合い難そうだというのが多くの人間の第一印象であろう。

　彼はヴィルの姿を認めるや、細い眉まゆをこれまた神経質そうにぴくぴくと震ふるわした。

「これはこれは『白刃の死神』殿ではないか。護衛任務の前だというのに随分のんびりしたものだな。余裕があって実に結構」

「あ、どうもです、プラウド千旗長」

　ヴィルは必要以上にだらっとした敬礼を返す。

　プラウド・オニキス千旗長は額に青筋を浮かべ、目め尻じりの筋肉を痙けい攣れんさせた。

「……貴様、目上の者への礼れい儀ぎを知らんと見えるな。これだから卑いやしい身分の者は」

「いやぁ、すんません。何せ腕っ節しか取り柄えのないものでして。それはそうと、剣のご調子はどうですか？　以前の剣は随分と握りの造りが悪かったようですが？」

　わざとらしく揉もみ手しながら返したヴィルの言葉に、プラウドが目尻やこめかみと言わずあらゆる顔面筋をびくびくと震わせた。

　以前真しん剣けん稽げい古こを行った際、大きい顔をする下げ賤せんの者を懲こらしめようと力任せに剣を振るってきたプラウドを、ヴィルは容よう赦しやなく返り討うちにしたのだ。あれ以来、この神経質な上に気位の高い男の敵意は明確なものになった。

　――とはいえ、逆に面白がってからかうヴィルも実に大人げない。

「きっ、貴様ぁ……我わが輩はいを誰だと思っている……！」

　すでに顔面神経痛の疑い濃のう厚こうなプラウドは、腰に吊った剣へと手を伸ばした。

　いつもは歯軋りして去って行くのに新展開である。こんな気き概がいがあったのかとちょっぴりワクワクするヴィルだったが、見守っていたエリザが厳しい顔で進み出た。

「オニキス卿きよう！　教会騎士同士の私し闘とうは重罪です！　塔神教会の範はんとなるべき十二聖家らしい行動を思い出してください！」

「ディアモンド卿……」

　どうやらヴィルを目の敵にするあまり、エリザの存在に気付いていなかったらしい。睨まれたプラウドは剣に伸びた手をすごすごと戻した。

「……我わが輩はいとしたことが軽けい率そつでした。だが十二聖家のことを持ち出すのでしたらこちらからも忠告を。話す相手は慎しん重ちようにお選び下さい。十二聖家は塔神教徒の範とならねばならないのですから。卑しい身分の者と一緒に歩いていると、良からぬ噂うわさを立てられますぞ」

　エリザに猫ねこなで声で語りかける一方、プラウドは時折ギロリとヴィルを睨む。
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　が、睨まれた当人は必要以上に軽けい薄はくな笑みを浮かべるだけだ。

「……ディアモンド卿も我わが輩はい同様、今回の任務が終われば中央でしたな。これを機に交友関係も一新されてはいかがです。手始めに我輩とディナーなどは？　聖都のオニキス邸ていには、実に腕の良い料理人が居おりまして、よろしければ――」

「確約は出来かねます。我ら教会騎士はいつ巡礼路の途と上じようで果てるとも知れぬのですから。それと――ヴィル百旗長へ詫わびの言葉をお述べください。教会騎士に役職の上下はあれど、身分の上下などありません。先ほどのあなたの物言いは彼に失礼千万です」

「なっ――」

　プラウドの顔が引き攣り、油切れを起こしたような動きでヴィルを見た。

　――どうするんだ？　十二聖家序列十一位、栄光あるオニキス家のプラウド千旗長殿？

　ヴィルは笑え顔がおを浮かべて見守る。

　散々悩んだプラウドだが、最後にはエリザのご機き嫌げん取りを選んだらしい。びくびくと顔面を痙攣させ、ヴィルへ向かい頭を――ほんの少しだけ――下げた。

「無礼をした、ヴィル百旗長」

「いえいえ。おれは無礼だなんて全く思ってませんから」

　つまり『残念でした。おれ、全く堪こたえてないもんね』ということである。

　プラウドは親知らずまで砕きかねない強きよう烈れつな歯軋りをし、なんとか「失礼」とだけ言うや肩を怒らせ歩き去って行った。

「いやはや、相変わらず顔が面白い御ご仁じんだ」

「……教会上層部の間ま違ちがった選民思想で凝こり固まったような人物だ。あんな一方的に卑しいだの何だのと」

「気にするだけ時間の無む駄だだぞ？　ああいう手合いに付ける薬はないからな」

「それはそうかも知れないが……しかしそれなら、なんでヴィルはあんな敵意を煽あおるような真ま似ねをするんだ？」

「ああ。おれ、あの男が好きだからさ」

「……好き？」

「分かりやすい奴は嫌きらいじゃないさ。今日は一体どんな面白い顔を披ひ露ろうしてくれるのかといつもワクワクしてるんだ」

「……オニキス卿の方が可か哀わい想そうになってきた」

　エリザは「くくく」と悪戯小僧そのものな含ふくみ笑いをするヴィルを見て、幾いく分ぶん同情的な溜ため息いきを漏らした。

「……水を差されてしまったな。返事は聖都へ辿り着くまで保留にして置く。どうか真剣に考えて欲ほしい」

「はいよ」

「…………ヴィル？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。できない約束はしない、一度した約束は全力を尽くす……真剣に考えるさ。だからほら、早く朝食へ行こう。何をするにもまず飯だ」

　渋い顔をするエリザの背をぐいぐい押して、ヴィルはひとまず話を打ち切った。あまりに気軽な返事で信用されてないようだが、おざなりにするつもりはまったくない。

　真剣に考えねばならない。いったいどんな断り方をすれば傷付けないで済むか、と。
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　巡礼団の規模は様々だ。たまたま知り合って「旅は道連れ」と気の合う者同士で数人連れ歩く場合もあれば、一族郎ろう党とう総出で数十人になる場合もある。教会騎士の人材も限られている現状では、よほどの事情がない限り小規模の巡礼者は他の大きな集団に合流してもらう。自然、聖都へ近づき路が合流するほどに巡礼団の規模は膨ふくれ上がってゆく。

　巡礼砦付近で野営していた千二百人に及およぶ巡礼団は、朝食の後に出発した。数多の巡礼者たちが踏ふみ固めた巡礼路を老ろう若にやく男なん女によが進んで行く。なだらかな草原に引かれた茶色い線のその先、白く霞む地平線の彼方に、雲を貫つらぬいて青空を分ぶん割かつする一本の線が走っている。

　彼らが目指す《塔》トゥリスだ。

　空気中の塵ちりや雲によって霞んでいるが、歩いて十日かかる距離からでも視し認にんできることから、その巨大さ長大さは容易に想像できる。空気が澄すんでいれば大陸の端はしからでも確認できるというから、熱心な塔神教徒でなくとも見物に訪おとずれる者は絶えたことがない。

　ちなみに今回の千二百という人数は、多い時には三千人規模の巡礼団を護衛する第○○一一巡礼砦にとっては少なめだが、時期を考えれば妥だ当とうな数である。

　日々の活計たつきが掛かっている行商はともかくとして、一いつ般ぱん人じんは旅をするのに春から夏はなるべく控ひかえる。この時期は『獣頭ベスカピども』の活動がもっとも活発になるからだ。それ故ゆえ、護衛に付く教会騎士もそれなりの数が揃えられ、プラウド・オニキス千旗長率いる二百名、エリザ・ディアモンド千旗長率いる二百名がそれぞれ揃えられた。

　当然ながらヴィルはエリザ隊で、それも副官という立場であった。

「へぇ。おっちゃんは海を越こえてきたんだ？」

「初めての船旅だったがあれは地じ獄ごくだ。腹が空っぽになっても吐き気が収まらねぇ」

「そいつはご愁しゆう傷しよう様さま。そっちの綺麗なお嬢じようさんはおっちゃんの娘むすめさん？　……奥おくさん？　いやいや、あんまりに綺麗で若々しいんでてっきり」

「はははっ。こんな尻しりばっかりでかいカカァにそりゃねぇよあんちゃん！」

「あっはははっ、そんなこと言ったらバチ当たるぜおっちゃん」

　――副官という立場であったが、ヴィルは巡礼者たちと一緒に歩いて世間話に興じていた。はじめは偉えらい教会騎士様が一体何の用だろうかと緊張していた巡礼者たちだが、ヴィルが口を開いてから百も数えない内に、苦難を乗り越えてきた旅仲間同然に受け入れた。

　荷馬車に乗った老ろう婆ばから食べ物を勧すすめられ、子供たちには剣を見せてとせがまれる。

　昼飯時など、若い娘に酌しやくをしてもらったりなどして、輪になった人々と笑い合っていた。

　昼飯を終えて再び出発した今は、荷馬車に腰こし掛かけて赤ん坊ぼうのお守りをしながらご婦人方と歓かん談だんしている。女性たちも親しん戚せきの若者と話すような雰囲気だった。

　エリザは走鳥オルニトスの手た綱づなをとりつつ、複雑な顔でその様子を眺ながめていた。

　走鳥オルニトスは、中央大陸で馬とともに広く飼育される労働家か畜ちくの一種だ。長い首と尾おを持ち、強きよう靭じんな後うしろ脚あしで地を駆かける。小さな翼つばさは長い尾とともに風を掴むバランサーとして機能し、こと走力に関しては馬が及ぶべくもない軽快さを発揮するのだ。

　エリザの騎き乗じようする薄うす紅べに色の羽う毛もうの走鳥オルニトスの横には、最初ヴィルが乗っていた白い走鳥オルニトスが手綱を結ばれ追従している。エリザが軽く首筋を撫なでてやると、主のいない白い走鳥オルニトスは長い首をくすぐったそうにくねらせ、つぶらな瞳ひとみを気持ち良さげに細めた。

（……避さけられている、訳ではないのだよな）

　エリザは胸中でつぶやいた。出発前にあんな誘さそいをしたから距離を取っているわけではなく、あれがヴィルのいつもの様子なのだ。

　ヴィルという少年には、彼らの警けい戒かい心しんを解く雰囲気があった。馴なれ馴れしいくらい親しげに近寄る一方で、相手の間合いには許可無く深入りしない、絶ぜつ妙みような距離感を保っている。それが長く旅してきた巡礼者たちには心地良いようだった。

（……けれどそれは、ヴィルが〝旅人彼ら〟と同じ精神を持っているからじゃないのか？）

　そう考えると、エリザは落ち着かなくなる。

　昔から、ヴィルは一風変わった少年だった。

　八歳で母を亡くして聖都の孤こ児じ院いんに収容され、翌年には教会騎士の養成所に入った。裕ゆう福ふくでない家の者が教会騎士を目指すのは別段珍めずらしいことではなく、むしろ聖都の孤児院は子供に教会騎士となる事を勧すすめる所も多い。そういう意味でヴィルは聖都の孤児にありがちな人生を送っていると言えなくもないが、彼の訓練への打ち込み方は信仰や生活とは別のものに裏打ちされているように見えた。

　厳しい訓練を黙々とこなし、知識の習得にも積極的。そのくせ出世や功名心は「余計な荷物だ」と言わんばかりに興味を示さない。

　同期として主席を争あらそい、ヴィルを近くで見てきたエリザには、彼の在り方が妙みように胸をざわつかせた。ふと目を離はなした瞬間、信じられないくらい遠くに行ってしまいそうな……

（……そう、だからこそ、繋ぎ止めるものが必要なのではないのか？）

　どうにも思考が俗ぞくくさいが、自分は女としての魅み力りよくもそれなりのようだ。自分の身体を差し出すことでヴィルを繋ぎ止められるなら安いものだろう。

　ヴィルの名と力が必要だというのも勿もち論ろんだが、エリザは個人的にも彼が好きだった。好きな男に地に足を付けて生きてもらいたいと思うのは、女としては当然ではないか？

（きっと大だい丈じよう夫ぶだ……いや、絶対に大丈夫だ！）

　弱気になりそうな心を叱咤し、再び視線をヴィルに戻もどす。荷馬車に同乗していたヴィルは、何かに気付いてはたと立ち上がった。

「…………やばいな」

　ヴィルは抱だいていた赤ん坊を母親に返して馬車から飛び降り、エリザの元へ戻ってくる。内心ドキドキしていたエリザは必死で呼吸を整えた。

「……どうした、ヴィル？」

「向こうの林」と、ヴィルが進行方向右手のシダ林を指差した。「妙な気配がする。ちょうど小高い丘おかの上にあって、横合いから襲撃を掛かけるには持ってこいだ」

　ヴィルが言葉に含ませるものの存在に気付き、エリザは顔を強張らせた。

「……斥せつ候こうを送って、集団をより密集させた方がいいな」

「だな――っと、失礼するよ」

　ヴィルはエリザに引かれていた自分の走鳥オルニトスにひらりと跳とび乗った。

　エリザは伝令役を呼び寄せ、先頭集団を担当するオニキス隊への伝言を伝え走らせた。今後の連れん携けいなどを考えていると、伝令が息せき切って戻ってきた。

「……プラウド千旗長は『我らの任務はよりすみやかに巡礼団を聖都へ送り届けることである。足を遅くする行こう為いは神アルケーと《塔》トゥリスへの背信に等しい』と言っておられました」

「なっ――」

「あー、やっぱりそうなるか」

　言葉を失うエリザの横で、ヴィルは右手に巻いた布を直しながら予想通りだと頷うなずいた。

「……斥候は送ったか？」

「いえ、それも……」

「馬ば鹿かな……一体何を考えているのだ……」

「いやー、予想通りだな。てかはっきり言えって。どうせ我らの偉い大だいなるプラウド・オニキス閣下は、有力者の馬車でご歓談中とか、そんな感じなんだろ？　寄付金をたんまり弾はずんで貰もらうためには、どんな些さ細さいでも不安に思わせる事はしたくないわな」

「馬鹿な！　騎士の本分を何だと……」

「寄付金とお布ふ施せを守るって本分に忠実なんだろ？」

　皮肉というにはあまりに気軽なヴィルの言葉に、エリザはぐっと黙だまり込んだ。

　教会騎士は塔神教会の信仰と力なき信者を守る為ために存在する――というのが建て前だが、巡礼者たちの資産を守る為、という側面もまた事実である。聖都で《塔》トゥリスを拝む信者たちが落としていく金が、教会の最大の活動資金なのだから。

「悩むだけ無駄さ。出来ることをやるしかない。とりあえずおれたちが担当する後続の守りに百五十残して、残り五十の精せい鋭えいで駆け付ける算段を付けておこう」

「……ああ」

　エリザは唇を噛かみ締めながら、静かに伝令を走らせて準備を進めた。

　そして、ヴィルが指し摘てきしたシダ林を、巡礼団の先頭集団が横切ろうと腹を見せ、

「…………っ！　やはり来たか！」

　林から無数の影かげが飛び出し、丘を転がるように突とつ撃げきしていく。

　怒声と号令が響ひびき、先頭集団の騎士たちが急きゆう遽きよ防衛行動に移った。

「よし、行くぞ！」

　密ひそかに抽出しておいた精鋭五十名を率い、エリザたちは先頭集団の加勢へ向かった。




　先頭集団は混乱状態に陥おちいり、幾つかの集団に分断されていた。何とか巡礼者たちの前で壁かべとなる教会騎士たちに、林から飛び出してきた襲撃者が襲いかかる。

　襲撃者たちは遠目でこそ人間に似ていなくもなかったが、近づけば毛むくじゃらの体たい躯くと特とく徴ちよう的てきな頭部が明らかになる。

　大きく突つき出た顎には鋭するどい牙きばが並び、ぎょろりとした大きな目が獲え物ものを求め目まぐるしく動く。毛に覆われている一方で、時折飛び出す長い舌は爬は虫ちゆう類るいのごとく二ふた股まただった。そこらの獣けものを雑多に混ぜあわせたような、曰いわく言いがたい獣じゆう面めんである。

　手の指は三本しかなく、爪つま先さき立だちの二足。さらに鞭むちのように細く鋭い尾。なまじ人間に似た二足歩行生物であるだけに、生理的な恐きよう怖ふをもたらす異形だった。

　獣ベステイア頭ム・カピ類テイシア。

　人によっては『ベスカピ』や『獣頭ベスカピども』とも呼ぶ人間の天敵だ。

　――キュルィィィイイイイイイイイイイイッッ！

　甲高い咆ほう哮こうとともに、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちは高く跳ちよう躍やくしながら襲い掛かる。基本的には手足の鉤かぎ爪づめを振ふるうが、中には棍こん棒ぼうや錆さびかけの剣けんを握る個体もいる。厄やつ介かいなことに道具を扱あつかうだけの知能があるのだ。

　壁役の騎士が盾たてや鎧よろいを駆く使しして攻こう撃げきを防ぐものの、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちは攻撃が無む為いに終わるやさっと飛び退のいて間合いを取る。そして撹かく乱らんするように走り回っては、思い出したようなランダムさで飛び掛かかってくる。

　寄せては返す一いち撃げき離り脱だつの戦い方に、壁となる騎士たちは容易に攻せめ返せずにいた。気が急せいて飛び出そうものなら、

「この醜しゆう悪あくなケダモノどもが――――ぐぎぃいいいいいいいいい!!」

　四方から俊しゆん敏びんに飛び掛ってくる獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの餌え食じきとなる。鎧の隙すき間まから鎌かまのような鉤爪が身体に食い込み、瞬またたく間に血ち塗まみれになった。

　オニキス隊の騎士たちは身を寄せ合うように盾を構えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちは舌舐なめずりしながら、集団からあぶれた巡礼者たちを品定めする。

「あ、ああ……」

　腰が砕けてへたり込んだ巡礼者の娘に、一匹の獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアが近寄る。鼻先を近づけ、長い舌でベロリと舐め上げた。瑞みず々みずしい味に食べ頃だと察すると、おぞましい異形は鼻先を歪めて牙を見せ嗤わらった。

　噎むせるような獣臭と凶きよう暴ぼうさに当てられ、娘はくらりと気絶しかける。

　だが獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアはそんな逃とう避ひを許さぬとばかりに、娘の髪かみを力任せに掴み上げた。

「いっ…………いやぁあああああああああ！」

　髪を掴まれ引き摺ずられ、娘が悲痛な叫び声を上げた。

　獣頭ベスカピどもの好物は人間だ。その事は幼い子供でも知っている。塔神教会は『獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアは人間の試作品にして神アルケーに見捨てられし失敗作。故に人間を妬ねたみ襲ってくる』と説き、親たちは子供を『悪い子は獣頭ベスカピどもに食われるぞ』と言って躾しつけるのだ。

　そして春先から夏にかけては、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの子育ての時期だ。親たちは幼生たちに人間の味を新鮮なまま教え込むため、巡礼者を適度に痛め付けて引き摺って行こうとする。

「オニキス千旗長！　助けに行かねば！」

「放っておけ！」

　全身甲かつ冑ちゆうで重武装したプラウドは、部下の進言を酷こく薄はくに切って捨てた。

「所しよ詮せん貧びん乏ぼう人にんだ。それより隊列を崩くずすな。後ろの方々こそ、教会の財産なのだからな」

「っ！」

　進言した騎士は唇くちびるを噛み締めた。髪を掴まれて引き摺られる娘が必死に助けを叫んでいる。だが、自分たちとて隊列を崩すわけに行かないのも事実だ。

（《塔》トゥリスを創つくり世界を創りし偉大なる神アルケーよ……）

　願わずにはいられなかった。誰だれか助けてやってくれ、と。

　その時、まるでその願いが聞き届けられたようにひとつの騎き影えいが飛び込んでくる。

「その手を離せ！」

　走鳥オルニトスに乗った騎士――ヴィルが剣を抜ぬく。緩ゆるく歪曲カーヴした刃がぎらりと輝かがやいた。

　獲物を引き摺るのに夢中な獣頭ベスカピがぴくりと顔を上げ――そのまま首が舞まう。異形ながら、撒まき散らす血は赤かった。

　ヴィルが振るった刃は獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの頸けい骨こつの継つぎ目を正確に斬断していた。あまりの滑なめらかさに、舞った首は自らの身に起こった事を理解できず眼めを瞬またたかせる。

「大丈夫か!?」

　ヴィルは引き摺られていた娘に声を掛ける。娘は倒たおれた化け物と、自分を助けてくれた騎士との間で視線を彷徨さまよわせた。

「あ、は、はい……」

「ならその場を動くな！　後から助けが来るからな！」

　ヴィルは走鳥オルニトスの腹を蹴けって走らせた。

「……無理させて悪かったな」
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　ヴィルは一騎駆がけで全力疾しつ走そうを続けた走鳥オルニトスを労いたわるように首を叩たたくと、背を蹴って獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの集団へと飛び込んだ。着地ざまの袈け裟さ懸がけで、さらに一匹を両断する。

「さぁ――荷物を捨てて掛かって来い！」

　ヴィルを強敵と見定めるや、獣頭ベスカピどもは引き摺っていた人間を放り出して一いつ斉せいに襲いかかった。

　低い姿勢で走り寄ってくる個体が手の鉤爪を振るう。左手で掲かかげた鞘さやで受け止めるや、ヴィルは右手の龍ドラコ・グ剣ラデイウスを振り上げた。甲かん高だかい悲鳴とともに鉤爪を備えた腕が舞う。刃を返した振り下ろしで、獣の悲鳴は断たち切られた。

　別の一匹が飛び上がって、錆び付いた剣を振るってくる。ヴィルは跳ちよう躍やくして向かい撃ち、降ふってくる刃を叩き斬きった。獲物を失った獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアが目を真円に見開き、その目と目の間に剣の切っ先が叩き込まれる。ビクリと痙攣するその獣頭ベスカピの肩かたを蹴り、迫ってくる別の一体へ。

　顎あごを開けて飛び上がってくる獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアに踵かかとを振り下ろす。上顎を蹴られてガヂリと閉じた獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの顎から牙が何本か折れて散った。着地する直前に振るわれた剣は、生物共通の急所である首の後ろの中ちゆう枢すう神経を断ち切る。

　――すとっ。

　軽かろやかにヴィルが着地するのに一いつ瞬しゆん遅おくれ、三体の獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアがどうっと崩れ落ちる。

　戦場が一瞬、静せい寂じやくに包まれた。

　人間も、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアすらも、その鮮あざやかな手並みに度ど肝ぎもを抜かれている。

「う…………うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　騎士の誰かが雄お叫たけびを上げ、その興奮は瞬く間に広がった。

　甲高い咆哮を浴びせかける側だった獣頭ベスカピどもがたじろいだ様子を見せる。

「ヴィル百旗長に続けぇ！」

　遊ゆう撃げき隊たいを率いるエリザが声を張り上げる。突とつ進しんの勢いに任せてのエリザ隊の初撃は大いに獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアを掻かき回し、おぞましい異形どもに断だん末まつ魔まの悲鳴を挙げさせた。

　――クキィィィィイイイイイイイイイッ！

　自らも剣を振るって獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアを斬り伏ふせると、エリザは先さき程ほどヴィルが助けた娘に走鳥オルニトスを降りて駆け寄った。

「大丈夫かっ!?」

「は、はい……」

　娘はエリザの呼び掛けに上の空で答え、別の方向を一心に見み詰つめていた。彼かの女じよの視線の先にあるのは、獅し子し奮ふん迅じんの言葉を体現するヴィルの姿である。

　俊敏さで人間が敵かなうべくもないはずの獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアを人間離ばなれした――まるで見えない翼でもあるような速力と跳躍力で翻ほん弄ろうし、握にぎられた剣が振られる度に血が舞い首が飛ぶ。得物の性能を差し引いても、その圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよく、軽やかな身体能力は目を見張った。

　まるで劇の――英えい雄ゆう劇の一幕のようだ。娘が見み惚ほれるのも当然である。

「あっという間に戦場の流れを変えてしまった……ヴィル、やはりお前はすごい」

　エリザもまた保護した娘同様に頬を赤らめたが、ただ見惚れているわけには行かない。

　走鳥オルニトスの背に戻ると、エリザもまた獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアを駆く逐ちくすべく手綱を巡めぐらせた。
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　獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの襲撃は、思いの外短時間で終結した。

　知能が高い分、彼奴きやつらの引き際ぎわもまた速すみやかだ。最初の奇き襲しゆうから人間たちが立ち直ったと感じるや、旋風つむじのように飛び出してきた林の奥へと去っていく。

　勝利した教会騎き士したちは雄叫びを上げた。そして誰よりも多く獣頭ベスカピどもを屠ほふった『白刃の死神』に、騎士も巡じゆん礼れい者しやたちも惜おしみない賞賛を送る。

「流石さすがですヴィル百旗長！」

「感動しました！」

「是ぜ非ひとも今夜はお話を聞かせていただきたく！」

「抱いて下さい騎士様！」

「あ～、お気持ちは嬉うれしいんですが、まだ仕事の最中ですんで」

　ヴィルは近寄ってくる人々を苦く笑しようしながらあしらった。その様子はさきほどの戦神のような姿とは別人のようである。

　散らばっていた部下を集結させているエリザへ、ヴィルは軽く声をかけた。

「お疲つかれ様さま」

「それはこちらのセリフだ」

　声をかけられたエリザは適当な布で血と汗あせを拭ふきながら返事した。

「まったく……あれだけ戦ってよくも平常通りでいられるものだ」

「別にそこまで平常ってわけじゃないさ」

　ヴィルは足下に転がっている獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの死し骸がいを見下ろして溜め息を漏もらした。

「命の遣やり取りした後はちょっと憂ゆう鬱うつだよ、やっぱり」

「こんなケダモノにでもか？」

「獣頭類コイツらを殺すのはおれの仕事だが、生きるために戦う命に敬意は払はらうさ。……まぁ、仕事はまだ残ってるから、命を悼いたむのは後にしないとな。手伝うよ」

「やめてくれ。あんな活躍の後で雑務まで手伝わせたら、私が役立たずになってしまう」

　エリザは苦笑して手を振った。

「休んでいてくれ。人員の確認くらい、手伝ってもらうまでもない」

「そうか？　それならお言葉に…………？　なんか来たぞ？」

　見れば五騎ほどの走鳥オルニトスが近づいて来るところだった。やってきた騎士たちはヴィルとエリザを認めると走鳥オルニトスを止め、騎上から頭を下げてきた。

「降りずに失礼。ヴィル百旗長にぜひお願いが」

「おれ？」

「はい。実は数名の巡礼者が獣頭ベスカピどもに連れ去られたのを目もく撃げきしまして。救助にご助力願いませんか？」

「待て、彼かれにまだ戦わせるつもりか？　それに頼たのむ筋を間違えている。オニキス隊の者なら同隊で――」

「いいよ。行こう」

「ヴィルっ？」

「奇襲を受けたオニキス隊こそ、人員の確認と再統制に掛かり切りだろ。エリザ隊こっちは遊撃隊として走り回って疲れ切ってる。そうなると必然的におれくらいしかいない。もともと単騎で突っ込むのが仕事の、遊撃隊の遊兵扱いだからな」

　ヴィルは口笛を吹ふいて自分の走鳥オルニトスを呼び寄せると、戦闘時も見せた身軽な動きでひらりと飛び乗った。

「時間も惜しい。攫さらわれたっていう人たちを見つけたら戻る。そうでなくとも夜になる前には戻るよ。さすがに夜襲おそわれたら、おれもお手上げだからな」

　ヴィルは空を見上げて言った。傾かたむきかけた太陽は、あと一刻もすれば西の山の稜りよう線せんへ沈しずみ始めるだろう。

「あとは頼むな、エリザ……案内してくれ」

　助けを求めてきた騎士たちはすぐに頷くや騎首を返して走り出した。ヴィルも自分の走鳥オルニトスの腹を蹴ってそれに続いた。走鳥オルニトスたちは速度を上げ、瞬く間に彼らの後ろ姿は小さくなってゆく。そして、林の木立に紛まぎれてすぐに見えなくなった。

「…………ヴィル」

　それを見送るエリザは、何な故ぜか胸の奥に嫌いやな予感を覚えた。




　草原ではまだ気にならなかった太陽の傾きだが、林の中に入るとぐっと日照量が減って薄うす暗ぐらく感じた。四半刻も走った頃ころには、植生が濃こくなって背の高いシダも増え、すでに夕暮れの気配が濃厚に迫っている。

「――そういやさ」

　他の騎士たちに囲まれるようにして走っていたヴィルが、先頭を行く騎士に声を掛けた。

「聞いてなかったんだけど、攫われた人たちってどんな風ふう貌ぼうだった？　助ける前に聞いておきたいんだけど」

「獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアに連れ去られた人間ですから、見つければすぐ分かるでしょう」

「そうだろうな。おれもそう思ったからここまで聞かなかったんだけど……もうひとつ聞かせてもらえる？」

「何をでしょう」

「なんで皆みなさん、おれに殺気を向けてるのかな？」

　直後、横に並んだ騎士が投げ放った短刀が、ヴィルの乗る走鳥オルニトスの首に突き刺ささった。

　グエッと呻うめき走鳥オルニトスが倒れる。

　いち早く気付いていたヴィルは自ら飛び、転てん倒とうした走鳥オルニトスに巻き込まれる事態から脱だつした。

「…………聞かせてくれるんだろうな？」

　着地と同時に剣を抜いたヴィルが、周囲を取り囲む騎士たちを睨ねめ回す。

「何で、おれを狙ねらう？」

「ご想像にお任せします」

　リーダーらしき男の言葉が合図となり、二人の騎士が走鳥オルニトスを突っ込ませて来た。

　ヴィルは逃にげずに向かって行った。先ほど投げ出される直前に回収していた短刀を、今度はヴィルが目の前の走鳥オルニトスへ投げ放つ。

　足を貫かれた走鳥オルニトスがぐらりと揺ゆれ、横のもう一騎を巻き込んで転倒した。

　投げ出された二人の騎士の内一人を人ひと質じちにしようと駆け寄ったヴィルだが、教会騎士の制服と軽装鎧が飛んできて、反射的に振り払う。

　振り払った先から真っ黒な影が飛び出して手にした短刀を突き出した。

　後ろに身を反らして躱かわしざま、その勢いを利用して蹴りを喰らわそうとしたが、敢あえ無なく空振る。

　バク転からの連続後転でしばし距きよ離りを取ると、周囲の者たちも騎士の衣装を脱ぬぎ放って走鳥オルニトスから飛び降りた。誰も彼も、一様に黒一色の衣装に身を包つつんでいる。

「……噂に聞いたことがある。塔神教会上層部が飼う、凄すご腕うでの暗殺集団の噂を。あんたらがその噂の『影ウンブラ』か」

「我らに名はあらず。我ら『影』ウンブラに生きる者なれば」

『影』ウンブラは答えた。もっとも布を口元にも巻きつけているためくぐもっており、五人の誰が発したのかは判然としない。もしかしたら五人同時に喋しやべったのかも知れない。

　立ち上がったヴィルは剣の峰みねで肩を叩くと、やれやれと言わんばかりに首を振った。

「まぁ、それがあんたらの仕事なんだろうが……勿もつ体たい無いな。ほんと、勿体無い」

「ほぅ……？」

「だってそうだろ？　命のやり取りをするのに名前もないんじゃさ。せめて全力をかけて戦う相手の名前くらい知りたいじゃないか。生きる為に殺すのは動物の宿命、食うのは義務だ。けど人間は生きる為以外で殺す。ならせめて殺した相手を記き憶おくに留とどめるのが敬意だと思うんだよ、おれは」

「……遺ゆい言ごんは承うけたまわった。では、そなたの名はしっかり記憶に留めるとしよう、ヴィル百旗長」

『影』ウンブラたちは一斉に襲い掛ってきた。膝ひざまであるシダの下生えの中を、ほとんど音もなく滑すべってくる。

「……本当に残念だな」

　ヴィルはふぅと息を吐はき――かっと目を見開くや猛もう然ぜんと迎むかえ撃うった。

　まず、正面から向かってきた『影』ウンブラへ鞘を投げ放つ。当然打ち払われるが、その隙すきにヴィルは振り返りもせず後ろへ跳んだ。

　後ろから忍しのび寄っていた『影』ウンブラが、向かってくるヴィルへ振りかぶっていた短刀を投げる。ヴィルは剣の腹で弾はじき、跳んだ勢いのままに龍ドラコ・グ剣ラデイウスを叩き付けた。「げぼっ」と肺の空気を漏らした『影』ウンブラの、その胸に改めて切っ先を滑りこませる。心臓を貫かれた『影』ウンブラはビクリと痙攣し、肺は収縮したまま機能を停止した。

　ヴィルは串くし刺ざしにしたまま振り向き、死体を周囲の『影』ウンブラが投げてきた短刀への盾とする。そしてそのまま突進し、一番間近な『影』ウンブラへ剣を抜きざまに死体を蹴り放った。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　裂れつ帛ぱくの斬撃によって死体が真っ二つとなり血が溢あふれる。仲間の血で視界を奪うばわれた『影』ウンブラが後退しようとするが、ヴィルは駆け抜けながらの横よこ薙なぎで首と胴どうを切り離した。

　ヴィルは速度を緩めぬまま走り、正面の太いシダの高木の幹を蹴って高く飛び上がった。背後から追っていた『影』ウンブラがぎょっと動きを止める。手にした刃やいばを投げ放つか、それとも躱すか――一瞬の選せん択たくの迷いが命取りとなった。落下の勢いも加わったヴィルの斬撃は凄すさまじく、短刀の刃もろともに三人目の『影』ウンブラは命を散らした。

　肩から血を流して三人目が倒れる前に、ヴィルはさらに走り出す。苔こけむしたシダの枝を足場に跳び上がり、頭上を取ろうとしていた『影』ウンブラへ斬り付ける。

　金属同士がぶつかり合って火花が弾けた。

　弾かれ合ったヴィルと『影』ウンブラはくるくると宙を舞いながら着地。ただしヴィルは足下に転がっていた、最初に投げ放った鞘を左手に握り、勢いよく振り上げる。

　五人目が投げ放った短刀が弾かれ、キィンと音を立てて林の中を舞った。

「おお……噂半分とはよく言ったもの」

　残り二人となった『影』ウンブラのどちらかが驚きよう嘆たんの声を発した。

「がっかりさせたかい？」

「噂でもまだ半分。『死神』の呼び名は伊達ではないようで」

　賞賛を贈る『影』ウンブラだが退く気配はない。いまだ刃は毀こぼれのない龍ドラコ・グ剣ラデイウスを振って血を弾き、ヴィルは面めん倒どうくさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「逃げっちまえよ。そんでもってお前らを送った連中に言ってくれ。おれは別に出世する気はないんだから放っといてくれ、ってさ」

「そうは行かぬ。我らは『影』ウンブラである故に」

　残った『影』ウンブラはそう言うと、懐ふところに手を伸のばした。構えるヴィルだが、『影』ウンブラの一人が出したのは到とう底てい武器に見えなさそうな涙るい滴てき状じようの、

「……笛？」

　孔あなに手を添そえ、『影』ウンブラは黒布の隙間から笛の吹き込み口を咥くわえた。そして、

　――キュルリィィイッ！　キュルリリィィイイイイッ！

　甲高い音が森中に響いた。どこかで聞いた音――いや、〝声〟だ。

　そしてすぐ森の奥から、ざわざわと枝葉を揺らして無数の殺気が向かってくる。

「まさか……！」

「このような〝武器〟もあるのだ、『白はく刃じんの死神』よ」

　笛をしまい直した『影』ウンブラは、暗くなりつつある林の影にすぅっと溶とけ込んでいく。

「果たして森の中、しかも夕暮れ迫せまる中で、どれほど隙を見せずに戦えるかな？」

　二人の『影』ウンブラが姿も気配も消した所で、林の奥から殺気の元が姿を見せた。

　先ほどヴィルも散々叩き斬った獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちである。薄うす暗くら闇やみの中、集光性の瞳がギラリと光を反射した。

「……参ったな、これは」

　ヴィルは何とか笑えみを浮うかべて見せた。

　獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちの鳴き声を真似て呼び寄せるとは予想外だった。やってきた獣頭ベスカピどもはおよそ十匹。普ふ段だんならなんてことない数だが、背中に気を配りながらでは話が違ちがってくる。

「あのナイフ、明らかにイヤーな感じでヌメってテカってたよな……」

　居るならさっさと助けてくれと神アルケーに祈いのると同時に、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちが襲いかかった。

「やっぱり居ないだろ神様アンタっ！」

　頭上から飛び掛ってくる獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの爪つめを躱して剣をたたき込み、すぐに別の一匹が牙を向いて突進してくるのを転がって逃げ延びる。

　翔とんで撹乱は出来ない。『影』ウンブラの殺気が獣頭ベスカピどもの荒あら々あらしさに紛れ読み取れない。翔んでる最中に短刀を投げられたら対処しきれる自信がなかった。

　得意な身軽さを封ふうじられ、ヴィルは苦戦を強しいられた。何とか『影』ウンブラたちの居所を掴つかもうとするのだが、林はすでに僅わずかな残光を残すばかりで暗く、『影』ウンブラたちは気配を完かん璧ぺきに絶っている。

「場所が悪すぎる。本当に参った……！」

　また一匹、脇わき腹ばらを裂さいてやったところでわずかに隙が出来た。痛みに対し人間より鈍にぶい獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアは、臓物をぶら下げながら噛み付こうと首を伸ばしてきた。

　もちろん、ヴィルは剣を跳はね上げて死に掛けの獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアに止めを刺したのだが、

「――っ！」

　崩れ落ちる獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの向こうに、短刀を振りかぶる『影』ウンブラが見えた。

　短刀が投げ放たれる。

　取るべき選択はほとんどなく、ヴィルは崩れ落ちるように仰あお向むけに躱した。鼻の先すれすれを、毒薬塗りらしき刃が勢い良く通り過ぎていった。

　――拙まずい！　拙い！　ぜったい拙い！

　近づいてくる地面を背中に感じながら、ヴィルはこの後の展開を考えて気絶しそうだった。このまま仰向けに倒れたら、周囲の獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアは一斉に飛び掛ってくるだろう。なまじ今なんとか体勢を立て直そうと無理をしたら、間ま違ちがいなく足首を痛める。そうなったら完全に詰つみだ。

　腕うでの一本くらいは覚かく悟ごしないとならないかも知れない。

　そんな覚悟を嘲あざ笑わらうように、倒れるヴィルを追うようにして、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの一匹が飛び上がっていた。凶暴に牙を剥むき、爪を突き立てようと降ってくる。

　――ああ、ちくしょう。

　ゆっくり動く視界の中、思考だけが加速する。

（……返事できないかな。できない約束をしちまったな……）

　枝葉に隠かくされがちな赤い空を背景に降ってくる獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアを眺め、ヴィルは愚ぐ痴ちを漏らした。

「まったく……まだ何も成せてないってのに……」

　ボヤくように言い捨てた、その刹せつ那な。




　――――カァッ！




　空が、光り輝いた。

　夕暮れの陽光を圧し、枝葉のヴェールなどまったく役立たずとばかりに、圧倒的な光が林の中を真っ白に染める。

（なん――）

　しかもその強きよう烈れつに輝く『何か』は、すぐ近くに落ちて来る。

　間近に雷かみなりが落ちたように視界が真っ白になり――直後、強烈な衝しよう撃げき波はが襲いかかった。

　杉すぎが揺れ、シダの葉が千切れ飛び、襲いかかる寸前の獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちも横よこ殴なぐりの衝撃に軒のき並なみ吹き飛ばされた。

　――キュイエエエエェェェェエエエエッ!?

　なぎ倒された獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちが悲鳴を上げる。人間よりはるかに高性能故に網もう膜まくを焼かれたのだろう。倒れたまま身を捩よじっていた。

「なんだか知らんが！」

　倒れていたお陰かげでほとんどの衝撃波をやり過ごし、ヴィルは速やかに立ち上がった。躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもせず、悲鳴を上げる獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアたちへ剣を振り下ろす。

　ひとまずの脅きよう威いから逃のがれたヴィルは、そこでようやく周囲を観察した。

　衝撃波を巻き上げ落ちてきた『何か』は、幾いく分ぶん弱まったとはいえ、林の奥の方で未いまだ光を放ち続けていた。先程までの薄暗さは駆逐され、白い光が周囲に満ちている。

「いた！」

　黒い人ひと影かげが、白い光にはっきりと照らし出されていた。

　ヴィルは光を横目に、呆ほうけたように光を見つめる『影』ウンブラへ向かって行った。

　はっと気付き振り向いた時には、ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウスは『影』ウンブラの頭ず蓋がいをかち割っていた。四人目の『影』ウンブラが糸が切れたように崩れ落ちる。

「ふっ！」

　さらに休まず振り向きざまに剣を跳ね上げる。忍び寄ってきた最後の『影』ウンブラが突き出した短刀が宙を舞う。ヴィルはそのまま返す刀で止めを刺そうと『影』ウンブラの肩かた口ぐちへ刃を振り下ろした。

「ぬっ……」

　だが必殺を企き図とした一いち撃げきは金属音と共に弾かれた。

　ヴィルと『影』ウンブラは同時に距離を取る。正体不明の光の中、『影』ウンブラの黒衣の切れ間に独特の金属の輝きを見て取り、ヴィルは納なつ得とくして小さく首しゆ肯こうした。

「そいつは……龍りゆう鋼こうの楔くさび帷子かたびらか」

「左様。その剣と同じ金属よ」

　どうやら先程までの声の主は目の前の『影』ウンブラだったようだ。指揮官らしき『影』ウンブラは新たな短刀を抜いて構えた。

「さしもの英えい雄ゆう殿どのもこれを切り裂くのは容た易やすい事ではなかろう。我も急ぎ戻らねばならなくなった故ゆえ、もう諦あきらめてもらいたいものだが」

「言ってろ」

　ヴィルは言い捨てたが、得物と同じ強度の楔帷子は厄介だ。斬鉄も不可能ではないが、なんせあっちの武器は毒塗りの刃。一寸ちよつとでも遅ち滞たいが生じれば危ないのはこちらである。

　迎え撃つには、一刀で確実に斬り伏せねばならない。

「……仕方ないか」

　呟つぶやくと、ヴィルは静かに気息を整えた。

『影』ウンブラが落ち着く間など与あたえまいとばかりに飛び出す。この時、最後に残ったこの『影』ウンブラは必殺を確信していた。たとえ致ち命めい傷しようを負っても、毒塗りの刃を振るう間くらいは特製の楔帷子が稼かせいでくれる。それで任務は完かん了りようだ。

「シャアアアアアアアアアアッ！」

　標的へ穢けがれた刃を滑り込ませる刹那――『影』ウンブラの眼が一筋の〝光〟を映した。

　音もなく、最後の『影』ウンブラは肩から腰こしで斬断されていた。

　勢いのままくるくる舞う上半身に残った意識が、恐おそろしいほど滑らかな下半身の断面を認め、次に自分を両断した男と、その手に握られた剣を認めた。

〝光〟を纏まとった剣を。

　死に際の幻げん覚かくだろうか。

　振り抜かれた龍ドラコ・グ剣ラデイウスの刀身を強く鋭い〝光〟が覆おおっている。そして戦せん闘とうで緩んだか、柄つかを握る右手に巻かれた布の隙間からも不可思議な発光が漏れていた。

「……白刃の……死神…………」

　無意識の呟きが『影』ウンブラの最後の吐と息いきともなった。

　ヴィルは音を立てて地に落ちた『影』ウンブラの上半身と下半身へと振り返る。その手の中の龍ドラコ・グ剣ラデイウスに宿った〝光〟はすぐさま夢む幻げんのように吹き消えた。

「――悪いな。知ってるのはエリザだけの、ほんの一瞬だけの奥おくの手だ。あの世への土産話みやげばなしにしてくれ」

『影』ウンブラに告げ、ヴィルは龍ドラコ・グ剣ラデイウスを収め、緩んでいた右手の布を巻き直した。

　あの〝光〟はヴィル自身もよく分からない。『白刃の死神』と畏おそれられるようになった戦いの極限状じよう況きようでいつの間にか発現していた能力だった。その正体を考察する間もない激戦でいつの間にか発動のコツだけは掴み、あらゆる物を音もなく切り裂く〝光〟によって生き延びたのだ。

　それ以来、右手に布を巻きつけるのも念入りになった。剣に〝光〟を纏わせる度に右手の甲こうの紋もん章しよう――母親に「生まれつきの痣あざ」とだけ教えられた刻印が淡あわく発光した。

　よく分からない刻印に、よく分からない〝光〟。

　自分でも笑ってしまうくらい、ヴィルという人間は正体不明だ。

　だからだろうか。ヴィルはよく分からないもの、見たこともないものに強く惹ひかれる。

　今この場においては、突とつ然ぜん空から降ってきた光り輝く『何か』に。

「…………」

　ヴィルは光源へと近づいて行った。

　衝撃波はあの『何か』の落下地点からほぼ全方位へ向かって走ったらしい。衝撃波の痕あとを辿たどってざくざくと分け入って歩く音が、やけに大きく響く。そう感じたヴィルははっとして周囲を見回した。

　しん――と、静まり返っていた。

　鳥や虫の鳴き声が止やんでいる。それどころか、動く音さえしない。わずかな微び風ふうで小枝が揺れていなければ、時間が止まったように錯さつ覚かくしていただろう。

　世界のすべてが、じっと息を呑のんでいる。

「……いったい何なんだ、おい？」

　ヴィルの顔に笑みが浮かんだ。まだ見ぬ何かにわくわくする子供の笑みだ。

　歩みを再開する。いよいよ衝撃波の痕の輪が狭せばまってきた。折り重なるようにして立ちはだかる草むらを掻き分けると、ようやく爆ばく心しん地ち――落下地点に辿り付いた。

　そこに在ったのは、光の球体だった。

　直径がヴィルの背せ丈たけほどもある球状の塊かたまりが、地面すれすれに浮かんで淡く発光している。

　さらに近付くと、光の中に影があった。

　正体を見み極きわめようと目を凝こらす。光量がさらに下がって、明らかになったのは、

「…………人？」

　胎たい児じのように身体を丸めた人間だった。ヴィルがこれまで見たこともない光こう沢たくの服を纏っている。継ぎ目も縫ぬった跡あとも見られない、ゆったりとした裾すその大きい服だ。

　長い髪が揺蕩たゆたうようにゆらゆらと揺れていた。澄すみ渡わたった蒼そう穹きゆうのように青色の髪だ。

　ぴくり、と光の中の人間の指が震ふるえた。震えは全身に伝でん播ぱし、丸まっていた身体がゆっくりと伸ばされていく。

　明らかになった顔は、少女のものだった。それも、とびきり美しい。

　年の頃は十四、十五か。歪ゆがみのない曲線で構成された、しかし計算ではけして再現できない愛らしい顔だった。ふっくらとした頬ほおに、ピンク色の小さな唇。そして骨格の美しさを暗あん黙もくの内に語る鼻び梁りよう。

　光の玉の中に漂ただよう少女の顔が、ヴィルの目の前にやってくる。長い睫毛まつげが揺れ、ゆっくりと瞳ひとみが開かれた。

　髪が空なら、瞳は海だった。深く、吸い込まれそうな紺碧の瞳。

　蒼そう髪はつ碧眼の少女はぼんやりとした表情でヴィルを見、そしてまた瞳を閉じた。

「お、おい……」

　思わず手を伸ばすと、光の玉は音もなく弾けた。光は一瞬で霧む散さんする。そして夜の闇やみが満たすと共に、浮き上がっていた少女の身体も本来の重みを思い出したように落下した。

「ちょっ！」

　とっさに受け止めると、気絶した少女の身体は予想以上に軽かった。見慣れぬ衣服の裾から伸びる手足は細く華きや奢しやだが、見た目よりさらに繊せん細さいに感じられ、乱暴に扱えばすぐに壊こわれてしまいそうだ。

「…………どうすりゃ良いんですかね？」

　ヴィルは頭上を見上げて問い掛かけたが、少女は降ってきたのに答えは降ってこない。

「……まぁ、命の恩人には違いない」

　答えをくれない誰かさんに見切りを付けると、巡礼団に追い付こうと振り向いた。

　――チャリ……

「ん？　……これ!?」

　腕に抱だいた少女の首には、奇き妙みようなネックレスが掛かっていた。金色の線が複雑に刻まれた黒い薄うす板いたを紐ひもで括くくった、首くび飾かざりとはとても言えぬ無骨なネックレスだ。

　ヴィルは襟えり元もとを緩め、自分の首に掛かるネックレスを引き抜いた。刻印の細部は違うが、大きさや材質はほとんど同一のものだ。

「…………あんたは何者だ、お嬢じようさん？」

　ヴィルが瞳を輝かせて呟いた途と端たん、無音だった森に音が戻もどってきた。

　――ぉぉぉおおおおお…………

　――ひゅるるるううううぅぅぅ…………

　風が、木々が、生き物たちが上げる声が周囲を満たす。歓かん喜きとも畏い怖ふともつかぬ啼なき声が、蒼そう髪はつの少女へと注がれていた。




※　※　※




　ランタンを掲げた走鳥オルニトスの一団が森を慎しん重ちように進む。先頭の薄うす紅べに色の走鳥オルニトスに乗るのはエリザである。ヴィルの帰き還かんが遅おそいのと、何よりも嫌な予感に急かされ、彼を探しに来たのだ。

「何処どこに行った、ヴィル……」

　エリザが眉まゆを歪めて呟いた。

　こんな時にこそ、彼に傍そばにいて欲ほしかった。

　急に《塔》が光り出した。

　これそのものは過去にも度たび々たび起きた『瑞ずい兆ちよう』と呼ばれる現象であり、教会は神アルケーの力の迸ほとばしりと説明している。

　だが、そのあと突然雲もない空に走った稲妻の如き閃光は、エリザも知らないものだった。だからこそ、彼の飄ひよう々ひようとした笑え顔がおを見て落ち着きたかった。

　走鳥オルニトスの一団が走ったと思おぼしき痕こん跡せきは読み取り辛づらくなりつつある。夜になったのもあるが、それ以上に何らかの衝撃波が広こう範はん囲いにわたって草木をかき乱したからだ。おそらく、あの閃光のせいだ。あの閃光は折しも、ヴィルたちが向かっていた方角へ落ちていった。

「千旗長！　これを！」

　部下の声を聞き、エリザは走鳥オルニトスを走らせる。

　呼ばれた場所では数すう匹ひきの走鳥オルニトスと、おまけに獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの死体まで転がっていた。

「ヴィル……！」

　まさか彼に限って、とエリザは首を振ふった。だが嫌な予感はなかなか拭ぬぐえず、思わず胸むな元もとを押おさえた。

「ヴィル……」

　思わず、という声で、エリザは不安を吐き出すように声を張り上げた。

「ヴィル…………ヴィル――――――ッ！」

「はいよ」

「ほへあっ!?」

　まさかすぐさま返事があるとは思わず、エリザは走鳥オルニトスからずり落ちそうになった。

「ヴィ、ヴィル……？」

「迎えに来てくれたのか？　ありがとさん」

　がさがさと草を掻き分ける音。ランタンの光がこちらに歩いてくる人影を薄うすぼんやりと照らし出し、エリザはほっと息を吐いた。

「よかった……ただならぬ現象の連続で、嫌な予感がしていたんだぞヴィ――」

　エリザの声は途と中ちゆうで途切れた。捜そう索さく隊たいのランタンの光に照らし出されたヴィルは、一人の少女を腕に抱かかえていた。

　見たことのない衣装を纏った、無む垢くで可か憐れんな容姿の蒼髪の少女だ。

「ん？　どした？」

「いや……その娘むすめ、獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアに攫われた者たちの一人か？」

「ああ、そういやそんな設定だったっけな」

「設定？」

「こっちの話だから気にするな。……ところで此こ処こら辺に死体が転がってなかったか？」

「死体……お前と一いつ緒しよだった騎士たちの事か？　我々が来た時には見当たらなかったが」

「あ、そう。やっぱり〝見届け人〟がいたってことかね」

「……いったい何があった？」

「まぁ、それは追々説明するさ。――誰だれか、走鳥オルニトスを貸してくれるか？」

　ヴィルの言葉に、騎士の一人が自分の乗っていた走鳥オルニトスの手た綱づなを渡した。その騎士は別の騎士の後ろに乗り、ヴィルは少女を抱えながらもひらりと身軽に走鳥オルニトスに飛び乗った。

「ほんじゃ、ま、戻りますか」

　ヴィルはそう言って、腕の中の少女に気を遣いながら走鳥オルニトスへ鞭むちをやった。

　彼の後ろ姿を追いながら、嫌な予感がなおも収まらないのに、エリザは顔を強こわ張ばらせた。
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「……失敗したようだな」

　野営で皆が寝ね静しずまった深夜、指揮官用の天幕でプラウド・オニキスは不ふ機き嫌げんに吐き捨てた。

「あの胸むな糞くそ悪い小こ僧ぞう程度に返り討うちとは……『影ウンブラ』が聞いて呆あきれる」

「…………」

　プラウドの言葉に、黒尽ずくめの男――ヴィルを暗殺しようとした『影』ウンブラの報告役は、頭を下げたまま無言であった。

　プラウドは舌打ちした。

　いまや『白刃の死神』と呼ばれるヴィルを、プラウドはとにかく気に食わなかった。

　少しばかり腕に覚えがあるからと大きい顔をし、十二聖家出身の自分に生意気な口を叩たたく。なにより、ディアモンド家の令れい嬢じようであるエリザと親しくしているのも苛いら立だたせる。

　訓練中の事故に見せかけて殺そうと何度あったか知れないが、あの小僧はこちらの思おも惑わくを尽ことごとく躱し、プラウドは奥おく歯ばを噛かみしめる事しか出来なかった。

　それが突然〝ヴィル百旗長の暗殺〟を命じられた『影』ウンブラたちが訪おとずれた時、プラウドはこれこそ天てん啓けいだと喜んだのだが。

「この役立たずめ！」

　プラウドはさらに繰くり返し罵ば倒とうする。ようやく顔を上げた『影』ウンブラは、しかし感情を交えない平へい坦たんな声を発した。

「……オニキス卿きよう。ヴィル百旗長の暗殺は一時凍とう結けつとなります」

「諦めるというのか？　闇に名高き『影』ウンブラが、たかが数人殺されただけで」

「いえ、それよりもっと重大な事が起きましたので」

「なに？」

「私はこれより報告のため聖都へ戻りますが……これは塔神教会の根幹に関かかわる事です。十二聖家出身のオニキス卿ならば、お話しても構わないでしょう。是非ともご協力を」

　陰いん鬱うつな『影』ウンブラの囁ささやきに、プラウドはごくりと喉のどを鳴らした。




　一方、からくも『影』ウンブラの襲しゆう撃げきから逃れたヴィルは天幕の一つを借り、〝保護〟した少女に付き添っていた。藁わらと毛布ででっち上げたベッドに横たわる少女は、見たところ外傷もなく呼吸も穏おだやかで、純じゆん粋すいに眠ねむっているだけのようだった。

「……お嬢さんはやっぱり、星の海から来たのか？」

　ヴィルは小さく笑いながら呟いた。

　迎えに来てくれたエリザから聞いた『《塔》トゥリスの瑞兆』とその直後の『稲妻のごとき閃光』、そしてこの少女を見つけた経けい緯いを考えれば、そう間違った想像でもないとヴィルは思った。

「それとも……お嬢さんが『神アルケー』なのか？」

　外の教会騎き士しや巡じゆん礼れい者しやたちには聞かせられない事を、ヴィルはあっさり呟いた。

　エリザだけには、森の中で起こった事を素す直なおに伝えている。暗殺者に襲われた事態に驚おどろきを隠せなかった彼かの女じよだが、少女を見つけた段になると疑わしい眼まな差ざしを向けてきた。

　まぁ、当然の反応だ。どれだけ信しん仰こうに厚かろうと、いざ『神様』が現れたなどと言ったら頭がどうかしたと思われるだろう。だからエリザ以外の人間には、「獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアに攫われたのを保護した」と言ってある。

　静かに笑いながら、ヴィルは首に下げるネックレスをいじった。

　母の形見のネックレスだが、これと同じような品はこれまで見たことがない。それが〝空から降ふってきた少女〟が全く同じものを持っていたとなると、これは俄が然ぜんと面おも白しろくなってくる。

　ヴィルはワクワクしながら蒼髪の少女を凝ぎよう視しした。

「……こういうのも、一目惚れっていうのかね？」

　エリザが聞いたら泣きそうな事を独りごちていると、少女がぴくりと身み動じろぎした。手足が蠢うごめき、ごろりと身体がこちらを向く。ぴくぴくと目ま蓋ぶたが動き、そして隠れていた紺碧の瞳が見開かれた。今度はしっかりと覚かく醒せいしたらしい。

　瞳にヴィルを映すと、少女は視線を逸そらさずにゆっくりと上半身を起こした。空色の髪かみがさらりと零こぼれる。

「…………」

　少女が何か話すのをじっと待つヴィルだが、少女はきょとんとした表情のまま、瞬まばたきもせずヴィルを眺ながめるだけだった。神経の太さは人一倍と自じ認にんするヴィルも、さすがにこの間の抜ぬけた沈ちん黙もくには早々に辟へき易えきした。

「はじめまして、お嬢さん。おれはヴィルだ。塔神教会の教会騎士をしてる」

「…………？」

　少女はようやく瞬きをしたが、小さく首を傾かたむけるだけで口を開こうとはしない。

「――あんたは何者だ？　稲妻だかなんだかよく分からない光とともに落っこちてきたが、まさか神様じゃないよな？」

「……？」と、少女は小さな吐息を漏もらし、反対側に首を傾かしげた。

「そのネックレス、どこで手に入れた？」

「……？」と、少女はさらに首を逆方向に傾ける。

「……あんた、名前は？」

「……？」と、またまた首を逆に傾けた。

「…………もしかしてあんた……」

　ヴィルはまさかと眉を歪めた。

「……喋れない、のか？」

「……ん」

　こくこくと、少女はようやく反応らしい反応を返した。大きく唇くちびるが開かれたが、そこから出てくるのは「ん」とも「ふ」とも判別できない吐息ばかりである。

「マジか……」

　何らかのショックで喋れなくなった人間はヴィルも見てきた。あるいは、生まれ付きに声が出ないのか。前者ならまだ望みがあるが、後者となるとお手上げだ。彼女が目覚めるのを待つ間に好こう奇き心しんが膨ふくれた分、盛大に肩かたすかしを食くらい、ヴィルは思わず額を押さえた。

（……いや。言葉は伝わってるみたいだ。なら、まだ意思の取りようはある）

　気を取り直して顔を上げると、目の前が青に染まっていた。

　少女の顔がすぐ目の前にあり、ヴィルは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「な……まったく気配が……」

　驚愕するヴィルだったが、少女の方は興きよう味み津しん々しんにヴィルの顔を眺め回していた。さらにぺしぺしとヴィルの頬に触ふれ、つんつんとヴィルの髪を引っ張る。

「…………おいおい、お嬢さん。おれはそれをしたくても我が慢まんしてたんだぜ？」

「…………」

　じっとヴィルの顔を眺めていた少女は、やがて懐なつかしいものを見つけたような――どこか安心した表情になった。そして更さらに、ヴィルの胸元へと身体を寄せてくる。

　表情も態度もあまりに無防備で、まるで親に甘あまえる幼子か、または飼い主に擦すり寄よる猫ねこのような風ふ情ぜいだ。だからまったく無意識なのだろうが、華奢ながらしっかり柔やわらかく膨らんだ乳ち房ぶさが押し付けられ、ヴィルは「おいおい」と困った顔をした。

「こんな姿、誰かに見られたら……」

　そんな事を言ったからか、天幕のすぐ外に人の気配が近づいてきた。

「ヴィル、夜食を持ってきたぞ。あまり根を詰め、る、な…………」

　出入り口の布を割って入ってきたエリザは、ヴィルと少女の様子を見て声を詰まらせ、手にしていた木の器を落とした。

「…………ヴィル？　貴様、何をやっている」

「何って……」

　ヴィルは冷静に自分の格好に思考を馳はせる。

　……どう考えても女とイチャイチャして、隙あれば押し倒たおそうとしている狼おおかみだった。

　エリザはかぁっと顔を赤く染めると、腰こし元もとの剣けんに手を伸ばした。

「ヴィル……お前はそんな奴やつじゃないと……そんな男じゃないと信じていたのに……弱っている少女に無理やり迫るなんて……！」

「迫ってないって。むしろ迫られたんだって」

「嘘うそを言え！」

　エリザはますます目付きを鋭するどくして足を踏ふみ出した。
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　すると、蒼髪碧眼の少女がばっと身を翻ひるがえし、エリザの前に立ち塞ふさがった。

「……へ？」

「…………！」

　少女はヴィルを守ろうと両手を広げて体を張っていた。紺碧の瞳が、健けな気げな色を浮かべてエリザを見つめ返す。

「……え？　ほ、ほんとうに迫ったんじゃなくて迫られた……のか？」

　エリザが呆然と呟くと、少女は座すわったままのヴィルをひしっと胸に抱え込んだ。

「…………うっ」

「……？」

「うえええええええええええええええええええん！　ばかぁああああああああ！　ヴィルのばがぁあああああああああああああ！」

　エリザは幼い女の子のように泣き出すと、一目散に天幕から飛び出していった。

　少女の方は、ワケも分からず「？」と仕切りに首を捻ひねるばかりである。

「…………参ったなぁ。基本箱入りだからこういうのに耐たい性せいがなさすぎるんだよなぁ」

　少女を優やさしく引き剥はがすと、ヴィルはやれやれと苦く笑しようする。

「ま、時間を置いてちゃんと説明しなきゃな。あんたも同席してくれよ？」

「……？」

　少女はきょとんとするばかりで、ヴィルはさらに苦笑を深めた。

「まるで子供みたいだな、あんた……って、そういや、あんた、名前はあるのか？」

「……？」

「名前だよ。な・ま・え」

　ヴィルは知る限りの方言や言語で『名前』と繰り返すが、少女は首を捻るばかりだった。

「まさか……思い出せないのか？」

「…………ん」

　少女は顔を曇くもらせて力なく頷うなずいた。言葉はちゃんと伝わっているようだが……

「参ったな。声が出ない上に記き憶おく喪そう失しつか」

「………………」

　少女は申し訳なさそうに肩を落とした。

「だが、いつまでも『あんた』とか『お嬢さん』って呼ぶワケにもいかないしな……よし、ならとりあえず、あんたはいまから『ミュート』だ」

「……？」

「ミュート。声が出ないから『声無しミユート』だ。単純極きわまりないが、まぁ仮の名前だしな。気に入らないならもっと立派なやつを考えてやるぞ？『ヴァイヴォレア・ヴィヴィライア・リースヴェルテ』なんてどうだ？　大昔の美女の名前だが」

「………………！」

　少女はぶんぶんと首を振り、『そんなややこしい名前はいやだ！』と体全体で語った。

「ほんじゃ、ミュートの方でいいか？」

「……ん」

「分かった。じゃあ、お前は今からミュートだ」

「…………ん」

　蒼髪碧眼の少女――ミュートはにっこりと笑った。




２




　第○○一一巡じゆん礼れい砦とりでを出発した初日こそ獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの襲撃という事件が起こったものの、その後の巡礼団の行程はほぼ順調といってよかった。

　獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの襲撃を許したとはいえ、その後の劇的な撃げき退たいによって、巡礼者たちは教会騎士を頼たよりになる牧羊犬だと認にん識しきし、おとなしく彼かれらの指示に従った。特にヴィルへの信しん頼らいはかなりのもので、彼が獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアから保護した（そういう設定にしてある）ミュートも、巡礼団は快く仲間に迎むかえた。

「怖こわかったろう？　ほら、これをお食べ」

　馬車に相乗りするミュートに、年配の女性が干した果物などを分けてやる。ミュートはお礼代わりににっこりと笑い、小動物のように果物を齧かじって見る者たちを和なごませた。

「青髪のお姉ちゃん、髪かみ触さわっていい？」

　子供たちがそう言えば、ミュートはこくこくと頷いて好きにさせた。彼らが髪に触れて「わー、さらさらだ」と褒ほめると、彼女は嬉うれしそうに微ほほ笑えみ返し、幼い男の子たちの顔を赤く染めさせる。

　少し離はなれて走鳥オルニトスの背から観察していたヴィルは「ふむ」と顎あごに手を当てた。

（……なんともすんなり馴な染じんでるな）

　ヴィルも人の警けい戒かい心しんを解く独特の雰ふん囲い気きを持っているが、彼のそれはよく言えば気き遣づかって、悪く言えば計算で作ったものだ。

　だがミュートは自然体のまま巡礼団の人々に溶とけ込んでいる。というより、警戒する要素がないと言うべきか。ヴィルが目の前に接近されて気付かなかったのも、彼女に威圧感めいた気配がまったくなかったからだと今では分かる。まるで生まれたばかりの赤ん坊ぼうか、はたまた子に接する慈じ母ぼを思わせるほどに、まったく警戒心を抱かせない。

「……随ずい分ぶんと熱心に見ているな」

　騎き乗じようしたエリザが隣となりに並んで声を掛けてきた。ミュートとの事はちゃんと説明済みではあるが、彼女はなかなか鋭い目付きを緩ゆるめてはくれない。ここ数日、じとりとした目付きのままである。

　ヴィルは肩を竦すくめ、子供たちに囲まれてにこにこ微笑むミュートを眺める。

「熱心にもなる。正体から何から謎なぞだからな。目を凝らしもするさ」

「……それだけか？」

　沈しずんだ声に、ヴィルは「うん？」と片眉を跳はね上あげながらエリザに振り返った。

「……本当にそれだけか？」

「ああいうのがタイプって話か？　おれは胸も尻しりもあった方が好きだぞ」

「お前はいつもそうやってはぐらかそうとする……」

　エリザはふるふると首を振り、真しん摯しな瞳でヴィルを見み詰つめた。

「……お前はずっと、何か大きいものを求めてる。だから地位にも名めい誉よにも興味が無い。お前が必要とするものは道具とか技術とか、『一人になっても保持できるもの』ばかりだ」

「買いかぶるなよ」

「買ってなどいない。心配しているんだ。お前はいつかお前が求めるものの為ために、積み重ねたすべてを捨ててしまうんじゃないかと」

「…………」

「ヴィル、お前を必要とする人間はたくさんいる。そういう人々のために働くことは、お前の欲求を満たしてはくれないのか？」

「そうか？　おれを要いらないと思う奴もいっぱいいそうだが」

　言外に暗殺の一件を仄ほのめかすと、エリザはぐっと言葉に詰つまった。

　ヴィルはこの際だからと、いつも緩んでいる顔を引き締しめた。

「エリザ、どうにも勘かん違ちがいしてるようだから言っておく。おれは別に自分の周りがどうでもいいと思ってるワケじゃない。教会騎士の同どう僚りようにはそれなりに貸し借りもあるし、こうして護衛してる巡礼者たちを放り出すのも言語道断だと思っている」

「なら……」

「だけどな、おれが力を尽つくすのはおれの腕が届く距離までだ。名前も顔も知らない誰かさんの為に働くなんてぞっとする。おれはそこまで責任を持てやしないし、責任を持つべきでもない」

「……だから地位も名誉も要らないと？」

「適材適所の話だよ。言ったろ？　買いかぶるな、って」

　そう言って、ヴィルはいつもの子供じみた笑えみを浮うかべ直した。

「心配するなよ。言ったろ？『出来ない約束はしないが、した約束は全力で守る』って。ほれ、もうすぐ昼飯だから、休きゆう憩けいする陣じん地ちの指示を出さにゃ」

「あ、ああ」

　ヴィルに急せかされる形で、エリザは部下たちに指示を出した。

　しばらくして昼食を兼かねた休憩となり、長い巡礼団の列の各所で簡易竈かまどの煙けむりが上がる。少しだけ具の多いスープ程度の簡単な食事だが、歩き詰づめの巡礼者たちは満面の笑みで器うつわを受け取った。そして、食べ始めと食べ終わりには、はっきりと大きさが確かく認にんできるまで近付いた《塔》トゥリスに向かって祈いのりを捧ささげた。

　特にここ最近は、巡礼者や教会騎士たちの祈りは熱心さを増している。滅めつ多たに見られない《塔》トゥリスの『瑞兆』を目もく撃げきして、いやが上にも信しん仰こう心しんが高まっているようだ。

　ヴィルは彼らの祈りを横目に、光とともに落ちてきた少女へと目をやった。

　ミュートもまた、周りの人々同様に《塔》トゥリスへと向き直っていた。皆みなが黙もく祷とうする中、彼女は紺碧の瞳を《塔》トゥリスへと真っ直すぐ注いでいる。瞬きもせず見入るその姿は、周囲の人々とはまた違ちがった熱心さを感じさせた。




　夜になり、巡礼団は川の近くに野営した。食事に使った器を洗うため、女性や子供たちが川辺に列をなしている。

　そのほど近くの丘おかに、ミュートは立っていた。

　彼女はじっと夜空そらを黒く割る《塔》トゥリスを見上げている。折しも満月が《塔》トゥリスを横切ろうとしており、その漆しつ黒こくの巨影が丸い月を縦に割っていた。

「そんなにずっと見上げて、首が疲つかれないか？」

　ヴィルが声を掛け近づくと、ミュートは柔らかく笑って駆かけ寄ってきた。

　布の巻かれたヴィルの右手を取ると、隣に並んでまた《塔》トゥリスへと視線を戻す。

「……ミュート。お前はやっぱり《塔》トゥリスからやってきたのか？」

　ヴィルが問いかけると、ミュートは顔を《塔》トゥリスからヴィルへと向け直して首を傾げた。

「……それも分からないのか？」

「……ん」

　ミュートはこくりと頷いた。

「なのに、暇ひまさえあれば《塔》トゥリスを見てるな。何か思い出せそうなのか？」

「…………」

　大きな瞳を細めて首を振る。分からない、という事らしい。

　喋しやべれないから『声無しミユート』と名付けたヴィルだが、彼女は思ったよりも雄ゆう弁べんだった。呻うめくような吐息もよくよく耳を傾ければ肯こう定てい否定の意志を感じさせるし、何よりころころと変わる表情が内心を表している。

　だからこそ、彼女が確かなものを何も持っていないのはすぐに分かってしまった。ヴィルに懐くのも、『なんとなく懐かしいから』というだけらしい。

　なんとも曖あい昧まい模も糊ことして漠ばく然ぜんとしているが――『懐かしい』と感じるという事は、彼女にはちゃんと〝過去〟があるということでもある。

「……思い出せないが、《塔》トゥリスが気に掛かるんだな？」

　ミュートはこくりと頷いた。

「行きたいのは聖都か？　それとも《塔》トゥリスの上か？」

　ミュートは少しの間考え込んだあと、霞かすんで見えない《塔》トゥリスの頂上を指差した。

「《塔》トゥリスを登れば――何かを思い出せそうなのか？」

「……ん」

　ミュートはすこし自信なさげに頷き、切なげな視線を再び《塔》トゥリスへ注いだ。

（……これが〝運命〟ってやつなのかな、お袋ふくろ）

　放っておけばいつまでも《塔》トゥリスを仰あおぎ見ていそうなミュートの姿に亡なき母を思い出し、ヴィルはほろ苦く笑った。

「……おれのお袋もな、そうやって《塔》トゥリスを見上げてた」

「……？」

「ああ、もういない。流行はやり病やまいであっさりだ。殺したって死ななそうだったのにな」

「…………」

「気遣わなくていい。もう十年も前の話だからな」

　ぎゅっと右手を握にぎってくるミュートに、ヴィルは笑って礼を言う。

　さて、この先を話して良いものかとしばし黙もつ考こうし……語ることに決めた。

「……おれはずっと、《塔》トゥリスを登ろうって思ってた」

「……？」

「気になるじゃないか？　あんな物が『でん』と立ってるなんてさ。我らが塔神教会は『これこそ神アルケーの御み業わざ』だとか言ってるが、おれはそう簡単に信じれなくてな。知りたいじゃないか、あれは一体何なのか」

　ヴィルは笑みを深め、夜空を断たち切る黒い《塔》トゥリスを睨にらみ上げた。あんな訳の分からないものは他にない。あんなに面白そうな謎の塊を前にして雛ひなみたいに口を開けてるだけなんて、いかにも勿もつ体たい無ないではないか。

（……謎といえば）

　ヴィルは横に立つミュートを見下ろした。言葉を失った少女は「？」と首を傾げながら大きな紺碧の瞳をヴィルに向けている。《塔》トゥリスと同じかそれ以上にミュートも謎の塊だ。

　彼女は一体何者なのだろう？

　幼い頃ころ《塔》トゥリスを見上げて湧わき上がった、あの背筋を震わすような昂たかぶりを今また感じ、ヴィルは嬉しくてたまらないという顔になった。

「――ミュート。お前は《塔》トゥリスの上に行きたいんだな？」

「……ん」

「それは、お前が自分のことを思い出すためか？」

「……ん」

「なら、おれと一緒に行くか？」

「……？」

「そろそろかと思ってたおれの前に、お前が降ってきた。おれはお前が運命だって決めることにした」

　ヴィルは内ない緒しよ話ばなしをするように顔を寄せて囁いた。

「それに、お前はおれの命の恩人だ。だからお前が自分を取り戻すために《塔》トゥリスを登るっていうなら、おれがお前を守る――どうする？　おれと契けい約やくするか？」

「…………」

　ミュートはじっとヴィルの眼めを見返した。言葉を失い名前すら定かで無い少女だが、凪ないだ湖面のような瞳は深い思し慮りよを感じさせた。純真無垢な幼子のようにころころ表情を変えるかと思えば、こちらの心の奥おく底そこまで見通すような眼をしてみせる。

　仮の名通りに物音すら立てず彼を見つめていたミュート声無しだが、やがてこくりと頷いた。

「よし。なら、よろしく頼たのむぜ」

　ヴィルは改めて笑いかけると、小指だけ立てた右拳を差し出した。

「……？」

「おれのお袋がよくしてた約束の儀ぎ式しきだ。〝指切り〟って言うらしい。お互たがいの小指を絡からめて約束するんだよ」

「……」

　しげしげとヴィルの手を見詰めた後、ミュートも笑いながら小指を差し出した。

「よろしく頼むぜ、ミュート」

「……ん」

　ミュートと〝指切り〟し、ヴィルはわくわくと胸を高鳴らせた。

　――と、

「誰か！　助けて！」

　唐とう突とつに響ひびいた悲鳴に、ヴィルもミュートもぎょっとして丘の下へ振り向いた。

　川べりにいた女子供たちが騒さわいでいる。ヴィルが目を凝こらすと、子供が水しぶきを上げながら流されてゆくのが辛かろうじて目に入った。

「余よ韻いんに浸ひたるヒマもないな！」

　ヴィルは即そく座ざに丘を駆け下り、騒ぐ人々を掻かき分けて川に飛び込んだ。軽装だったとはいえ夜の川だ。泳ぎ辛いし、流される子供もよく見えない。

　しかし川に飛び込んだヴィルに気遣って、周りの人々がランタンを掲かかげて追従していた。ほどなく、辛うじて水面に突つき出た小さな手が目に入る。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　掴つかんで引き寄せた小さな男の子はぐったりとしていた。背に担かついで岸辺にたどり着くと、人々が群がって輪を作る。男の子の母親らしい女が飛び付こうとするのを、ヴィルは声を大にして押し留とどめた。

「下がってろ！　危ない状態だ！」

　力なくぐったりしていた男の子を地面に横たえると、ヴィルは素す早ばやく呼吸と脈みやく拍はくを確認した。呼吸はなく、脈も微び弱じやくだった。

　ヴィルは心臓マッサージと人工呼吸を繰り返した。男の子の母親も周りの人々も固かた唾ずを飲んで見守る。だが、的確な処置をしても呼吸は再開しなかった。辛うじてあった脈拍もついに止まり、ヴィルは苦い顔で処置を止めた。

「…………死んだ」

　わっと男の子の母親が我わが子の亡なき骸がらに泣き付いた。周囲の人々も沈ちん痛つうな顔になって、《塔》トゥリスへ鎮ちん魂こんの祈りを捧げていた。

　さっきまでの高揚感が急速に冷え、ヴィルは苦い顔で悪態を吐ついた。

「くそ……エリザに嘘を言っちまったじゃないか……」

　忸じく怩じたる思いで嗚お咽えつを聞いていると、周囲の人々がざわりと雰囲気を揺ゆらめかせた。顔を上げると、人ひと垣がきが綺き麗れいに左右に割れ、出来上がった道をミュートが早足で駆けて来た。

「ああ、置いてけぼりにして済まなかったな……？　どうした？　ミュート？」

「…………っ！」

　蒼そう髪はつ碧へき眼がんの少女は、ランタンの薄うす明あかりでもはっきりと分かるくらい顔を青あお褪ざめさせ、子供の亡骸に視線を注いでいた。痛ましく揺れる瞳ひとみは、泣きつく母親と同じくらい動どう揺ようしているように見える。

「っ！」

　ミュートは男の子へ駆け寄った。すでに鼓こ動どうを止めた男の子の胸の上に手を置き、ぎゅっと目を閉じる。

「……おお…………」

　誰ともなく、感かん嘆たんとも畏い怖ふともつかない声を上げた。

　ミュートの身体から淡あわく優しげな光が漏れ出し、空色の髪がふわりと舞まい上がる。

「これ、は……！」

　ヴィルが瞠どう目もくしていると、さらなる変化が起こった。死んだと思っていた男の子がぴくりと身体を震ふるわし、ごぼりと飲み込んでいた水を吐き出した。

　蘇そ生せいした。

「…………」

　すぅ、と光が収まると、ミュートはふらりと身体を揺らす。

「おい！」

　ヴィルがとっさに支えると、それと入れ替かわるように男の子がぱちりと目を開けた。

「――――う、うわあああああああああああああああああああああああああん！」

　さっきまで呼吸も脈拍も途と絶だえていた男の子が大声で泣き始め、母親が仰ぎよう天てんしつつ生き返った我が子を胸に掻き抱いだいた。

　ヴィルに支えられたミュートは母子の様子を見て、慈いつくしむように微笑んだ。

「……聖女様だ……」

　奇き跡せきを目まの当たりにした人々は口々に呟つぶやくと膝ひざを折り、ミュートへ祈りを捧げ始める。

　騒ぎを聞きつけやって来た教会騎士たちが、その様子にぽかんとした顔で眺め回した。

「……いったい何があったんだ？」

　騎士たちの先頭に立っていたエリザが、眉まゆを歪ゆがめてヴィルへ問い掛かける。

「……何なんだろうなぁ」

　いつの間にか腕の中で寝ねてしまった少女を見下ろし、ヴィルは面白げに笑った。




３




　溺おぼれた男の子を助けて以来、ミュートは巡礼団の人々から神アルケーの使いか《塔》トゥリスの化け身しんかという扱あつかいを受けた。巡礼者は食事の前の祈りに、《塔》トゥリスの後にミュートを拝むのを日課にするようになった。

　塔神教会に使える教会騎士たちは複雑な面おも持もちだったが、不思議と文句を言う者はいなかった。巡礼団の心が纏まとまった方が護衛しやすいという面もあっただろうが、ミュートに敵意を懐いだきにくいのがその最たる理由だろう。

「……まるでみんな、子供のようなはしゃぎぶりだ」

　エリザは難しい顔で零した。信仰の守護者たる教会騎士に誇ほこりを持つ彼女からすれば、正体不明の少女が崇あがめられるのはさぞ複雑だろう。

　対して、もう一方の千旗長であるプラウドである。教会の権けん威いをとことん重視するプラウドなどは、勝手に聖女だのと正体不明の少女が崇められるのに激げき怒どするかと思いきや、ヴィルとミュートを遠巻きに観察するに留まっていた。

　にこにこと後ろを付いてくるミュートを眺め、ヴィルは面めん倒どうが起こりそうな予感がした。




　そうしてようやく、巡礼団と護衛の騎士たちは聖都ラグランジアへ辿たどり着いた。

　御ご神しん体たいたる《塔》トゥリスが中天に至った太陽を背に、圧あつ倒とう的てきな威い容ようを訪れる者たちへ見せ付ける。どんな大国の城じよう壁へきにも劣おとらぬ聖都の城壁も、圧倒的直径と認識外の高さの《塔》トゥリスの前では子供の砂遊びのようだった。

　聖都外がい郭かくの広場で巡礼団を解放し、それで教会騎士の護衛の任も終わる。教会騎士には聖都出身者が多いため、長い護衛任務を終えて皆晴れ晴れとした顔をしていた。

「さて、どうすっか」

　三々五々に散ってゆく巡礼者たちを見やり、ヴィルは顎に手を当てて思案した。

　無事任務を終え、これまで考えてきた《塔》トゥリスの登頂を開始するに当たり、いろいろ済ませておくことは多い。

　まずは教会騎士という身分を返しておかねばなるまい。《塔》トゥリスの間近に本山を構える塔神教会は『御神体たる《塔》トゥリスへの不用意な接せつ触しよくは神アルケーへの冒ぼう涜とく』という姿勢だ。教会に属する身分を返しておかないと、残してゆく上司や部下に迷めい惑わくをかける。

「……エリザにも、ちゃんと返事しなきゃだしな」

　やることは多いが、ひとまず今日の宿からだ。ヴィルは広場の中央へ歩いて行った。

　聖都に至るまで聖女様と巡礼者たちに崇められていたミュートだが、彼女はじっと立ち尽くしてひたすらに《塔》トゥリスを見上げていた。声とともに記き憶おくも失っているからなのか、《塔》トゥリスを見上げるその表情はこれといって確たる何かを浮かべているわけではない。

　だが、《塔》トゥリスを見上げ続ける姿にはなにか見る者を切なくさせるものがあり、そのせいか巡礼者たちも必要以上に声を掛けずに自分たちの宿を探すべく散っていった。

「……ミュート」

　声をかけると、彼女は限界まで上を向いていた首を戻もどした。ヴィルを見つけるとにこりと笑い、とっとっとと小走りに近寄って彼の右手を握りこんだ。

「ん……」

「すっかり懐かれちまったな」

　妹などよりは犬いぬ猫ねこに懐かれたような気分になっていると、ミュートは突とつ然ぜんぴくりと体を震わせ、隠かくれるようにヴィルの背に回った。

　なんだと思っていると、向こうから顔を強こわ張ばらせたエリザが歩いて来ていた。

「……ヴィル」

「よう。お疲れ様」

　ヴィルは軽く笑いかけるが、エリザの顔はますます強張るばかりだった。

　エリザは緊きん張ちようか、あるいは迷いを紛まぎらわすように手を握ったり開いたりしている。

「…………ヴィル。約束の返事を、聞かせてくれるか？」

　思い詰めたようなエリザの顔に、内心申し訳なく思った。彼女は理知的な人間だ。付き合いも長いから、ヴィルの考えはほとんど悟さとっているだろう。

　そして頭が良いのと同じくらい、情の深い女だ。ヴィルの返事を聞いたとて、そう容た易やすく納なつ得とくしてはくれないだろう。

　どうしたものかと黙考していると、ぎゅっと服を握りこまれた。修しゆ羅ら場ばめいた状じよう況きように頭を痛めていたヴィルは「ん？」と片眉を跳ね上げた。てっきりエリザの雰囲気に怯おびえているものと思ったが、ミュートは不安げに周囲をきょろきょろと見回している。

　釣つられるように周囲の気配を窺うかがい――ヴィルもようやく気付いた。

「……エリザ」

「な、なんだ？」

「離れていた方がいいぞ」

　忠告よりも、むしろ急速に高まるヴィルの闘気に、エリザは眼を白黒させた。

「ヴィル……？」

　エリザが戸と惑まどった声を出すのとほとんど同時に、巡礼者たちが追い払はらわれた広場に無数の教会騎き士したちが雪な崩だれ込んできた。

「中央騎士っ？」

　ヴィルたちの纏う物よりも数段華か美びな制服を纏った騎士たちが、蟻ありの逃にげ場もない包ほう囲い陣じんを敷しいて広場を封ふう鎖さする。

「これはいったい……」

「緊きん急きゆう事態だ、エリザ・ディアモンド千旗長」

　そう告げたのはプラウド・オニキスだった。この場の指揮を任されているようで、数人の中央騎士たちが護衛として付き従っていた。

「オニキス卿！　これはどういうことですか！」

「緊急事態と言った。これは塔神教会の存在に関かかわる事だ」

　プラウドはそう言うと、血管ではなくもはや神経そのものが浮き上がっているかのような強張った顔を、ミュートを背に庇かばうヴィルへ向けた。

「……ヴィル百旗長、その少女をこちらへ寄よ越こせ」

「へぇ？　てっきりおれを殺せなくて強きよう硬こう手段に出たのかと思いましたけど？」

　ニヤリと笑うヴィルに、プラウドはぐっと息を呑のんだ。

「……気付いていたのか？　我輩が『影』ウンブラの協力者だと？」

「『影』ウンブラたちがおれを誘さそい込んだやり方を考えればすぐ分かることでしょうが。あんたがどんなに無能だって、さすがに見覚えのない団員が増えたら気付くでしょうよ。仕留められなかったからこうしてるのかと思ったけど……ミュートに何の用です？」

「決まっているだろう。我ら塔神教会の信徒を惑まどわす聖女気取りの魔ま女じよを捕とらえるのだ」

「ふーん……〝《塔》トゥリスから落ちてきた少女〟だからじゃないんだ？」

　ヴィルがそう言い放った途と端たん、周囲の騎士たちがざわめいた。

「静まれ！　そんな虚きよ言げんなどあり得るものか！　さっさとその少女を捕らえるのだ！」

　プラウドの叱しつ責せきで、数人の騎士たちが剣を引き抜ぬいてヴィルたちに近付いた。だがヴィルが龍ドラコ・グ剣ラデイウスの柄つかに手をかけると、彼らの歩みはピタリと止まった。

「――残念だが、おれはもうミュートと〝約束〟しちまったからな。彼かの女じよに危害を加えるなら、この剣の限りに暴れさせてもらうぞ？」

　言葉こそ気軽だったが、ヴィルの放つ言外の圧力に取り囲む騎士たちはたじろいだ。彼の間合いに踏み込めばたちまち両断される明確な映像ヴイジヨンが、その場全員の脳のう裏りに閃ひらめいた。

「何をしている！　これは塔神教会十二聖家合同の聖命であるぞ！」

　自分も冷や汗あせを掻きながらプラウドが発破をかけたが、ヴィルに向かい合う騎士たちは『必死』の確信と命令の狭はざ間まで、その場に留まるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「くっ……ディアモンド卿！」

　突然の事態に面食らって放心していたエリザは、プラウドの呼びかけでようやくはっと我を取り戻した。

「あの小こ僧ぞうに……ヴィル百旗長に投降するよう呼よび掛けろ！」

「わ、私が……？」

「このままでは無む駄だな死傷者が出ますぞ？　さすがにあの小僧も、この人数の騎士と戦えば最後には死しかない」

「う、うう……」

　ヴィルは百人近い騎士たちを前にしても平然としている。彼がいざその気になれば何の迷いもなく戦い始めると察し、エリザは絞しぼり出すように彼に語り掛けた。

「……頼む、ヴィル。大人しく投降してくれ」

「上司の命令には従いたいところだけど、さ」と、ヴィルは苦笑して肩を竦めた。「この状況で投降しても待ってるのはあまりいい未来じゃなさそうだしな」

「手て荒あらな真ま似ねはさせない！　約束させる！　その少女にも危害は加えさせない！　そうですね、オニキス卿？」

「……ああ」

　プラウドは不満な顔で渋しぶ々しぶと頷いた。

「だから、頼む。上司としてではなく、長年の友人として……頼む！」

　深々と頭を下げられ、ヴィルは迷った。ここで暴れ出したら、彼女にも少なくない迷惑がかかるだろう。正直、逃げるだけなら何とでもなるのだが……

「……ん」

　ぎゅっと服の裾すそを引っ張られ、ヴィルは横目にミュートを見た。

　彼女は悲しそうな顔で小さく首を横に振ふっている。『暴れるのはだめ』『怪け我がさせるのはだめ』と、そう訴うつたえているのはすぐに分かった。

「……分かった。丁てい重ちように扱ってくれよ」

　両手を上げて投降の意思を伝えると、騎士たちはそれでもまだ慎しん重ちような足取りで近づき、恐おそる恐るヴィルの腰こしから剣を取り外した。そして、ヴィルの両手を厳重に縛しばり付ける。

「…………」

「そう申し訳ない顔するなって」

　顔を曇らせるミュートに、ヴィルはおどけるように肩かたを竦めた。

「ま、これでも一応は『英雄様』らしいから、多少は丁寧に扱われるだろうさ。それじゃあミュート、そのお姉さんに優しくしてもらうんだぞ？」

　ヴィルはそう言って、連行されるというにはあまりに軽快な足取りで指示に従った。

　見送ったエリザは、振り返るやきっと眦まなじりを吊つり上げてプラウドを睨み据すえた。

「……説明してくれるのでしょうね、オニキス卿きよう？」

「ええ。どうぞ、これから十二聖家の当主方へ報告へ行きます。その際、彼らから説明があるでしょう」

「……分かりました」

　頷くと、エリザはミュートに目をやった。

　ヴィルの脅おどしが効いているのか、それとも彼女の雰囲気がそうさせるのか、ミュートを連行しようとする騎士たちは手荒な真似はせず、様子を窺うかがうように彼女を招いていた。

　騎士たちの指示に従って進むミュートの足取りは何の恐れもなく堂々としている。

　――まるで、自分の庭を歩くようだ。

　と、エリザは怒いかりとともに、何か得体の知れない感情に背筋を震わした。彼女はその感情の正体に思い至らなかったが、ヴィルが居たならこう言っただろう。

　――未知への畏おそれ、と。




４




　巨きよ大だいな《塔》トゥリスの麓ふもとに、塔神教会の総本山はある。漆黒の《塔》トゥリスを背にしてよく映はえるよう、大理石をふんだんに使った白はく亜あの大聖堂だ。その本山大聖堂最上階の会議室に、塔神教会を統とう括かつする十二聖家の当主たちが勢せい揃ぞろいしていた。

　エリザは戦場のど真ん中に放り込まれたように全身を殺気立たせ、塔神教会の代表者たちに詰きつ問もんした。

「いったいどんな理由があって、ヴィルと、あの少女を拘こう束そくするのです？」

「控ひかえなさい、エリザ」

　こう言ったのは会議室の一番奥おくに座すわる筋骨たくましい壮そう年ねんの男だ。十二聖家第二位ディアモンド家の当主――つまりエリザの父だった。

「十二聖家の当主の方々が揃った場で、そんな荒あららげた声を――」

「これが声を荒らげずにいられますか！」

　エリザは一いつ喝かつした。彼女の声に会議室の壁かべがビリビリと震える。剣けんは預けてしまっていたが、もし今も腰にあったら引き抜いて恫どう喝かつしていたかもしれない。

「平和と安あん寧ねいを人々にもたらす塔神教会の頭脳とも言える方々が、教会の英雄たるヴィル百旗長を無む碍げに扱ったとなれば、教会が不ふ審しんを抱いだかれるのは避さけられません！」

「分かっておらぬな……これはそんなレベルの話ではないのだ。事態は切せつ迫ぱくしている」

「ならばその切迫する理由を明らかにして下さい！」

　娘むすめの詰問に顔をしかめたディアモンド家当主は、他の当主たちを見回した。彼らが弱々しく頷くのを見て、彼は重々しく口を開いた。

「……先日の『瑞ずい兆ちよう』は知っているな？」

「はい。私も目撃しました」

「あれはな……〝合図〟だ。《塔》トゥリスよりの『客人まろうど』が現れる」

「……《塔》トゥリスよりの客人……？」

　一体何の話だと怪け訝げんな顔をするエリザに、彼女に父はため息混じりに続ける。

「……来るのだよ。《塔》が光り輝くと、何者かがこの世界に降り立つのだ」

　自分の父が狂くるったのかと訝いぶかったエリザだが、他の当主も至って正気の様子だった。

（……いや、まさか……）

　そう言えばヴィルも、ミュートと名付けたあの少女を『光と一いつ緒しよに落ちてきた』と言っていた。てっきり何かの冗じよう談だんではぐらかそうとしていると思っていたが……

「……あの少女がその客人だと？　しかし、《塔》トゥリスから現れたということは……」

　塔神教会は《塔》トゥリスを神アルケーの御業として信しん仰こうしている。そして『いつか《塔》トゥリスより降り立つであろう神アルケーを崇めよ』というのが大本の教義だ。

「つまり……《塔》トゥリスから現れたあの少女こそが……」

「神アルケーではない」

　断言、というにはあまりに早すぎる反応だった。

「……神アルケーではない。人間だ。少なくともこれまでやって来た者たちは人間だった」

「これまで？　これまでにも《塔》トゥリスよりの客人が？」

「そうだ。塔神教会が生まれてより千年、幾いく多たもの客人が現れた」

「しかし……何な故ぜその事を秘密になさるのです？　何いずれにせよ《塔》トゥリスより現れるというのなら、我らが神アルケーの事を知っているかもしれないではありませんか？」

「……知っていてもらっては困る」

　――困る？

　父の言葉に、エリザの胸がざわついた。

「……これまで現れたという《塔》トゥリスからの客人は、どうなさってきたのです？」

「確保するべく探し出した。彼かれらの存在は、塔神教会の存在を揺るがす」

「我らが正しくあれば、その程度のことで揺らぐ教会ではありますまい」

「そうかな？　現にあの少女――ミュートといったか？　奇跡を起こしたとかで『聖女』だのと崇められていたそうではないか。……そうだな、オニキス卿？」

「は……」

　プラウドは忌いま々いましい顔で頷いた。

「客人どもは不思議な能力ちからを持つ。オニキス卿の監かん視しによる報告には『治ち癒ゆ』か、もしくは『蘇生』の能力があるという。実に危険だ。塔神教会は唯ゆい一いつにして絶対の信仰を集めねばならん。だからこそ、信仰を揺らがせる危険因子は即そつ刻こく排はい除じよせねばならん」

「排除……殺すということですか？」

「そうなるだろうな」

　当然のように答える父に、彼の言葉に追従する十二聖家の当主たちに、エリザは目め眩まいがするようだった。

　これが塔神教会の――大陸に安寧と平和を訴える組織の長たちの総意なのか？

　エリザとて綺麗事ですべてが収まると思うほど純じゆん朴ぼくではない。だがそれでも……

「……彼らに――客人たちに何の罪があるのです？　彼らは我々の世界を、塔神教会を目の敵にしているのですか？」

「分からんか、エリザ。存在そのものが危険だと言っているのだ。『《塔》トゥリスから現れる客人』など、認めるわけにはゆかん。そんな存在が現れれば、どうなると思う？」

　おそらく、いや確実に、『塔神教会のこれまでの教えはどうなるのだ？』という声が上がるだろう。塔神教会は、『《塔》トゥリスは神アルケーの御業であり神アルケーの通り路』としているのだ。

「……《塔》トゥリスとは、一体何なのです？」

　初めて、エリザはその疑問を抱いた。十二聖家に生まれた彼女にとって、《塔》トゥリスとは神アルケーの御業であり、それ以上でもそれ以下でもなかった。

「《塔》トゥリスは……神アルケーの御業なのですよね？」

　だから、確認せずにはいられなかった。信仰の正しさを肯定して欲ほしかった。

　だが彼女に返ってきたのは、

「そんな事はどうでもいい」

　と、自分の懊おう悩のうを価値なしと切り捨てる言葉だった。

「……どうでもいい？」

「そうだ。《塔》トゥリスが何であろうとどうでもいい。大切なのは塔神教会の教義が脅かされぬこと。我らの教義と信仰こそが正しいと人々に信じさせることだ」

「そんな……」

　それはつまり真実などどうでもいいという事だ。

　この時点で、エリザはすべて悟った。

　すべて誤ご魔ま化かしだったのだ。

　其そ処こに人知を超こえる『何か』があった。それを利用し、適当な題目をくっつけて仕立てあげたのが、彼女がこれまで信じてきた〝信仰〟だったのだ。

「ショックか、エリザ？　だが間ま違ちがえるな。我々は善だ。《塔》トゥリスを御神体として崇める統一宗教がなければ、人間はこの地で生きる事は出来ん。獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアという異形の恐きよう怖ふ、国同士の諍いさかい、そういった負の側面に辛うじて踏ふみ止とどまらせているのが『神アルケー』という概がい念ねんなのだ。神アルケーが見ていると思えばこそ、人は辛うじて良心を保っていられるのだ」

「…………」

　それは一面の真実だったが、あくまで一面でしかない。エリザには十二聖家当主たちの言い分は、既き得とく権益に固こ執しつする、絵に描かいたような俗ぞく物ぶつの虚言に思えた。

「けして『客人』の存在を、彼らをこの地に呼び込む《塔》トゥリスの力を明らかにするわけにはいかない。だからこそ、ヴィル百旗長の暗殺にも踏み切ったのだ」

「……ヴィル？」

　衝しよう撃げき的てきな話の連続ですっかり頭から吹ふっ飛んでいたが、そこでようやくヴィルが暗殺者に襲おそわれた事実を思い出した。だが、ヴィルの暗殺がどう繋つながるのか。

「我らとて、教会騎士を代表する英雄を亡き者にするのは苦く渋じゆうの決断だった」

「な、なぜヴィルが……？」

「彼が客人の肉親だからだ。それも旅立っていった方のな。十八年前の瑞兆――いや、事実を知る我らにとっては『凶兆』と呼ぶべきか――その時、教会騎士を蹴け散ちらし、《塔》トゥリスに吸い込まれ消えた男がいる。その男の息子むすこが、ヴィル百旗長なのだ……！」

「！」

「我らも、つい最近まで忘れていたよ……いや、忘れさせられていたと言うべきか。何故か我々は、その男の関係者の追つい跡せきを八年間も忘れ、そして十年前に思い出した。おそらくはそれも客人の不可思議な能力だったのだろう。十八年前の『凶兆』を思い出した我々は、《塔》トゥリスへ消えていった男の調査をはじめ……十年かかってようやくその関係者を見つけ出し――『影』ウンブラを動かした」

「なっ……ヴィルを襲った暗殺者……まさか、父上が……？」

「そうだ」

「ヴィルが……彼が何をしたというのですか!?」

「客人の関係者だ」

「……それだけの理由で？　『白はく刃じんの死神』とまで畏れられる教会の英雄なのに？」

「だからこそだ。英雄の名を汚けがさぬことが、我々からの手た向むけに他ならぬ」

「…………あなた方は……っ！」

　十二聖家の当主たちを、エリザは激しい怒りを込めて睨み付けた。落らく胆たんも諦てい念ねんも通り過ぎ、もはや怒りしかなかった。

　なんという身勝手なのか。信じてもいない嘘うそっぱちの題目を護まもる為なら、罪のない少女も、それどころか英雄と呼ばれるほどに戦った騎士すら、簡単に殺す。

　彼らの何処どこに信仰があるというのか。

（こんな……こんな教会ものに尽つくそうだなどと思っていたのか！　こんなどうしようもない教会をどうにかしようと思っていたのか！　私はこんな教会のために！）

　悔くやしさで涙なみだが滲にじんできそうだった。

　だが、すぐにハッとした。

　教会の頂点たる十二聖家が決断したことだというなら、いま捕つかまっているヴィルは――

　身を翻ひるがえして会議室を去ろうとしたエリザだったが、扉とびらの前をプラウドが塞ふさいだ。

「何処へ行くつもりです？　エリザ・ディアモンド千旗長？」

「退どけ、オニキス卿！　私はヴィルを――」

「とんでもない。彼奴きやつは死ななければならない。死ぬしか無いのです。」

「傷付けないと約束したではありませんか!?」

「残念ながら、教会の敵を殺さないでおく理由がありませんな」

「……退け、プラウド・オニキス」

　エリザは殺気を隠しもせずに告げた。

「退かないなら、力ちから尽ずくでも出てゆく」

「オニキス卿！　エリザを絶対に行かせるな！」

　ディアモンド家当主の命令に「御ぎよ意い」と頷うなずくと、プラウドは扉の外に控えていた騎士たちを迎むかえ入れ、預けていた武器を受け取った。

「抵てい抗こうなさるな。いかに貴女あなたでも、徒と手しゆ空くう拳けんではどうしようもあるまい」

　プラウドはそう言って剣を抜いた。

　エリザはプラウドの引き抜いた剣を凝ぎよう視しする。

「それは……ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウス……」

「死人にはもったいないですからな」

　その一言が、限界にあったエリザの精神の線をプツンと切る、最後のひと押おしになった。

　エリザはプラウドの持つ龍剣ドラコ・グラデイウス目め掛がけて飛び掛かった。

　いきなり飛び掛かるとは思っていなかったらしく、プラウドはぎょっと目を見開いたままエリザの拳を鼻先に受け止めることとなった。

　ぐらりと揺れるプラウドから龍ドラコ・グ剣ラデイウスを取り返そうとしたエリザだったが、取り囲んでいた騎士たちが一いつ斉せいに刺さす叉またを突き出す。四方八方から突き出された捕ほ獲かく器具が、彼女を床ゆかに押さえ付けた。

「ぐっ、ぐううっ……返せ……その剣を返せ！」

　エリザは獣のように暴れて叫さけび声を上げた。だがどれだけ鍛きたえていようと、女の身では無数の男たちの繰くり出した刺叉の戒いましめから逃のがれる事は出来ない。

「見苦しいぞ、エリザ」

　会議室の机の向こうにいた父が、回り込むようにしてエリザの正面に立った。

「ディアモンド家の後こう継けい者しやともあろう者が、なんという醜しゆう態たいを……」

「誰だれがそんなものに！」

　エリザは首を捻ひねるようにして父親を睨み上げた。

「……少々外に出しすぎたようだな。辺境騎士の任など慣習以上の意味は無いというのに……まぁ良い。あの男が消えれば、お前も多少は頭が冷えるだろう」

「っ！　ま、待って！　待って下さい！　彼を――ヴィルを殺さないで！」

「それは出来ん」

「私が説得します！　だからお願いします！」

「ほう……『お願い』と言うからには、お前もそれなりの対価を払う用意があるのだな？」

　実の娘に対するものとは思えぬ言葉に、エリザはぐぐっと唇くちびるを噛かんだ。

「……わ、私は二度と父上に逆らいません。十二聖家の命に従います。ですから、どうか……」

「ふむ。そう言うならヴィル百旗長の処しよ刑けいはひとまず考えておこう。もちろん、お前が大人しく従えば、だが」

「……はい」

「では用意した部屋で静かにしていなさい。追って処しよ遇ぐうを言い渡わたす。いいな、エリザ？」

「…………はい」

　力なく頷くと、エリザを取り押さえていた刺叉が引かれた。彼女はよろよろと立ち上がり、騎士たちに包囲されながら会議室を出て行った。

「……本当に処刑を取りやめるので？」

　鼻血を拭ぬぐったプラウドがディアモンド家当主に耳打ちする。

「バカを言うな。取り止やめる事など絶対にありえん。教会の未来のため、ヴィル百旗長は死ななければならぬ。それにもうとっくに死体になっておる。エリザには遅おそかったとでも言っておけば良かろう」
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　エリザが貴き賓ひん室しつに軟なん禁きんされた時、ヴィルは聖都外郭に程ほど近ちかい中央騎士の屯とん所しよのひとつに監かん禁きんされていた。地ち下か牢ろうでないだけマシ、という窓もない一室。椅い子すを用意されていたのは、『白刃の死神』への最低限の気き遣づかいであろうか。

「さて……どうしたもんかね」

　こきこきと首と肩を鳴らしながら、ヴィルは今後に思いを馳はせた。

　一時はエリザの言葉に従ったが、彼女がいくら頑がん張ばっても自分やミュートに喜ばしい未来が待っているとは思えない。

「『影』ウンブラが大人しくしてたのは、おれよりミュートの方が重要だからだったからか……ま、人がぽこぽこ落ちてくるような事実が分かったら、教会としちゃ都合が悪いわな」

　己おのれやミュートに対する態度で、ヴィルは教会上層部の考えをおおよそ想像できた。

　教会には〝生き残るための技術と力〟を教えてもらった恩があるからなるべく穏おん便びんに行きたかったが、こうなっては一刻も早く脱だつ出しゆつせねばなるまい。

「エリザに返事できずじまいになるかもだが……いまおれが逃げても、それほど迷惑はかけないだろ。さて、そろそろ来てもいい頃ころだが……」

　ヴィルがそう呟くと、扉の外から複数の足音が響いてきた。あまりのタイミングの良さに思わず笑ってしまった。

（五人か……年とし嵩かさが一人に中年二人、あと新米っぽいのが二人）

　扉が開くと予想した通りの顔ぶれが入ってきた。ヴィルを見て、年嵩の男が鼻を鳴らす。

「『白刃の死神』はどれほど筋骨たくましい大男かと思えば、見た目はごく普ふ通つうですな」

「殺して箔はくが付かなくて残念か？」

「……なるほど。肝きもの太さは英雄並みというワケですな」

　年嵩の騎士はそう言うと、装そう飾しよく塗まみれの仰ぎよう々ぎようしい剣を抜いた。

「戦いもせず果てるのはさぞ無念でしょうが、これも教会のためです。お覚かく悟ごを」

「その前にひとつ訊ききたいんだが……殺しに来たってことは、殺される覚悟もあるんだろうな？」

　ヴィルの言葉に、剣を抜いた騎士は失しつ笑しようした。

「殺される覚悟？　そんな状態の人間に対し何故そんなか、く、ご、を……！」

　縛られていた縄なわを振り落として立ち上がったヴィルに、年嵩の騎士の表情が凍こおる。

「――覚悟はあるか？」

「う、うわあああああああああ！」

　年嵩の騎士が剣を振り上げた直後、ヴィルは縄を切るのに使った針のような極ごく細ぼその刃やいばを投げ放った。

「ぐがぁあああああっ！」

　極細の刃が目玉に突つき刺ささった年嵩の騎士が身を捩よじる。ヴィルは難なく近付くと年嵩の騎士の腕うでを捻って剣を奪うばい、耳みみ障ざわりな悲鳴を挙げる口の中へ叩たたき込んだ。年嵩の騎士は一いつ瞬しゆんで絶命する。

「なっ、きさ――」

　中年の騎士二人が剣を抜こうとするが、ヴィルの血に濡ぬれた剣が振るわれる方が迅はやい。

　一ひと振ふりで二人の喉のどが断たち切られ、顔を驚きよう愕がくに硬こう直ちよくさせて倒たおれ伏ふした。瞬またたく間に床に血溜だまりが出来る。

「あ、ああ……」

　若い騎士二人が腰を抜かす。ヴィルはそれを見下ろし、

「――お前らは出来てないな」

「え……？」

「覚悟以前に、敵意すら持ててない。ま、それでも任務に従うってんなら相手になるが？」

　ヴィルは世間話のように話しかける。

　話しかけられた若い騎士たちは顔を見合わせた。教会有力者の関係者という理由で聖都中央騎士に取り立てられた彼らがどれほど頑張っても、掠かすり傷さえ負わせず返り討うちになる。それは三つの死体が証明していた。

　若い騎士二人にできたのは、両手を上げて愛あい想そ笑わらいをする事だけだ。

「ま、それなら拳げん骨こつで勘かん弁べんしてやる。ああ、けど寝る前に質問に答えてくれるか？」

　……三つの死体と二人の気絶者が見つかったのは、それから半刻後の事である。




　監禁状態から抜け出したヴィルは、すでに夜になった聖都の街を足早に進んだ。元から人も多く、制服を脱ぬいだヴィルは簡単に人波に紛れることが出来た。

　やがて人通りも少ない裏通りに入り、墓地に入った。聖都とはいえ、墓地の雰ふん囲い気きにさほど違ちがいがあるわけではない。宗教都市の墓地といえど、夜になれば人気は皆かい無むだった。

　ヴィルは閑かん散さんとした墓地を進むと、ひとつの墓の前で足を止めた。周りと比べてもそこそこ上等な墓で、墓石の細工も中々のものである。ただし墓ぼ碑ひ銘めいは『ユウカ・ツクヨミ、ここに眠ねむる』の一文だけであった。

「変な名前だよな……あんたが生きてる時には言わなかったけどさ、お袋ふくろ」

　ヴィルの母親の墓だった。十年前に亡なくなった母は、それなりの蓄たくわえをヴィルに残してくれた。その蓄えのほとんど全て支し払はらって葬そう儀ぎ屋やに特注したのが、この立派な墓だった。

「ま、おかげで多少の無茶も聞いてもらえたんだがな」

　ヴィルは墓の裏側に回ると、墓石の台座をいじった。すると細工で巧こう妙みように隠されていた引き戸が開き、頑がん丈じようそうな背はい嚢のうが押し込められていた。

　聖都に帰る度、〝旅立ち〟のため少しずつ用意しておいたものだ。

　袋を肩に掛かけ、マントを羽織ると、ヴィルは満足げに頷いた。出来れば腰にあるのは使い慣れた龍ドラコ・グ剣ラデイウスの方が良かったが、今いま更さらな話だろう。

「……結局、あんたは何にも教えてくれなかったな、お袋」

　準備を整えたヴィルは、墓石を見下ろして苦く笑しようした。

「右手のよく分からん痣あざだか何だかも、はぐらかして結局よく分からん終じまいだし、おまけに変な〝光〟だ。一体何なんだよ、おれは？」

　セリフだけだと嫌みのようだが、ヴィルの顔に浮うかぶのはあくまで気安い笑えみだった。

「ま、お陰かげでやりたいことも知りたいこともしこたまあって退たい屈くつしないけどな。せいぜい〝楽しむ〟とするよ。……じゃあな、お袋」

　ヴィルは背を向けてひらひらと手を振り、それきり振り返ることなく墓地を後にした。




　準備を整え覚悟も済ませれば、ヴィルの行動は迅じん速そくだった。ミュートが連れて行かれたのが中央騎き士し団だん本部というのも都合が良かった。

「主要戦力は外郭の屯所だからな」

　聖都中央騎士には叩き上げの騎士もいるが、指揮官のほとんどは教会有力者の師し弟ていである。獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアの襲しゆう撃げきから遠い聖都でぬくぬくしているお坊ぼつちゃんたちなど、ヴィルにとって物の数ではない。

　押し潰つぶされそうに錯さつ覚かくするほど近くに迫せまる《塔》トゥリス。その根本に聖堂本山、教会騎士団本部や、聖職者たちの住居区画などが数じゆ珠ず繋ぎに連なって、その外側がさらに壁でぐるりと囲われている。

　多くの警備兵が巡じゆん回かいしているのだが、時間割も経路も調べていたヴィルに侵しん入にゆうは容易だった。背嚢から取り出した鉤かぎ付きロープを使って壁を乗り越こえ、植え込みの木々の陰かげから陰かげへと身を潜ひそめる。こういった隠形の技術は騎士、特に教会の権けん威いを背せ負おう教会騎士には敬遠されるが、ヴィルは積極的に身に付けた。実際、英雄なんぞに持ち上げられた戦いでは、戦せん闘とう技術よりもよほど役に立った。

　とはいえ、いざ中央騎士団本部に侵入すると、さすがにヴィルも呆あきれてしまった。

「エリザが何とかしないとって思い詰つめるわけだ」

　警けい戒かい心しんなくすぐ側を通り過ぎてゆく中央騎士たちに、物もの陰かげに潜んだヴィルは誰にも聞こえない苦言を漏もらした。

　やがて騎士団本部の責任者である副騎士団長の部屋まで苦もなく辿り着くと、ごく自然にドアを開けて中に入る。机に向かっていたでっぷり太った老人が顔を上げ、次いで椅子を蹴けり倒して立ち上がった。

「だ、誰だ！」

「お久しぶりですねぇ、副騎士団長。おれの顔をお忘れですか？」

　飄ひよう々ひようとした台詞せりふと笑みに覚えがあったのか、副騎士団長はあっと目を見開いた。

「ヴぃ、ヴィル百旗長……きさま、なんで」

「なんで生きてるかってお話なら、哀あわれな刺し客かくを返り討ちにしたからですよ」

「き、きさま……この背信者め！」

「それを言うなら、おれの信用に背を向けたあんたらは何なんですか？　これでも教会騎士として一いつ生しよう懸けん命めい働いたのにあの仕打ち。あんまりだとは思わないんですか？」

「教会騎士として当然のことであろう。指導者たる十二聖家が『死ね』と言えば自ら死んでみせるのが真の教会騎士、真の信仰であろうが！」

「そう言うと思いましたよ。ま、信仰についての討議はまた今度で。あんたらはおれを殺そうとし、おれは殺されるのなんて真っ平。至し極ごく当然な理り屈くつがあるだけなんで」

　ヴィルは借り物の剣を抜くと、切っ先を副騎士団長へ突き付けた。

「それでは副騎士団長？　おれは殺されるのは嫌いやなので、協力して下さい。あなたもまだまだ人生楽しみたいでしょ？」

「そう上う手まくゆくか……大声を出せばすぐにでも……」

「この部屋の防音の確かさはもう知ってるんですよ。だいたいすでにたっぷり大声出してるのに、一人も来てないじゃないですか」

　ヴィルはつかつかと歩み寄ると、容よう赦しやなく副騎士団長の恰かつ幅ぷくの良い腹へ拳こぶしを見み舞まった。副騎士団長はげぇと呻うめいて膝ひざを折る。

「さ、捕らえた少女の下へ案内してもらいましょうか」

「ぐ、ぐぐ……そうはいくか……」

「早くした方がいいですよ？　もしすでに彼女が殺されていたら、あんたを生かしておく理由は何も無いんですから」

　ヴィルは剣を副騎士団長の喉のど元もとへ突き付けた。痛みに喘あえいでいた副騎士団長が、突き付けられた剣よりも、ヴィルの瞳ひとみのあまりの静かさにぞっと顔を青あお褪ざめさせた。

『守れない約束はしない。した約束には全力を尽くす』のがヴィルの信条だ。目の前の男の耳や鼻を削そぐのが有効なら、直ちに実行するだけのことだ。

　副団長はだらだらと汗を掻かき、かくかくと壊こわれたように首しゆ肯こうした。

　ヴィルは副団長の付き人のようにナイフを突き付けながら寄り添そって案内させた。

　そうして、ヴィルが囚とらわれていたのと似た部屋の前に来ると、さすがに手て練だれの雰囲気を持った騎士が立っていた。

「……処刑ですか？」

「……釈しやく放ほうだ」

　ヴィルに脅された副団長の言葉に、見張りの騎士はほっとした顔になった。どうやらミュートを閉じ込めておくことに精神的緊きん張ちようを強しいられていたらしい。これならそう乱暴に扱あつかわれていないだろうと安心すると同時に、ヴィルは見張りの騎士に申し訳無さを覚えた。

　見張りの騎士が解かい錠じようしようと背を向けた瞬しゆん間かん、ヴィルは踏み込みとともに強きよう烈れつな手刀を彼らの首筋に叩き込んだ。すでに当て身を加えていた副団長とともにどさりと崩くずれ落ちる。

　鍵かぎを拾って扉を開けると、ミュートは大人しく椅子に座っていた。入って来たのがヴィルだと分かると、彼女はぱっと顔を輝かせた。

「よ。淋さびしかったか？」

「ん……」

　とてとてと近寄ったミュートは小さく首を振ってヴィルのマントをぎゅっと握にぎった。

「うし。それじゃ――――」

　とっととおさらば、とミュートの手を引こうとし――思いもしない抵抗にあって、ヴィルは怪訝な顔で振り向いた。

「……ミュート？」

「……っ！」

　ミュートはぶんぶんと首を振っていた。

　行きたくないのかと訝しむヴィルだったが、彼女はさらに可か愛わいい顔を顰しかめっ面つらにして睨にらんできた。なにやら「駄だ目めでしょ！」と叱しかるような顔である。

　子供を窘たしなめる母親のような視線に、ヴィルはズルを見み咎とがめられた子供の気分を味わった。

「……まぁ、確かにやり残したことはあるが……それをやると確実に大おお騒さわぎになるんだが」

　バツの悪い顔で零こぼすと、ミュートは「それがどうしたの？」と言わんばかりに桜色の唇をへの字にした。

　ヴィルは眉み間けんにしわを寄せたが、数秒後には「ま、そうだよな」と笑った。

「そうだな。そのままにしたら駄目だな。『出来ない約束はしない。した約束には全力を尽くす』ってのが信条だからな」

　それでようやく、ミュートはにっこりと笑った。

　方針が決まったら即そく実行である。ヴィルは呑のん気きに気絶した副騎士団長に向き直った。

「さて……ミュートの手前、なるべく穏便に済ませるか」




６




　清貧を旨むねとする教会の一室とは思えない豪ごう華かな貴賓室で、エリザは落ち着きなくうろうろと歩き回っていた。

　彼かの女じよが祈いのるのは、ひたすらヴィルの身の安全だった。

「……どうか、どうか……」

　神アルケーなど偽いつわりに過ぎないと知った今、自分の祈りのなんと白々しいことか。そんな祈らずにはいられない人の心を利用してきた教会に反吐へどが出そうだった。

　波立つ胸中を持て余していると、俄にわかに扉の向こうが騒そう々ぞうしくなった。いったい何がと立ち止まって扉に向き直ると、その扉が勢い良く開かれ、転がるように二つの人ひと影かげが飛び込んでくる。

「まったく！　約束を守るのはほんとに楽じゃねぇな！」

　飛び込んできた一方の少年は大声でぼやきながら扉を閉め、どこからか奪ったらしい剣を留め具代わりに取っ手に差し込んだ。さらに素す早ばやく手近な家具を次々と扉の前に積み上げてゆく。扉の向こうで打ち破ろうとする音が連続するが、もともと頑丈な貴賓室の扉だ。そうそう容た易やすく開いてはくれないだろう。

「やれやれ……腰こし抜ぬけだらけとはいってもなかなかキツかったな。大だい丈じよう夫ぶか、ミュート？」

　少年は床にへたり込んでいた蒼そう髪はつ碧へき眼がんの少女を助け起こした。彼女がどこも怪我がないことを見て取ると、改めてエリザへと振り向き――道みち端ばたで出会ったような気軽さで手を上げた。

「よっ、エリザ」

「………………………………ヴィル……」

　必死に無事を祈っていた少年の突とつ然ぜんの乱入に、エリザは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　だが当のヴィルは追い詰められているとは感じさせない、いつもの悪戯いたずら小こ僧ぞうめいた笑みを浮かべて、

「約束を守りに来た」

　と言った。

「……………約束……？」

「言ったろ？　聖都に着いたら返事をするって」

　――その為ためにここまで押し入って来たのか？

　冷え冷えとしていた胸中が熱くなり、重かった頭がクラクラするくらい軽くなる。柄がらにもなく乙おと女めのごとく顔を赤らめたエリザは、ヴィルの次の言葉を一言一句聞き逃さぬよう全神経を集中させた。そして――




「――悪いな。おれはお前と一緒に行くことは出来ない」




「…………………………え？」

　わけが分からなかった。そんな事を言う為にこんな所まで押し入って来たというのか。

「約束したからな。ちゃんと返事をするって」

　――やめて……

「おれはおれで行きたいところ、確かめたいことがある」

　――やめてくれ……

「だからな、エリザ……悪いが、おれが付き合ってやれるのはここまでだ」

「やめてくれ！」

　エリザは絶ぜつ叫きようした。

　耳を塞ぎ、艶あでやかな金きん髪ぱつを振ふり乱しながら叫び声を上げる。

「なんでそんな事を言うんだっ!?　私にはもう何もない……何もないのに！　なのにお前まで……っ！」

　これまでの人生を否定されたエリザの最後の砦とりでがあっさり崩れようとしている。寄って立つ物のない心細さに、エリザはがくがくと足を震ふるわした。

「私は……これから……」

「そっか。何もないってなら好都合じゃないか」

　あっけらかんな声に顔を上げると、ヴィルがいつもの悪戯小僧めいた笑みを浮かべた。

「一緒に行くか？　おれはあの《塔》トゥリスを登ろうと思う。お前も行くか？」

「……《塔》トゥリスを？」

「ああ。おれは親おや父じを探しに行く。たぶん居る筈はずなんだ。お袋の様子を思い出すに、《塔》トゥリスの上にきっと、な」

　束つかの間、ヴィルは懐なつかしむように目を細め――一瞬後、獣が唸うなるように歯を剥むいて挑ちよう戦せん的てきに笑った。

「だから確かめる。会ったことのないおれの親おや父じ殿どのは、はたしてあのお袋が惚ほれるに足る奴やつだったのか。そしてあの《塔》トゥリスは、おれとお袋を置いてくくらいに面白いのか――おれはそれを確かめる為に自分を鍛えてきた。だからお前と一緒には行けない。けどお前が目的を無くしたって言うなら――どうする？　お前がおれと一緒に行くか？」

　ヴィルが手を差し出してきた。

　エリザはすかさず、縋すがり付くようにその手を取ろうとして――

「っ――！」

　じっと自分を見つめてくるヴィルの瞳に、ぎしりと全身を硬直させた。緩ゆるめた表情とは裏腹に、ヴィルのエリザの一挙手一投足に集中し、何かを見み極きわめようとしている。

　何を――などと問うまでもない。何度も戦場で見てきた眼めだ。

　ヴィルの眼、あれは信頼できるかどうかを見極めようとする眼だ。

　命を預けるに足る〝相棒〟なのかと判断する、甘あまえも緩みもない視線。

　そう――ヴィルは『行くか』と尋たずねた。『来い』ではなく『行くか』だ。ヴィルはあくまでエリザに選ばせようとしている。

「…………」

　差し出された手を見み詰つめ、エリザは身動きが出来ないでいた。

　今、このままあの手を握ったら、きっとヴィルは自分を軽けい蔑べつするだろう。他人に縋る惰弱な性しよう根ねに落胆するに違いない。

　あの手を握った直後にヴィルが向けてくる眼を想像しただけで、エリザは今度こそ指一本たりとも動かせなくなってしまった。

「……そっか」

　ヴィルは軽く肩かたを竦すくめて手を引いた。

　エリザの喉から「あ……」と未練がましい声が漏れる。何か言い返さねばと口を開こうとするが、部屋の扉を震わす重々しい打だ撃げき音おんがそれを遮さえぎった。

「やれやれ。最後くらい穏おだやかにいきたかったんだがな」

　ヴィルはちらりと扉に目を向けると、それまで黙だまって見守っていたミュートをひょいと肩に担かつぎ、ガラス窓へ容よう赦しや無い蹴りを食くらわした。担いでいた背嚢からロープを取り出して窓枠に結び付け、瞬く間に地上へ降下する準備を整える。

「それじゃあな、エリザ」

　さっと手を一振りし、ヴィルは窓の外へと身を翻した。なんの躊ちゆう躇ちよも、これといった心残りも感じられない、実にあっさりした去り方だった。

「…………」

　重々しい打撃音が響ひびく中、エリザは知らない街に置き去りにされたように立ち尽くした。




「あっはは……やっぱりこうなるか」

　地上に降りて一目散に《塔》トゥリスへ向かったヴィルだったが、案の定盛大な歓かん迎げいを受けた。

《塔》トゥリスの周囲には禁足地を示す高い壁かべがぐるりと囲んでいる。さすがに大聖堂を正面突とつ破ぱするのは厳しいので位置関係上近かった西の門へ向かったのだが、案の定そこには大勢の教会騎き士しが防衛戦を敷しいていた。さすがに手て練だれの騎士を外周部から呼び戻もどしたか、戦い慣れた雰囲気を持つ者が何人もいる。

　いまは無む駄だな血を流すのを避さけようと遠巻きに呼び掛けが行われているが、その内痺しびれを切らして襲い掛かってくるだろう。

「やれやれ。手練れが呼ばれる前に強行突破したかったんだが」

　ヴィルがぼやくと、傍かたわらのミュートが申し訳無さそうな顔を向けてきた。

「なんだ？　ごめんとでも言いたいのか？」

「ん……」

　しゅんと項うな垂だれるミュートに、ヴィルは「気にするな」と彼女の蒼髪を撫なぜた。

「お前のお陰で、おれは約束を破らなくて済んだ。お陰で気分はいい。後ろめたいままの旅立ちなんて、格好悪いからな」

　快活に笑うと、ミュートはこくりと頷いた。

　ヴィルは頷き返すと、すらりと剣けんを抜ぬいた。

「さて……行くか」

　ヴィルが一歩を踏み出すと、最前線の騎士たちがびくりと一歩退いた。ヴィルは全身から殺気を立ち昇らしながら、足音鋭するどく歩を進める。

「――死にたくないなら、下がれ。なるべくなら元同どう僚りようは斬きりたくない」

　聖都にも名が届く『白刃の死神』の殺気に、多くの騎士たちがごくりと息を呑のんだ。

「何をしている！」

　神経質な声が響き渡った。目を向ければヴィルの正面に、プラウド・オニキスが憤ふん怒どの形相で騎士たちを叱しつ咤たしている。

「そやつらを即そつ刻こく捕とらえ、首を刎はねよ！」

「し、しかし……相手はヴィル百旗長……教会の英えい雄ゆうではありませんか」

「本当に剣を向けても……」

「役立たずどもめ！」

　痺れを切らし、プラウドが自ら踏み出した。手にした剣を抜ばつ刀とうする。

「あっ！　おれの龍ドラコ・グ剣ラデイウス！」

「そうだ。さすがは世に知れた名剣……これさえあればもはや遅おくれは取らん」

　プラウドは口くちの端はしを痙けい攣れんさせながら笑うと、血走った眼でヴィルを睨んだ。

「下げ賤せんな小こ僧ぞうが。貴様ら平民は黙って教会を、教会の頂点たる十二聖家を崇あがめていればいいのだ。それを少し手て柄がらを立てたからと図に乗りおって！」

「宗教は『教え』を崇め訴うつたえるものであって、組織を信しん仰こうするものじゃないと思うけど？」

「愚ぐ民みんが！　教会あってこその信仰であろうが！」

「なら、《塔アレ》は？　みんなの信仰は《塔》トゥリスに注がれるものだろ？《塔》トゥリスよりも教会を崇めろって、あんたらの方が神アルケーを冒ぼう涜とくしてるんじゃないの？」

「《塔》トゥリスは舞ぶ台たい装置に過ぎぬ。《塔》トゥリスを御ご神しん体たいとして権威づけるのは教会だ。教会あってこそ、世界は正しく機能するのだ」

「……あっそ」

　ヴィルはすっ、と表情を消す。

「……あんたはいま〝真実〟を放ほう棄きした。たとえ決め付けでも『こういうものだ』って説明していたものを『どうでもいい』って手放した。せいぜい出世してくれ。おれはそんなものに興味はないから、あんたにも興味はなくなった」

　そう言い捨てたヴィルの眼は、まるで空気でも見るような透とう明めいな色をしていた。路ろ傍ぼうの石でも見る方がまだマシだと思えるほどの、醒さめきった視線だった。

「このっ……俗ぞく物ぶつがっ！」

　プラウドは龍ドラコ・グ剣ラデイウスを振りかぶり飛び出した。きっちり鍛えたと分かる、申し分の無い速度と踏ふみ込みだった。

「……」

　ヴィルは羽虫でも払はらうような顔で、振り下ろされる龍ドラコ・グ剣ラデイウスへ剣を振り上げた。

　甲かん高だかい音がして、ヴィルの剣が根本から叩き折れる。プラウドがニヤリと笑い、

「ごぶぅ!?」

　めきょり、と鈍にぶい異音とともに鼻の骨を折られて仰のけ反ぞった。

　もともと折られることが前提だったのか、ヴィルは何ひとつ慌あわてることなく折れた剣の鍔つばをプラウドの鼻先に叩き付けたのだ。

　折れた剣を放り捨て、ヴィルはさらに拳を振るう。鼻がさらにめり込み、歯を散らせ、プラウドの身体が仰あお向むけに倒れた。

　ぱんぱんと手を叩き、ヴィルは地面に落ちた自分の剣を取り返した。

「返してもらうぞ。お礼の品って事で大事にしてるんだ」

「ぎ、ぎざばぁ……」

「もう興味はないが……剣を向けた以上、殺される覚悟は出来てるよな？」

　ちゃきりと音を立てて龍ドラコ・グ剣ラデイウスを突きつけるヴィルに、プラウドは顔を青ざめさせる。

「ぎっ、きさま……我輩を殺すというのか……？　十二聖家に連なるこの我輩を!?」

「興味はないって言ったろ？」

「や、やめっ……いやだいやだ！　死ぬのはいやだ!!」

　プラウドは血塗れの顔を涙で濡らして首を振るが、ヴィルはごく自然に、毎朝のトレーニングのような気軽さで龍ドラコ・グ剣ラデイウスを振り上げた。

「ひぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　真っ直すぐに刃を振り下ろす。だが、ヴィルの腕は途と中ちゆうで止まった。

　横合いから飛び込んできたミュートが、必死になってヴィルの腕に抱だき付いたからだ。

「……ミュート？」

「っ！　……っ！」

　ミュートはぶんぶんと首を横に振り、ヴィルの腕を抱き止める腕に力を込めた。

「……殺すな、って言うのか？　こんな奴ですら？」

「っ……！」

　ミュートは碧眼を細めて『それだけはダメ！』と、切実にヴィルに訴えていた。

「――ま、いいさ」

　そう言って放すよう促うながすと、ミュートは恐おそる恐るという感じに手を解いた。こちらを窺うかがうような彼女の視線に、ヴィルは彼女の髪かみを撫でて応こたえてやる。

「怒おこってないって。おれだって別に殺すのが好きなワケじゃないしな」

「……ん」

　ミュートはこくりと頷くと、ヴィルは視線を移した。自分の生死の行く末を震えながら見守っていたプラウドがびくりと肩を竦める。

「――良かったな？　まぁ、おれもあんたの生死なんてどうでもいいしな」

「……う、うう……ぐっ、ううううううううぅぅぅぅぅぅぅうぅぅぅううう…………」

　プラウドは子供のようにギリギリと歯は軋ぎしりして地面を叩いた。

「ちくしょう……ちくしょう……ちくしょうがぁぁぁああああっ！　貴様ら！　こいつを殺せ！　殺せ！　殺すんだぁぁぁぁぁああああああああ!!　逆らうものは神敵として処しよ罰ばつするぞ！」

　まるっきり子供の癇かん癪しやくだったがそれでも命令だ。教会騎士たちは迷いながらも剣を抜いた――が、

「退いてろ」

　ヴィルは取り返した龍ドラコ・グ剣ラデイウスに〝光〟を纏まとわせ、手近な騎士数人の剣へと叩き付けた。続けざまに音もなく絶ち切られた刀身の群れが落ちてガランと音を立てる。謎なぞの〝光〟を振り払ったヴィルに対する彼かれらの眼は、どれもこれも一様に畏い怖ふを浮かべていた。

「……白はく刃じんの……」

「……死神……」

　ざわめく教会騎士たちに、ヴィルはガツンと剣を大地に突き立てて宣告する。

「退いてろ。お前らを二つにするのは、ハムを切るより簡単だ」

　ただでさえ上官の醜態で下がっていた教会騎士たちの士気は、これで完全に止とどめを刺された。ヴィルと《塔》トゥリスの間から、波が引くように教会騎士たちが退いてゆく。

「――よし。それじゃ行くか、ミュート」

「ん……」

　ミュートは微ほほ笑えんでヴィルの横に並んだ。余計な血が流れずに済むようで安あん堵どしたようであった。

　ヴィルはそれでもまだ剣を抜いたままだったが、教会騎士たちが自分たちのど真ん中を歩いてゆく二人に襲おそい掛かろうという気配はまったくなかった。

「なにをしている！　殺せ！　殺せよぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおっ！」

　プラウドが叫さけぶが、最も早はや彼かれが叫ぶ度に教会騎士たちの顔の疲ひ労ろうが濃こくなるばかりだ。

　そうして《塔》トゥリスを囲む最後の壁、巨きよ大だいな門の前に至ったヴィルは、ミュートに下がっているように言った。

「どうせなら……門かど出では気持ちよく斬り拓ひらいていくとしようか！」

　ヴィルは再び龍ドラコ・グ剣ラデイウスに〝光〟を纏わせ、目の前の扉とびらへと一いつ閃せんした。振り抜かれた剣から〝光〟が消えるのと同時に、人の胴どうほどの幅はばがある扉に大穴が空いた。今度こそプラウドすらも絶句し、周囲に異様な静せい寂じやくが漂ただよった。

　崩れた門の残ざん骸がいを踏み越えて穴を潜くぐる。最後の壁も越え、ヴィルとミュートはなにも遮る物のない《塔》トゥリスを麓ふもとから見上げた。

「これが……！」

「…………」

　遮るものがなくなって目まの辺りにした《塔》トゥリスは、間近から見ると『壁』にしか見えなかった。それほどに巨大なのだ。首が痛くなるほど見上げて、ようやくこれが『塔』なのだと認にん識しきできる。

「……すげーな。確かに神様が作ったって考えてもしょうがない」

　実際に《塔》トゥリスをここまで間近に見るのは、ヴィルも初めての事だ。

　高い建築物にはそれ相応の基き礎そ構造が必要となるが、《塔》トゥリスは『建てられた』というよりは『突き刺さった』というような無造作ぶりで地面から伸のびている。

「やれやれ……勢いで来てみたはいいが、やはりどうやって登るものかな。入り口みたいなものも見当たらないし……杭くいとか刺さるのかね？」

　右手にミュートの手を握ったまま、ヴィルは試ためしに《塔》トゥリスの壁へき面めんに触ふれてみた。

　すると、艶つやのない漆しつ黒こくの壁面が突とつ如じよとして白く光り始めた。

「な――」




〝――アクセス認にん証しよう――登録番号Ｃ-一○五五七三一番、及およびＡ-九九九九九九番を認識しました。意思確認。本システムを使用しますか？『肯こう定てい』ですか？『否定』ですか？〟




　唐とう突とつに、頭の中に声が響いた。そうとしか表現しようのない〝音声〟だった。

　目を向けると、ミュートも驚おどろいた顔で紺こん碧ぺきの瞳を見開いていた。だがヴィルの視線に気づくと、こくりと小さく頷いた。

「……ははっ。おれがビビってたら世話はないな！」

　一瞬でも呑まれかけた自分の不ふ甲が斐いなさに苦笑しながら、ヴィルは頭の中で『肯定』と返した。

　その瞬間、ヴィルの胸――母親の形見のネックレスが服の下からでも分かるほどに光り輝かがやいた。

　ヴィルが抱かかえるミュートのネックレスも同様だ。

　ヴィルの視界が白い光に包まれていく。
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〝――意思確認終しゆう了りよう。至高黒体制せい御ぎよシステム《ザ・ウォーカー》を起動します。おかえりなさい。今回もどうぞ、よい旅を――〟




　ヴィルとミュートの光と《塔》トゥリスの光は共鳴しあうように強さを増して行き――《塔》トゥリスは聖都を真昼のように照らし出した。

　聖都中の人間が、その眩まぶしさに目を閉じた。

　そして、《塔》トゥリスの発する光が収まり――二人は影かげも形もなく消えていた。

　日を置かず顕あらわれた『瑞ずい兆ちよう』で聖都がざわめきはじめる中、漆黒を取り戻した《塔》トゥリスは、超ちよう然ぜんたる雰囲気を崩さず、ただただ静かに天と地を貫つらぬいていた。




※　※　※




（なんだこれは――――ッ!?）

　光で視界が白く染まった――次の瞬間、ヴィルは奇き妙みようで猛もう烈れつな感覚の嵐あらしに悲鳴を上げた。

（うお――おおおおおおおおおおおおおおっ!!?）

　驚きの声を上げた――ハズだったが、耳には何も聞こえてこない。

　耳だけではない。目も、鼻も、舌も、肌はだも、すべての感覚が消え失うせていた。

　感じられるのは真っ白な光――それだけを残してすべてが奪われていた。

（いや――逆、か――？）

　あまりにも膨ぼう大だいな刺し激げきに、感覚が真っ白に押おし流されているのではないのか。

（おれはいったい――何を見ている――？）

　分からない。この状じよう況きようが何なのか分からない。分からないから面白い。

（は――はははっ！　すげぇ！　これは何だ？　お前は何だ？　おれに見せろ！）

　眼を凝こらす。といっても身体感覚など消え去っているのだが、とにかく何なのかを確かめようと意識を集中した。

　白の中にほんの僅わずか別の色が視えた――気がした。

（それが――そこが――）

　白の中の異色を認識した瞬間――強烈な爆ばく音おんに襲われた。

　耳元で大たい砲ほうでも打ち込まれたような衝しよう撃げき音おんにヴィルは悲鳴を上げた。

「ぐおあっ！　いったい何だ………？」

　声が聞こえる。白いだけだった視界も色を取り戻していた。

　――青。

　遮るもののない真っ青な蒼そう穹きゆうと、遥はるか彼方かなたまで広がる紺碧の水平線が広がっていた。

「う、海――――って、うおおおおおおおおおおっ！」

　空と海を認識した次の瞬間、ヴィルの身体は落下を始め、すぐさま着水する。

　しょっぱい海水が器官に入り込む。不意打ちだったから空気を吸い込む準備もなかった。

　慌てて水面に浮かび上がろうとするが、服が水を吸って外がい套とうが絡からみ付き、おまけに剣と背嚢が重おも石しとなって浮ふ上じようを邪じや魔まする。ヴィルは光の煌きらめく水面へ手を伸ばすが、無情にも身体は底の見えない海の中へと沈しずむばかりであった。

（……嘘うそだろ…………）

　ごぼっと口から泡あわが出て行く。あれが肺に残った最後の空気だったのか力が抜けて身体が傾かしぐ。身体でもっとも比重のある頭を重石代わりに、ヴィルはどんどんと沈んでいった。

（……なんだ、こりゃ、あ…………）

　沈んでゆく先に目を向ければ、其そ処こには信じられないような光景が広がっていた。

　――街だ。

　ヴィルが見たことも聞いたこともない壮そう大だいな街並みが、揺ゆらめく陽光に照らされ、見み渡わたす限りの水底に連なっている。かなり高度な技術によって築かれたものなのだろう。ざっと一〇〇メートルはある巨大な高層建築が列を成しているではないか。どれもこれも、塔神教会の大聖堂が子供の砂遊びに見えるようなものばかりだ。

（す……げ、ぇ…………）

　間近に迫ってくる建築物群に目を奪うばわれるが、感動する意識そのものも薄うすれ始めた。

　かつては隆りゆう盛せいを誇ほこっていたであろう大都市だが、海に沈んだ今は墓標の群れのようだ。水面から差し込む陽光も、何やら魂たましいを手招きするかのように揺らめいている。

（……か……かっこ……わり、い………………？）

　視界が暗くなり始めた矢先、その片かた隅すみをゆらりと何かの影が通り過ぎた。さっそく鱶ふかか旗魚かじきの類でも寄って来たのかと思ったが、ふわりと正面に回り込んできた影の正体を目の当たりにし、ヴィルはほんの僅かだけ死に掛けているのを忘れた。

（…………天使……？）

　背に透明な翼を生やした、はっとするほど綺き麗れいな女性だった。ゆらゆら揺蕩たゆたう黒くろ髪かみの合間から、曇くもりのない大きな瞳がヴィルを映す。

（…………お迎むかえがあるなら天国じゃなくて地じ獄ごくからだと思ったんだが、な……）

　まじまじと覗のぞき込んでくる天使に笑えみを返した直後、ヴィルの意識はぷつりと途と切ぎれた。




※　※　※




　ヴィルと蒼髪碧眼の少女が《塔》トゥリスの瑞兆の光に包まれて消えた後、塔神教会は上を下への大騒ぎとなった。当然だろう。教会騎士でその名を知らぬ者のない『白刃の死神』があれだけの騒さわぎを起こして姿を晦くらませたのだ。

「それでも、騒ぎの元が消えてくれたのは僥ぎよう倖こうだ」

「いっそ神アルケーの罰ばつが降って消え去った、と説明するのはどうか？」

　額を突つき合わせた十二聖家の当主たちを部屋の隅すみで眺ながめ、エリザは心底嫌いや気けが差した。誤ご魔ま化かしに誤魔化しを重ねる教会の代表たちから逃にげるように会議室から抜け出す。

　協会本部は静まり返っていた。緘かん口こう令れいと非常事態宣言が発せられ、司祭も騎士もみな自室待機している。

　反対に、聖都そのものはお祭り騒ぎのただ中にあった。間を置かず見られた《塔》トゥリスの『瑞兆』に、聖都の住人たちは昼も夜も徹てつして《塔》トゥリスと神アルケーへの祈りを注いでいた。

　――自分はこれから誤魔化しの片棒を担ぎ続けるのか？

　ほんの少し前まで胸にあった『教会を浄じよう化かする』という熱い思いは、いまやすっかり冷め切っていた。元から誤魔化しであったものに善も浄もありはしない。

　エリザの足は、自然と《塔》トゥリスへと向いていた。

　ヴィルが穴を開けた禁足地への扉の前には警備が付いていたが、エリザが一言命じると何も知らない騎士は素す直なおに通した。

「…………」

　エリザは《塔》トゥリスを見上げた。特別な意図や目的があってきた訳ではなかったが、

「…………ぅ……」

　胸が苦しくなる。自分の胸中などとっくに空っぽだと思っていたのに、まだきりきりと痛みを発するものが残っていた。ぼろぼろと涙なみだが零れ出し、目をきつく閉じる。

「……なんで、あの手を取れなかったんだ……なんで！」

　エリザはようやく気付いた。自分が何一つと選んでこなかったことに。

　だからヴィルに憧あこがれた。何もかもを自分で選ぶヴィルがとてもまぶしく見えたからだ。

　だから彼に惹ひかれ――彼に選ばれたかった。

　それが手を伸ばせなかった理由だった。手を引いてもらうのを待っているだけの夢見がちな子供。それが自分の正体なのだと思い知り、エリザは自分のあまりの不甲斐なさが悔くやしくて、腹立たしくて、嫌で嫌でしょうがなくなっていた。

「……私こそ、誤魔化しの塊かたまりじゃないか……」

　エリザは《塔》トゥリスの壁面を殴なぐりつけた。それはただの苛いら立だち紛まぎれだったが――




〝――アクセス認証――登録番号なし。新規利用者と認識。意思確認。本システムを使用しますか？『肯定』ですか？『否定』ですか？〟




　頭の中に声が響く。

　はっと目を開けて見上げれば、《塔》トゥリスが淡あわく光り輝き始めていた。




〝――意思確認。本システムを使用しますか？『肯定』ですか？『否定』ですか？〟




　声ならぬ声が、再度エリザの意思を問う。

　思わず手を離はなそうとして――

「…………もう、待つのも逃げるのも、いや、だ……！」

　輝きを放つ《塔》トゥリスを、エリザはきっと涙混じりに睨み上げた。

　その輝きは、まるで何かを問い掛かけているようにエリザは感じた。『さぁ、どうする？』と、聞き覚えのある誰だれかさんの声が聞こえてくるかのようだった。

「……ヴィル、私は、お前を……！」

　決意を込めて呟いた瞬間、右手の甲こうにちりっと熱を感じた。見ればそこには、痣あざとも刺青いれずみとも付かぬ紋もん章しようが、いつの間にか刻まれていた。




〝――接続希望者の意思確認を終しゆう了りよう。新規番号Ｃ-一◯五五九◯七番を登録認証イニシエーシヨンしました。至高黒体制御システム《ザ・ウォーカー》を起動します。――はじめまして。どうぞ、よい旅を――〟








THE WORLDS WALKERS’ CHRONICLE

World:1〈Un-Lost World〉 Closed.









第二部　海に立つ《塔タワー》







第一章　海身人ウミビト







１




「………………うわぁぁぁぁあああああああああああああああああっ！」

　ヴィルは悲鳴を上げながら勢い良く起き上がった。脳のう裏りに蘇よみがえる落下の恐きよう怖ふと沈ちん没ぼつの喪そう失しつ感から体中を触さわったり引っ張ったりし、生きているらしいと納なつ得とくしてようやく出しっ放しの悲鳴を止めた。

「……死んだかと思った……」

　もしかしたら死んでいるのかも知れないが、死んだ後の霊れい魂こんだか幽ゆう霊れいだかがダルいだの痛いだの暑いなどと感じるとは聞いたことがない。一ひと先まず自分は生きているのだと結論付け、ヴィルは周囲を見回した。

　簡素な作りの小屋だった。天てん井じようの梁はりや柱が剥き出しで、壁の板も木材そのままだ。けれど不思議と粗そ末まつな印象がしないのは、明かり取りが大きく風通しも良いからなのと、何より掃そう除じが行き届いているからだろう。棕しゆ櫚ろの葉を重ねたような簀す垂だれの掛かった窓から、波の音と、潮の匂においが強く香かおる。海の近くのようだ。

　自分は板敷きの床ゆかに敷かれた、麻あさを重ねたような敷物の上に寝ねかされていたらしい。

　さらに見回すと、土間と床の陰かげに何者かが蹲うずくまっているのが目に入った。ちらちらと顔を覗かせてこちらを警けい戒かいしているようだが、考えてみれば突然大声を上げて飛び起きたのだから吃びつ驚くりもするだろう。

　状況を考えれば、自分を助けてくれた人物だろう。ヴィルはにこやかに笑いかけた。

「あー……驚かしてすまない。取って食ったりしないから出てきてくれ」

　語りかけてから、果たして言葉が通じるだろうかと疑問が浮うかぶ。

　あの《塔》タワーに触れて光に溶とけたように吸い込まれて吐はき出された感覚と、何より未いまだ感じたことのないじっとりとした空気が、ここが別の世界なのだと告げていた。

　少なくともこの家屋の作りは、ヴィルがまったく見た事がないものだ。

「……ほ、ほんとに乱暴しないですか……？」

　土間に蹲うずくまる誰かさんが返してきたのは、ヴィルのよく知る言葉だった。だが、よく知る言葉と全く知らない言葉が二重に聞こえるような違い和わ感かんがある。まるで時間差なしの翻ほん訳やくを同時に聞いているような感覚だったが、

　――まぁ、分かるんならイイか。

　ヴィルは突とつ然ぜん備わった翻訳能力をあっさり受け入れ、怯おびえる相手に力強く頷うなずいた。

「乱暴なんてしないしない。命の恩人にそんな事したら、あの世でお袋ふくろに蹴けっ飛ばされる。だからほら、立ってくれ。そんな風にされたら礼も言えないだろ？」

「……うん」

　答えて立ち上がったのは、ヴィルよりも一回りほど幼い、十三歳ほどの少年だった。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみで、綺麗に日焼けした小麦色の肌をしている。

　身に着けているのは袖そでの短い麻のシャツに、丈たけの短いズボン。簡素極きわまりない装いだがシャツにもズボンにも色とりどりの刺し繍しゆうがしてあって鮮あざやかだ。

　利発そうな顔にまだすこし警戒を浮かべる少年に、ヴィルは姿勢を正して頭を下げた。

「ありがとう。助けてもらった上に寝床まで用意してもらったようだ。命の恩人だ。重ね重ね感謝する」

「あっ、いえ……あ、頭を上げて下さい！」

　少年が慌てた声を出す。素直に頭を上げると、ヴィルは続けて自己紹しよう介かいを始めた。

「おれの名前はヴィルだ。君の名前は？」

「あ、はい。ぼくはアルといいます」

「アル、だな。ありがとう、アル。助けてくれて、本当に感謝している」

「い、いいえ……えっと、そもそもあなたを助けたのはぼくじゃなくて……」

　とそこに、外から軽快な足音が響いてきた。ヴィルとアルが視線を向けた先で、土間の出入口に扉代わりに吊つるした布がバッと勢い良く捲まくられる。

「ただいま、アル……って、あんた、目が覚めたんだ！」

　新たに姿を見せたのは、ヴィルと同年代と思おぼしき少女だった。

　ゆるく波打つ黒髪に、ぱっちりと開かれた大きな瞳が印象的な少女だった。とても闊かつ達たつな印象があるのは、はっきりした面おも立だちが浮かべる明るい表情もあるが、いかにも活動的な身体付きとその仕草によるものだろう。

　すらりと伸びた四し肢しに、腹部は程ほどよく引き締しまって躍やく動どう的てきな起き伏ふくを見せている。その一方でふくよかさを見せる胸には下着めいた胸当てが巻かれ、まろやかな腰こし回まわりには鮮やかに染そめ抜かれた腰布を紐ひもで縛しばって吊っている。かなり開放的な格好ではあるが、彼かの女じよの振りまく陽性の空気故ゆえかいやらしい感じはない。

　少女は履はいていたサンダルに似た履物を放り捨てるように脱ぬぎ放ち、居間に上がって膝ひざ立ちで躙にじり寄るようにヴィルの顔を覗き込んだ。

「あんた、どっか痛いとこはない？　というか、雷かみなりと一いつ緒しよに降ふってくるってどういうこと？　あんたって何者？」

　少女は大きな黒瞳を興きよう味み津しん々しんに輝かし、矢や継つぎ早に質問を浴びせかけて来る。

　ヴィルがどう答えたものかと迷っていると、少女のサンダルを回収して行ぎよう儀ぎよく並べたアルがため息混じりに口を開いた。

「……姉さん。そんなに一度に質問したら駄だ目めだよ。ヴィルさんはたった今目覚めたばかりなんだから」

「そうなの？　けどアルはもうこの人の名前知ってみたいじゃない？」

「ちょうど自己紹介したところだったんだよ……姉さん、この人はヴィルさん。ヴィルさん、こっちがあなたの本当の命の恩人です。ぼくの姉の――」

「アマラだよ。よろしくね、ヴィル？」

　闊達な少女は弟を遮るように自己紹介し、茶目っ気たっぷりにウィンクした。

　いきなり呼び捨てにされたヴィルだが、珍めずらしいおもちゃを見つけたようなアマラの楽しげな顔に、この少女とは気が合いそうな気がして口元を緩めた。
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「ああ、よろしくな、アマラ」

「うん、よろしく。ところで、もう歩ける？　ヴィルが目を覚ましたら、島しま長おさが話したいって言ってたんだけど？」

「姉さん……丸二日寝ねてた人にそんないきなり……」

　明るく闊達だがせっかちな姉に、年の割に落ち着いた弟が苦言を呈ていす。

「問題ない。おれもいろいろ訊ききたいことがあるしな」

　そう言ってヴィルは立ち上がった。二日も寝入っていたらしいが、腹が空いてるだけでこれといって不都合も見当たらない。

「うん、なら行こっか！」

　アマラは立ち上がると土間の履物を突っ掛けて小屋を出てゆく。アルも苦く笑しようしてそれに続く。

　ヴィルも姉し弟ていに続いた。土間にはヴィルのブーツも置かれていた。ブーツを履いて出入口の布を捲ると潮の香りがより強まる。

　予想通り、小屋の外からほど近くに海が広がっていた。白っぽい色の苔こけむした岩場が、ちょっとした堤てい防ぼうのように海と陸の境界を区切っている。

　ぐるりと周囲を見回す。

　どうやら姉弟の家は、小さな半島めいたでっぱりに建っているようで、他に建物は見当たらない。兄弟たちが向かう先には本島と呼ぶべき大きな土地に、黒々とした森がこんもりと鎮ちん座ざしていた。

　ヴィルは二人を追おうとして、ふと違和感を覚えてもう一度周囲を見回した。

「…………？」

　そもそもが海を見慣れていないので、果てのない水平線や白い雲といった見るものすべてが珍しくはあるのだが、それでもやはり何か違和感がある。いったい何が気になるのかと今一度ぐるりと身体を回転させ――ようやく違和感に気付いた。

　波の大きさが違ちがう。アマラたちの小屋の建つ半島を根元側から見た時、左側の波が右側の波に比べて明らかに激しく大きい。風向きの影えい響きようではなさそうだ。

　そう思って島の端はしを辿たどって行くと、ここから見える島の端から白い波が尾おを引いていた。あたかも船の航こう跡せきのようだ。

「気付いた？」

　ヴィルの反応を見ていたアマラが感心したように言った。

「陸に住んでる人は『浮ふ流りゆう島じま』のことを聞いてはいても、いざ連れて来られてもすぐに実感はし難にくいみたいなんだけど」

「浮流島……この島は……浮かんでる、のか？」

「うん。細かいことは、あたしの自じ慢まんの弟が説明します！」

　姉に背中を押され、アルが苦笑混じりに説明を始めた。

「この島――浮流島は、特とく殊しゆな珊さん瑚ごの上に形作られた島なんです。ぼくらは『シマサンゴ』と呼んでいます。多くの珊瑚は海底の岩場に定着するんですが、シマサンゴは海上に浮きながら回遊し、生きている限りどんどん面積を広げて成長するんです」

「へぇ……！」

　ヴィルは目を輝かせ始めた。もともと未知の物に強く惹かれる性質だけに、この見たことも聞いたこともない『生きている島』に好こう奇き心しんが大いにそそられる。

　ヴィルは改めて、自分がいま立つ『浮流島』とやらの全景を眺めた。

　かなり大きな島だ。岩場が連なる海辺から少しして草木が生えはじめ、徐じよ々じよに大きな森を形成してゆく。そして森の向こうから、煮に炊たきのものと思われる煙けむりがいくつか上がっていた。

「ちょうど昼時で人も集まってるだろうし、ヴィルをみんなに紹しよう介かいしないとね」

　アマラはくるりと背を向けて歩き出し、アルが慌てて続く。眺めていて微笑ましい姉弟を、ヴィルも足早に追っていった。

　姉弟の少し後ろを歩くヴィルは、前を歩くアマラの背中をしげしげ眺めた。ほとんど剥むき出しの健康的な背中をじっと見つめていると、視線に気づいたアマラが「ん？」と首を傾げつつ振ふり返かえる。

「どうかした？　あたしの背中に何か付いてる？」

「いや……溺おぼれて助けてもらった時、天使を見たように思ったんでな」

「テンシ？」

「この世界には馴な染じみがないか。背中に翼が生えた神の使いだ。多分九死に一生で、感激のあまり幻まぼろしを見たんだろうな」

　そもそも翼を持った天使が海の中に居るというのも不似合いだ。

　ヴィルが苦笑していると、アマラは表情をきょとんとしたものに変えて言った。

「幻も何も、それはあたしだけど？」

「いや、アマラに助けてもらったのは疑っちゃいないさ。ただ翼が生えてるように見えるなんて、おれも意外と信心深かったんだと思っただけで――」

「だから、それがあたしだって」

「……ん？」

　今度はヴィルが首を傾げる番だった。

「あ、そっか。ヴィルは『ウミビト』を見たことがないんだね。なら、見せてあげる」

　アマラはそう言うと腰布を解き、履物と一緒にすぐ横のアルへと放った。すらりと伸びた両足ですぐ側の岩場にさっと駆かけ上がり、さしたる準備もなく海へと飛び込む。

「おいおい？」

　一体何なのかと、ヴィルも岩場に登って海を見下ろした。

　海中には、ヴィルが『この世界』にやって来た時に見た、あの高度な街並みの影かげがぼんやりと浮かび上がっていた。波間に揺らめくその様は、まるで陽炎かげろうか蜃しん気き楼ろうのようだ。

　そんな幻げん想そう的てきな水底を背景に、すらりとした人影が滑なめらかに移動している。ヴィルもそこそこ泳げるが、その影の速度は魚さながらだ。何より、潜せん水すい時間が長い。すごい肺活量だと感心したところで、海中を走る人影が水面へ飛び出した。

　水面に飛び出したアマラが晴れ晴れと気持ちよさそうに首を振ると、黒髪が踊おどり、弾はじかれた水すい滴てきが陽光に輝いて宝石のように彼女を飾かざる。それだけでも人目を引く光景だったが、ヴィルの視線を釘くぎ付づけにするのはアマラの背中だった。

　アマラの肩けん甲こう骨こつ付近から、先ほど見られなかったものが生えていた。ヴィルが海中で気絶間ま際ぎわに見た、あの透とう明めいな翼だ。陽光の下で確認すると、それは翼というよりは『鰭ひれ』に近いもののようだった。半透明の膜まくが複雑な虹にじ色いろに光を反射している。

　濡ぬれた髪を掻かき上げる彼女の手にも、いつのまにか水かきのような膜が備わっていた。

「……どう？　これが『海身人ウミビト』だよ」

　水に飛び込むとともに人間にはある筈はずのない器官を露あらわにした少女が、「どうだ」と言うように両手を広げた。

　しかし当のヴィルは、ぽかんと口を開いたまま眺めることしか出来なかった。

「……むぅ。黙だまり込んでどうしたの？」

　言葉を発しないヴィルに、アマラが不満気に唇くちびるを尖とがらせた。

　だが、無理もない。想像の埒らち外がいであることもあるが、

　――こんなに綺麗な生き物がいるのか……

　ヴィルの胸中に湧わき上がる感情を言葉にすれば、そんな風になるだろうか。

　そう、ヴィルは感動しているのだった。

　――彼女に会えただけでも、《塔》タワーを登った価値はある。

　沈んだ街、浮かぶ島、透明な翼を生やした少女――此こ処こが『別の世界』なのだという確かな実感。そして、およそ旅人や冒ぼう険けん者しやというような者たちが求めてやまない〝まだ見たことのない綺麗なもの〟を目の当たりにした興奮。ヴィルの口元がどんどん緩ゆるみ、そしてとうとう爆ばく発はつしたように笑い声を吐き出した。

「は、は、ははっ！　すげー！　すげぇぞこいつは――ッ!!」

　突然笑い出したヴィルを、波間のアマラがきょとんと見み詰つめた。




２




『この世界』には二種類の人間が居るのだと姉弟は――主にアルが――ヴィルに説明した。

　陸に適応した『陸躯人リクビト』と、水中で鰭き翼よくを生やし自在に泳ぐことの出来る『海身人ウミビト』と。

　海を浮流島と共に旅し、陸にはない海産物を生産し、各地の陸躯人リクビトと交易を行うのが海身人ウミビトであるという。

「つまり浮流島の海身人ウミビトは、生まれながらの行商キヤラバンなんだよ」

　鰭き翼よく――背中の透明な翼をしまったアマラが、胸を張って誇らしげに説明を締める。

　森を横切ると、そこには港が作られていた。

　浮流島を構成するシマサンゴを削けずって作られた船着場には、二隻の帆はん船せんと、漁船と思しき数隻の小型船が停てい泊はくしている。その周りには、アマラとアルの家と似通った簡素な作りの家が並び、魚の干ひ物ものや海かい藻そうが吊られて乾かわかされ、軒のき先さきの各所で石を積み上げた簡単な竈かまどで昼食の用意がなされている。

　アマラたちが近寄って行くと、魚の切り身を挟はさんだサンドイッチらしきものを摘つまんでいた、いかにも海の男といった屈くつ強きような男が顔を上げて声を掛けた。

「よう、アマラ。どうしたい」

「観光の水先案内人をやってるのよ。ちょうどいいからそのサンドイッチちょうだい」

　言うが早いか、アマラは網あみに置かれていた熱々のサンドイッチを掴つかみ取ってヴィルに渡わたした。ヴィルは見たことのない、けれど美う味まそうな匂いをさせるサンドイッチを興味深く観察する。やはり二日も寝ていたせいか急速に腹が鳴り出した。

　と、急に静かになったので顔を上げると、周囲の人々がじっとヴィルに視線を注いでいた。敵意はないが、多少警戒するような色が見え隠かくれする。

　ヴィルは「ふむ」と思案すると、手の中のサンドイッチへ豪ごう快かいに齧かじり付いた。

　周囲の人々が「おおっ」と声を上げる。

　サンドイッチを瞬またたく間に平らげると、竈の前の男に軽く頭を下げた。

「ごっそさん。うまかった」

「へへぇ？　『雷人間』だとか聞いてたが、ちゃんと飯を食うんだな」

「もうひとつもらっていいかい？」

「遠えん慮りよがないな」

「うまかったからな」

　ヴィルの言葉に、男はそこはかとなく満足気に鼻を擦こすった。どうやら最初の垣かき根ねはクリアできたらしい。余よ所そ者ものが人の輪に入るのに一番の方法はやはり『郷ごうに入っては郷に従え』だ。この場合は、彼かれらの飯を受け入れられるか。ちなみに、魚サンドが美味おいしかったのは偽いつわらざる本音である。

　男が「ちょっと待ってな」と新しいパンを焼き始めると、

「ちょい待ち。食べるんならこっちにしな」

「いやいや、こっちだ。このあら汁じるを飲みなさい」

　周囲の人々が、好奇心を滲にじませた顔でそれぞれ何らかの食べ物を持って近づいて来た。

「お兄さん、名前なんていうんだい？」

「雷と一緒に落ちてきたって本当？」

「見た目は普ふ通つうの陸躯人リクビトだねぇ」

　わらわらとよってきた老ろう若にやく男なん女によが矢継ぎ早に質問を放つ。生まれながらの行商、生まれながらの海の旅人と言うだけあって、海身人ウミビトたちの好奇心は強いようだ。

「待ってください！　待ってください皆みなさん！」

　わらわらと集まってくる人々へ、アルが大声で待ったをかけた。

「島長にヴィルさんを連れてくるように言われているんです！　話はその後で！」

　受け取った食べ物を咀そ嚼しやくしているヴィルとアマラを、アルは両手にそれぞれの手を掴んで引き摺ずった。物見高い島の人々が、ぞろぞろと彼らに続いてくる。

　ヴィルが案内されたのは、周囲の民家よりもかなり広い建物だった。寄り合い所にも使われているのだろう。布の垂たれ下がった出入口を潜くぐるとだだっぴろい広間があった。

「……来たかい、アマラ」

　その広間の奥おくに、小さな老ろう婆ばがちょこんと座すわっていた。アマラや村人たちの纏う色いろ鮮あざやかな布をローブのように羽織っていて、いかにも重じゆう鎮ちんめいた雰ふん囲い気きだ。

「島長様。ヴィルを――空から降ってきた人間を連れてきたよ」

「ご苦労様……よう来なさった、お客人。失礼でなければ、近くに寄って来てはくれないかい？　見ての通り足あし腰こしがいうことを聞かなくてね。おまけに近ちか頃ごろは目も悪くなった」

「それじゃ、遠慮なく」

　ヴィルはブーツを脱いで広間に上がった。アマラとアルがそれにくっついてゆく。村人たちは出入り口付近で様子をうかがう。

　老婆――島長の前には、三人分の敷物が用意されていた。真ん中にヴィルが座り、その両側にアマラとアルの姉弟が腰を下ろした。

　島長は皺しわに隠れがちな目をおっちらと開き、正面のヴィルをじっと見詰める。

「……ヴィル殿どの、といったかな。失礼でなければ、右手を見せてもらえないかね？」

　ヴィルはぴくりと片眉を上げた。だが何も言わず、老婆へと右手を差し出した。

『前の世界』で巻いていた布切れはどこかへ行ってしまい、刺青めいた痣が顕あらわになっている。気のせいか痣は以前より濃こく浮き上がって、はっきりと紋章めいたものになっていた。

　ヴィルの差し出した右手の紋章を眺め、島長は納得したように何度も頷く。

「なるほど……『空から雷とともに落ちてきた』と聞いていたからもしやと思ったが……あなたは『別の世界』からいらっしゃったようだな、ヴィル殿」

　島長の言葉に、ヴィルは薄く笑い、アマラとアルは首を傾げた。

「……島長様、『別の世界』って、何のこと？」

「言ったままじゃよ、アマラ。こちらの御ご仁じんは、儂わしらの住む『この世界』とはまったく別の――『異世界』からいらっしゃった御お方かたじゃよ」

「異世界って……まさかそんな……」

　アマラとアルが複雑な表情でヴィルと島長の顔を眺め回す。

　一方でヴィルは、島長の説明にますます笑みを深めた。

「――婆ばあちゃんは、おれみたいな奴やつを他にも知ってるんだな？」

「儂が知っておるのは、お前様の手に刻まれているのとよく似た紋章を持った者じゃ。昔、危ないところを救われてな。その者は、自らを〈移行者ウオーカー〉と名乗っておった」

「〈移行者ウオーカー〉……〝移りて行きし者〟、か。なるほどな」

　言い得て妙みような名前に、ヴィルは感心したように頷いた。

「婆ちゃん、おれはまだ〈移行者ウオーカー〉の初心者なんで、いろいろ訊きたいんだが良いかい？」

「儂に答えられることならなんなりと」

「それじゃさっそく……おれみたいな〈移行者ウオーカー〉ってのは、けっこう居るものなのか？」

「さて、な。儂もそれなりに永く生きているが、会ったのは十年前に一度きりじゃ。それもなかったら、『別の世界』だなどと考えもしなかったろうね」

「その十年前に会ったっていう〈移行者ウオーカー〉は、今何処どこに居る？」

「此処ではない別の世界としか、答えられんな」

「……と言うことは、『この世界』にも《塔》タワーが在るんだな？」

「ある」

　ヴィルはふむと軽く唸うなって考えをまとめた。

『この世界』にも《塔》タワーがある。どうやらあの《塔》タワーは、異世界同士を繋つないで移動する為ためのものらしい。《塔》タワーを使い世界を渡った者は他にも居て〈移行者ウオーカー〉と名乗っており、どうやらその者にもヴィルの右手と同じような紋章が刻まれているようだ。

（つまり紋章こいつは、《塔》タワーを使った証明というか、手形みたいなものか……？）

「生まれ付きのものだ」と言っときながら大事なことを墓の下まで持っていった母の、面おも白しろがる笑え顔がおが頭に浮かぶ。

　ヴィルは母の面影を振り払はらい、顔を引き締めて一番重要な問いを発した。

「……おれは『この世界』に、もう一人の道連れと一緒にやって来たんだ。蒼そう髪はつ碧へき眼がんの女の子なんだが、その子のことは知らないか？」

「さて……儂らが掬すくい上げたのはお前様だけじゃ。……これこれ、そう早とちりするでない。その女の子の事は知らぬが、手て掛がかりはちゃんとあるよ」

　島長はそう言ってアマラに顔を向けた。話を振られたアマラは、勢い良く振り向いたヴィルに若じやつ干かんびっくりしながら口を開いた。

「えっと……ヴィルを落っことしたのとは別に、もう一つの稲いな妻ずまも落ちたの。距きよ離りと方向からして、島が密集してる島とう嶼しよ群ぐんに落ちたハズで……その子もよほど運が悪くない限りはどっかの島に泳ぎつけてると思うけど……」

「……そうか」

　海のど真ん中にミュートが落ちたという最悪の可能性はなさそうだ。たとえ大地に落ちたとしても、彼女と初めて遭そう遇ぐうした経験からして大した事はないだろう。無事という確証はないが、無事の確率が大おお幅はばに高まり、ヴィルはひとまず胸を撫なで下ろした。

「……その島嶼群には、どうすりゃ行ける？」

「心配しなくても、この浮流島を運ぶ海流がすぐ側だから、今こうしてる間にも向かってるよ」

「《塔》タワーにも、な。《塔》タワーへの通り道に、その島嶼群もある」

　島長が付け加えた。ヴィルが向き直ると、老婆は安心させるように頷いた。

「あと十日ほどして件くだんの島嶼に近付いたら、儂らは商あきないのために船を出す。その船に乗って行くと良い」

「……感謝する」

「何、困ったときはお互たがい様じゃ。……これは〈移行者ウオーカー〉の受け売りじゃがな。お主も何か目的があって旅をしておるのじゃろう。目的地に着くまで、ゆっくり見物するといい。客人としてもてなすよ」

「気持ちはありがたいが、タダ食いは趣しゆ味みに合わない。すでに命も助けてもらって寝床も貸してもらった。何か手伝えることがあれば手伝わせてくれ」

「ほぅ？　若いのに感心じゃな。村のことはアマラとアルにお聞き」

　ヴィルは島長に頭を下げて立ち上がろうとし――ふと思い出したように手を叩たたいた。

「そうだ、もうひとつ訊きたい事があった。もしかしたらその〈移行者ウオーカー〉の男とおれって、顔似てなかったかい？」

「そうさの……似てるといえば似てるかの。もっともあの男は髪かみも髭ひげも伸のびっぱなしじゃったから確かなことは言えんが」

「ふぅん……じゃ、あともうひとつ。そいつとおれ、どっちがイイ男だった？」

「……イイ男、ねぇ」

　島長はくっくっと肩かたを震ふるわした。

「ふふ、そうさな……もう少し渋しぶみを増したら、儂好みのイイ男かも知れんな」

「そいつは残念」

　ヴィルは苦笑し、礼を言って立ち上がり踵きびすを返した。アマラとアルが慌あわてて後を追う。

　出入口では、ヴィルと島長のやりとりを聞いていた村人たちが「むむぅ」と唸って首を傾かしげていた。

「……異世界人？」

「そんな奴が本当にいるのか？」

「しかし島長様の言葉だしな……」

　半信半疑な視線が集中し、ヴィルは肩を竦すくめて苦笑した。

「――お望みとあれば、昼飯のお礼代わりに話ぐらいは披ひ露ろうするけど？」

　ヴィルは手近な軒先のベンチを借りて座って身の上話を披露した。はじめは人々も疑わしげな顔をしたが、虚きよ実じつはともかくヴィルの話術もなかなかのもので概おおむね好評に受け入れられた。とくに獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアとの戦せん闘とうなどは、幼い子供たちにはとても好評だった。

　やがて昼も過ぎ、思わぬ話で好奇心も満たした人々は仕事へ戻もどっていった。

「ほんとに口が上う手まいのね。こんなにたくさん食べ物せしめて」

　ヴィルの膝の上の食べ物の小山を眺ながめ、隣となりに座ったアマラが感心半分呆あきれ半分な顔になる。魚の干物を齧りつつ、ヴィルはにやりと笑い返した。

「どちらかと言うと押おし付けられた感じだがな。いやはや、ここは良い所だな。気の良い連中ばっかりだ。遠慮がないのも実におれ好みだ」

「海で生きるんなら、下手な遠慮なんてするだけ無む駄だだもの」

　ブラブラとしなやかな足を揺ゆらしてアマラが言った。

「海は気まぐれ。海鳥だって大波に飲まれて溺れることがある。与あたえてくれる幸さちが多いだけ、奪うばってくものもてんこ盛り。だから海身人ウミビトは遠慮なんてしない。いつも真っ直すぐ、心残りだけはしないよう気持ちよく生きる。それが海身人ウミビトの誇ほこり」

「気持ちよく生きる、ってのはおれも賛成だな」

「でしょ？」

　アマラはにぃと笑った。ヴィルも似通った笑えみを返す。そんな二人を、アルが感心したように眺めた。

「はぁ……姉さんとここまで話の合う男の人もはじめてだ」

「そうなのか？　お前の姉貴ほど話しやすい相手はいないと思うがな」

「うちの姉さんはその……明けっ広げ過ぎて男の人が近寄ってこないというか……」

「アルぅ？　姉に向かってその言い方はなに？　まるであたしが男旱ひでりみたいに！」

「いたい！　ごめんなさい姉さん！」

　アルが頭をグリグリしだす姉にしきりに謝あやまるが、アマラはなかなかお仕置きをやめようとしない。むしろ本気で嫌いやがるアルが不満らしく、アマラはさらなる力を込めて弟を締め上げる。そうすると、弟はますます抵てい抗こうする。アマラは気付いていないが、アルは姉の胸が当たって恥はずかしくって堪たまらないのだ。そんな男の子の微び妙みような羞しゆう恥ち心しんを、明けっ広げな姉は斟しん酌しやくしない。

　仲睦むつまじい姉弟のじゃれ合いを、ヴィルは和なごやかに鑑かん賞しようした。

「あっ、いたいた！」

「アマラったら、またアルくんを虐いじめてるし！」

　通りの向こうから、アマラと同じような格好をした同年代の少女たちが近寄ってくる。

「おっと、あたしも仕事の時間ね。アル、お仕置きの続きは帰ってきてからね。覚かく悟ごしとくように。ヴィルは適当に観光しといて」

　アマラはそう言って立ち上がると、少女たちと合流して船着場の方へと歩いて行った。

　彼女らを見送り、ヴィルは肩で息をするアルの背中をぽんぽんと叩いた。

「お疲つかれ様、男の子」

「……姉さんはいつもああなんです。自分が女だっていう自覚があるのかないのか……」

「なるほどね」

　年頃の娘むすめがああも異性に対して垣根がないと、男としては『意識されてないのかしらん』と肩透かしを食らった気分だろう。

「んで、賢い弟くんは姉貴がそんな風なのは自分を気き遣づかっているんじゃないか、と気にしてるワケか」

「……分かります？」

「ま、おれも似たようなことを考えてた時期があるからな」

「……それで、ヴィルさんはどうしたんですか？」

「さっさと独り立ちしようと無茶やらかして、トラウマものの折せつ檻かんを受けたよ」

　幼い日の記き憶おくを懐なつかしく笑い、ヴィルはアルの頭を撫でてやった。

「気にするな、とは言わないが、姉貴はちゃんと納得尽ずくでそうしてるんだよ。お前が思ってるほど、年長者ってのは何も考えてないわけじゃないさ」

「……ヴィルさんも言うほどぼくと歳が変わらないじゃないですか」

　まだ納得出来かねる様子だが、それなりに心が軽くなったようだ。アルはすこし勢いをつけて立ち上がった。

「ぼくもこれから仕事です」

「へぇ。何をするんだ？」

「魚を捌いたり干したり……そんな細々とした仕事ですね」

「そのくらいなら邪じや魔まにならない程度には手伝えるかな。おれも一緒に働かせてもらえるか？」

「人手はどこも足りないから大助かりでしょうけど……いいんですか？」

「一方的に世話になるのは座りがよろしくないからな」

　パンパンと尻しりを叩いて立ち上がると、ヴィルはアルに先導されて加工場へと向かった。歩きながら観察するが、浮流島の村で行われる仕事は、さほどヴィルの知る漁村と変わらない。ただし、養殖の生け簀などで働く人々は鰭き翼よくを生やした海身人ウミビトたちで、作業効率は桁違いのようであったが。

「……正直なところ、姉さんがヴィルさんを連れてきた時はとても驚おどろいたんです」

　アルが漏もらした言葉に、ヴィルは視線を前を歩く少年の背に移動させた。

「父さんと母さんが大おお時し化けで亡なくなってから……姉さんは大人に交じって働き始めました。それから姉さんには浮いた話なんてほとんどなくて……そんな姉さんが男の人を連れてくるなんて、ほんとうにびっくりしました。……ヴィルさんって、ほんとうは何者なんですか？」

　まじまじと見詰めてくる少年に、ヴィルは笑って肩を竦めた。

「さぁ、な。――それを知ってるような奴は、雷と一緒に落ちてなんてこないさ」
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「ねぇねぇ、アマラ。さっきの陸躯人リクビトが、アマラが助けたっていう『雷人間』なのよね？」

　狭い船上で、仕事仲間の少女たちが興味津々な視線をアマラに注いでいた。

　アマラの仕事は主に漁だ。外洋のど真ん中ではあるが、海身人ウミビトは『仲間の声』を聴き取って魚の群れを追う。大網を広げて魚の群れを捕とらえるには仲間の連れん携けいが必要不可欠であるが、その仲間たちのあまりのしつこさに、アマラは今日の漁が上手くいくものか不安になりつつあった。

「……獲え物ものはもうすぐ近くだよ？　みんなもうちょっと集中しないと」

「だってだってアマラが男の人に興味を示すなんてはじめてだもの」

「説明してくれなきゃ気になっちゃって集中できないわ」

　ずずいと寄ってくるのは、アマラより一つ二つ年下の少女たちだ。いつもなら同い年のリーダーに助けを求める場面だが、生あい憎にくと彼女は身重で島に残っている。おかげで前リーダーの新婚生活を肴さかなにしていた少女たちは、新しいリーダーに狙いを変えていた。

「それで？　あの男の人って何者なの？」

「さぁ……何者なんだろうねぇ」

　曖昧な答えに仲間たちが不満顔になるが、アマラだってよく分からない。雷とともに何もない空中に突然現れるのを目撃したが、さりとて『異世界人』といってもぴんとこない。

「……よく分からないのに家に置いてあげてるの？」

「だって助けたのはあたしだし。助けた手前、ちゃんと面めん倒どうみてあげないと」

「それだけ？」

「それだけって……どういう意味？」

「あのひと、けっこうカッコ良かったじゃない」

「ああいうのがアマラの好みだったのね」

「好みって……別にそんなんじゃないって。たしかにちょっとは見た目が良さそうだけど、いかにも曲くせ者ものっぽいし」

「またまた～。そういうのがいいんでしょ？」

　仲間たちが浮うかべる生温かい微び笑しように、アマラは背中が痒かゆくなってきた。

「なんならアルくんを一晩預かってあげようか？」

「むしろアルくんをくれない？」

「やらんわ！　いい加減にしろ！　ほらほら、さっさと準備するよ！」

　さすがに付き合ってられず、アマラは居い心ごこ地ち悪い視線を振り切るように海の中に飛び込んだ。

　海の中で、アマラは海身人ウミビトの姿を現した。背に鰭き翼よくを生やし、手足の指の間に膜が備わる。両足を揃そろえて水を掻き、鰭き翼よくで姿勢を制せい御ぎよしながら海中を進み始める。

　淡い青色の向こうに視線を定めると、黒っぽい靄もやのようなものが見えた。魚の群れだ。その後ろには数すう匹ひきの大きな影かげもある。海身人ウミビトにとって持ちつ持たれつの仲間である海豚イルカたちだ。陸躯人リクビトには聞こえない彼らの声が『用意しろ』とこちらに訴え掛かけている。

　アマラが背後に向き直ると、仲間たちも海に飛び込んで用意をしていた。彼女らの持ってきた網の端を受け取り、四方に散るように泳いで網を広げる。

　魚の群れが待ち構える海身人ウミビトに気付いて方向転換しようとするが、海中の猟犬として追い立てる海豚イルカたちがそうはさせじと逃げ道を狭める。それを見て取ったアマラたちも、滑らかな泳ぎで構える網の位置を変えた。

　舌打ちに似た音による指示で仲間たちを誘ゆう導どうしながら、アマラはふと助けた『異世界人』の事を考えた。

　――確かに、なんで家まで連れて行ったのだろうか。

　助けた自分が面倒を見るべきという責任感は確かにあるが、島長と話していた島の寄り合い所に置いてやっても良かったはずだ。そうした方がいいだろうという忠告ももらっていた。なのに自分は、けっこう強引に家まで引っ張っていった気がする。

　網を引き上げ、大漁に貢献してくれた海豚イルカたちに手付金代わりのご褒美を投げながら島に帰る間、アマラは内心首を傾かしげた。

　島に戻って早々にそそくさと仲間たちから逃げ、アルの働く加工場へ向かう。魚を捌さばくのは主に老人と子供たちの仕事だ。仕事納めの時間になると子供たちの遊び声がやかましく響ひびくのだが、今日は一風変わった音が鳴り響いていた。干物用の網棚や燻くん製せい用ようの竈を横切りながら加工場の裏手へ顔を出すと、棒きれを手にした子供たちが一人の少年へ一いつ斉せいに襲おそいかかっていた。

「ほれほれ、もっと声を掛け合って連携しろ」

　笑いながら子供たちをあしらっているのは、件の『異世界人』であるヴィルだ。棒きれがぶつかり合う音は意外と強く、ときどき見られるごっこ遊びと違って、子供たちはかなり本気のようだ。よく見ると、アルまで汗あせを流しながら棒切れを振るっている。

　幼い子供相手とはいえ複数が打ち掛かってくるのを、ヴィルは危なげなく受け止め、それどころか子供たちの同士討ちを事前に止めるように動いている。明らかに手慣れて惚ほれ惚れとする動きに、見物する老人たちも妙にリラックスしていた。

「――と、今日はここまで。ほらほら、母ちゃんたちが迎むかえに来てんぞ」

　気が付けば、加工場の裏手には多くの野次馬が集まっていた。

　ヴィルは息切れしながらも悔しげに向かってくる子供たちの尻を叩いて保護者たちへ方向転換させる。口々に「明日は負けないからな！」と叫さけぶ子供たちを追い返していたヴィルが、ふとアマラに気付いて顔を向けた。

「よう、おつかれさん」

　ヴィルに少し遅おくれて姉に気付いたアルが、勢い込んでアマラの下へ駆け寄よってきた。

「おかえりなさい、姉さん！」

「あ、うん、ただいま、アル……何やってたの？」

「話の流れで、ヴィルさんの腕前を確かめるってことになって。ヴィルさん、すごいんだよ！　あんなに速く動ける人をはじめて見たよ！」

　物静かで大人びたアルが頬ほおを赤らめて興奮している。弟の歳とし相応に無邪気な様子は嬉うれしい半面驚きでもあった。

「そう……そうか。それは良かったね」

「うん！」

　弟の頭を撫で、いつの間にかすぐ近くに立っていたヴィルへ顔を向けて、アマラはちょっと申し訳なさげな笑顔を向けた。

「世話かけたみたいだね」

「ちょうどいいリハビリだ。それにガキどもと遊ぶのは嫌きらいじゃないしな」

　自分こそ子供のように笑い返すヴィルに、アマラは何だか妙に懐かしい気分になった。

「……ああ、そうか」

　と、アマラは納なつ得とくしたようにぽんと手を叩いた。

「そうか、どっかで会ったような気がしたんだ。それで連れて帰ろうと思ったんだ」

「？　何の話だ？」

「ヴィル、昔どっかであたしと会ったことない？」

「残念だが記憶に無いな」

「そうかぁ……うーん、どっかで会ったことあるような……」

　腕を組んで首を傾げ、アマラはうんうん唸りながらヴィルの顔を眺めた。

「……ああ、そういえば雰囲気がミュミュに似てるかも」

「ミュミュ？」

「むかしうちで飼ってた海豚イルカ。人ひと懐なつっこいくせにふらっとどっかに出かけるんだけど、ご飯時にはちゃっかり戻ってきて食い扶ぶ持ちを確保してたの。ものすっごく甘あまえ上手だったんだよね」

「おれはペットの代わりか」

　苦く笑しようして肩をすくめるヴィルに、すっきりしたアマラは快活に笑い返した。
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　浮ふ流りゆう島じまにやって来て三日もした頃には、ヴィルの存在はすっかり馴染みのものとなっていた。もともと一人でも生きていけるようにと多芸であり、生来から手先は器用な方だ。加工場の仕事はすでに問題なくこなしていた。おまけに子供たちと遊ぶうち、島の子供たちのお守り役のような立場に収まっていた。彼こそが誰だれよりも年季の入った悪戯いたずら小こ僧ぞうだから、元気の有り余った生意気な糞くそ餓が鬼きの扱あつかいも手慣れたものだ。

　もっとも、と言うべきか無論と言うべきか、ヴィルを疎む者も少なからず存在した。それは主に若い青年たちだ。新参者がアマラの家に居候しているのが気に入らないらしい。ヴィルの見たところ、海身人ウミビトは全般的に容姿が整っているが、アマラはその中でも一、二を争う美人であった。彼かの女じよ自身が男に興味がなく口説き難にくいと言っても、いざ男の影がチラつけば平静ではいられないのだろう。

「逃した魚はでかい、ってのは何処の世界も同じか」

　中型船のデッキから海を眺め、ヴィルは大いに苦笑した。

「物珍しそうだね？」

　振り向くと、仲間たちに指示を終えたアマラが戻ってくるところだった。甲板で働く若い男たちの視線が鋭するどくなるのを感じ、ヴィルは内心『すまんね』と謝りながらアマラに向き直った。

「もう良いのか？」

「昨日の内に細かい打ち合わせは終わってるからね。それぞれの役割の確かく認にんくらいだよ」

　今日、ヴィルは漁の見学を許されて船に居た。それもただの漁ではなく、鯨漁だ。

　ヴィルのいた世界にも鯨は存在していたが、もちろんながらその漁を目撃したことはない。これ幸いと村の有力者に頼み込み、アマラの口添えもあって見物を許されたのだった。

「確かアマラたちが大網で捕まえて、次に男衆が銛もりで止とどめを刺さすんだっけ？」

「そう。浮流島が鯨の群れとかち合うタイミングは少ないから、鯨漁は海身人ウミビトにとっても大仕事なのよ。鯨を苦しめないようにもね」

「苦しめないように、か」

「傲慢だと思う？」

「いや？　糧になってくれる生き物への最低限の礼れい儀ぎだろ」

　ヴィルとしては、居るかどうか定かでない神様を敬うより、目の前の生き物への敬意の方が数段分かりやすい。

　しばらく漁について話を聞いていると、甲かん高だかい笛の音が響き渡った。アマラが手摺りに身を乗り出して船の前方へ視線を投じる。ヴィルも釣つられて同じ方向へ目を向けると、海豚イルカたちが合図をするように高く水面上へジャンプしていた。

「そろそろみたいだね。それじゃ、あたしは行くね」

「ああ。アマラの勇姿をじっくり見物させてもらうよ」

「あははっ！　ほんとうに調子がいいんだから！」

　アマラはヴィルの背をバンバン叩き、けらけら笑いながら仲間たちの元へ戻っていった。

　ひらひらと手を振ふっていると、何処からともなく「余所者が」と険のある囁ささやき声が漂ただよってくる。ヴィルは澄まし顔で大人しく見物を始めた。

　船の前方に、白い水柱が噴ふき上がる。そのすぐ後、黒々とした巨体が水面に浮き上がった。ざっと見、全長は十メートル強はあるだろうか。姿を見せた鯨に向かい、帆船の群れが有機的な連携で包囲しながら迫せまってゆく。

　やがて水面近くを、鰭き翼よくを生やした海身人ウミビトたちが大網を抱かかえて泳いでゆく。見た目の優雅さもさることながら、その滑らかで素早い水中での動きは、備わった器官が飾りではないことを雄ゆう弁べんに語っていた。

　追い立てられた鯨が網に掛かる。暴れる鯨に巻き込まれないようにと網役の女性たちがぱっと離はなれると、各船が帆を畳んで大網を引っ張り始めた。そうして鯨の動きが鈍ったところで、大銛を携えた海身人ウミビトの男たちが我先にと海へ飛び込んでゆく。

　本当に危険なのはここからだった。何しろ十メートルの暴れる巨体に取り付こうというのだから、水中で素す早ばやく動ける海身人ウミビトたちも命懸けだ。船を操る者も、退避した女たちも、そしてもちろんヴィルも、皆が手に汗あせ握にぎって成り行きを凝ぎよう視しした。

　やがて、大銛を背中に生やした鯨が、真っ赤に染まった海上へ浮き上がった。

　幸いに死人もなく、苦労の末仕留めた獲物に皆が歓声を上げかけ、




「海賊だ――――――――ッッ！」




　見張り役の切羽詰まった大声に、ヴィルの居る船上に一転して緊きん張ちようが走った。他の船も、見るからに慌てふためき始めた。

　鯨を取り囲むのと反対、船の輪の外側へ目を向ければ、不安を掻き立てるような黒煙が棚引いていた。黒煙を立ち昇のぼらせてこちらに向かってくるのは、奇き妙みような船だった。全体が鉄に覆おおわれ、帆の代わりに巨きよ大だいな煙突を生やしている。帆がないくせにすさまじい速度だ。よく見れば、両側舷に巨大な車輪が付いており、それが水を掻いているようである。

「おいっ！　あれは何だ!?」

　すぐ側の青年に問い掛けると、彼は嫌悪と恐きよう怖ふを滲ませた顔で怒鳴り返した。

「海賊艦だよ！　海の嫌われ共だ！　くそっ、鯨に集中してる隙すきに近寄ってきやがった……どけっ、すぐに逃げなけりゃ！」

　青年はヴィルを押し退けて走り去ってゆく。

　周囲の船も降って湧いたような慌ただしさで帆を張り直して回頭し、黒煙を吐く『海賊艦』から逃げようとしていた。苦労して仕留めた鯨もそのまま放り捨てる。

　ヴィルは邪魔にならぬように側舷の隅すみに退避し、しかし状じよう況きようを見定めるべく後部へと目をやった。

　海賊艦は水を掻く巨大な車輪で瞬く間に距離を詰めてくる。鯨を横取りしようとしているのかと思ったが、すぐ横を素通りしていった。そして砲声が鳴り響くと共に、大網が水面へ向かって広がった。海賊艦が放った網は、鯨漁に網を掛けた後退避していた海身人ウミビトの女性たちを捕らえていた。海賊艦は彼女たちを無造作に船上へと引き上げようとしている。

「おい……まさか……！」

　海に出るのが初めてで、おまけにこの世界にやって来て数日のヴィルであるが、目まの当たりにした光景が何を意味するのか類推するのは容易なことだった。明らかにあれは人狩りの――奴隷商のやり方だ。

「おい！　仲間たちが捕つかまったのに置いてくのか！」

　手近な人間を捕まえて詰きつ問もんするが、その男は忸じく怩じたる表情を浮かべて首を横に振る。

「……海賊に逆らっても無駄だ。奴らは海の底から引き上げた武器を使う。俺おれたちに出来るのは逃にげることだけだ」

「――それでイイのか？」

「良いも悪いもない……海賊もさすがに浮流島までは襲ってこない。だから……」

　ヴィルは舌打ちすると、男を手放してデッキの手摺りに足を掛けた。

「おい……お前、何を……？」

「もちろん、助けに行く。幸い、武器もあるしな」

　提げていた方が落ち着くからと携えてきた龍ドラコ・グ剣ラデイウスを叩き、ヴィルは迷いなく言い切った。

「そんな剣けんでどうにかなるもんか！　命を捨てに行くようなもんだ！」

「生憎と命にこだわりはないんでね」

　ヴィルは上着とブーツを脱ぬぎ放つと、躊ちゆう躇ちよなく海へと身を躍らせた。




　鉄で覆われた海賊艦だが、デッキは木製だった。そのデッキに、引き上げられた十数人の海身人ウミビトの少女たちがひと塊かたまりになって震えている。鰭き翼よくを収めるのも忘れて怯おびえる彼女らを取り囲むのは、粗暴な空気をまき散らす陸躯人リクビトの男たちだった。

「うひょぉおう！　今回は大漁だな」

　無精髭を生やした男たちが、黄色い歯を隠かくしもせずニヤニヤと笑う。好色な視線が少女たちの胸や尻を無遠慮に這はい回るが、それを咎とがめる者はいない。さっきまでは居たが、その海身人ウミビトの男性は海賊たちの持つ剣や斧によって八つ裂きにされてしまった。

　海賊たちは血ち塗まみれの凶器を弄びながら少女たちを物色する。仲間が殺される場面を目の当たりにした彼女たちは顔を背けて震えることしか出来ないでいた。

「くくっ、海身人ウミビトは見目がいい奴が多いが、今回はその中でも粒ぞろいじゃないか」

　少女たちがビクリと身体を震わす。海中では素早く滑なめらかに動く海身人ウミビトも、水から離れれば陸躯人リクビトと変わらない。暴力の為に鍛きたえられたような海賊たちに囲まれては、彼女たちはただの美しい娘たちにすぎない。――否、美しいというのが、この場にとってはむしろ彼女たちを追い詰める要因でしかなかった。

「船長ぉ、そろそろいつものヤツと行きましょうや」

　ひときわ体格の良い大男の船長へ、部下たちが笑いながら提案した。

「そうだな。さて、誰にするか……」

　なるべくなら〝商品〟は未使用の方が高く売れる。だが奴隷たちに身の程をわきまえさせる事は必要だ。だから海賊たちは捕らえた者たちの中から一人選び、他の者たちが見ている前で徹底的に苛いじめ抜ぬく。圧あつ倒とう的てきな暴力と支配を奴隷たちに思い知らせるのだ。

　暴力は先ほど見せた。次はけして逆らえない事を悲鳴と共に思い知らせる。

　船長は、自分と部下の無ぶ聊りようを慰める〝最初の獲物〟を物色しはじめた。

「……あたしがやる」

　そう言って、海身人ウミビトの少女の一人が立ち上がった。ゆるく波打つ黒くろ髪かみに意思の強そうな黒瞳が印象的な美しい少女だ。

「乱暴するつもりなら、あたしからやれ……！」

　彼女はそう言い放つと、両手を広げて背後の少女たちの盾たてとなった。庇われた少女たちが「アマラ……」と不安げな声を漏らした。

「あたしは、みんなのリーダーだ。だから一分でも一秒でも、あんたたちを守らないと」

　アマラは背後の少女たちへ安心させるように頷うなずき、周囲の海賊たちをきっと睨にらみ返す。

　船長は笑みを深めた。目の前の少女は捕らえた海身人ウミビトの中でも一際美しい。出来るなら極上品として扱いたかったが、彼女の健けな気げさが彼かれの嗜し虐ぎやく心しんを大いに擽くすぐった。

「そうかいそうかい。なら、嬢ちゃんに相手してもらおうか。なぁ、お前らぁ！」

　部下たちはゲラゲラ笑って頷く。活きの良い獲物に、彼らの目もギラギラ輝かがやいていた。

「それじゃあ、嬢ちゃん。こっちへ来い」

「…………」

　アマラは歩み出した。途と中ちゆう、背中の鰭き翼よくや手足の水掻きを収めようとしたが、

「ヒレはそのままにしときな。その方が面白いからな」

「っ……」

　差別的な物言いに反論しかけるが、唇くちびるを強く噛かんで堪こらえる。船長の前まで歩いてくると、アマラは甲板に跪ひざまずかされた。

「お前らはこれから奴隷だ。だが安心しろ。命令に背かない限りは乱暴はしないさ。嬢ちゃんが素す直なおなら、そこの娘たちには指一本触ふれないと誓ってやらァ」

「……分かった」

「なら服従の証に足を舐なめてもらおうか」

「なっ……」

　いきなり飛び出した命令に、覚悟したはずのアマラが絶句した。海賊たちはその表情をさも面白そうに嘲笑する。

「従えないのか？　それなら他の娘に――」

「わ、分かった！　分かったからあの娘たちに乱暴しないで！」

「なら、早くしな。恋人にキスするみたいに優やさしく丁てい寧ねいにな」

　ブーツを脱いで足を突つき出し、船長は嗜虐的に笑った。

「…………」

　海賊たちの厭らしい視線に、アマラは彼らが自分を徹底的に汚すつもりなのだと悟さとった。自分が苦しめば苦しむだけ彼らは喜ぶだろう。だから、アマラは決してこいつらを満足なんてさせやしないと心に決めた。

　アマラは両手を突いて四つん這いになると、頭を下げて目の前の毛むくじゃらの足の甲に唇を付けた。

「嬢ちゃん、処女かぁ？　そんな舌使いじゃ男を喜ばせられないぜェ」

「…………」

　アマラは黙だまって舌を動かした。震えもせず淡々とした様子に、海賊たちは不満そうに鼻を鳴らす。

「……それで？　次は何をすればいいの？」

　黙もく々もくと従い、毅き然ぜんと顔を上げたアマラであったが、その頬に横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきを受けて倒たおれる。一いつ瞬しゆん遅おくれ、頬が痛みを訴えはじめた。

「……このアマが」

　アマラを殴り倒した船長は、あろうことかアマラの鰭き翼よくを掴つかみあげた。付け根に痛みが走って呻うめくが、海賊はそんなものにまったく躊躇せずにアマラを引き摺り立たせた。

「いい気になるな、サカナモドキがっ！　人間様に大きい態度取れるほど上等な生き物か。ああん？」

「う、海身人ウミビトはモドキなんかじゃ……」

「黙れや！　気持ち悪いヒレを生やしやがって！　海身人おまえらは旧文明の技術で改造された合成品にすぎねぇ！　黙って陸躯人おれたちに従えばいいんだよ！」

　口汚く罵り、船長はアマラを力任せに押し倒した。

「モドキを人間様が使ってやろうっていうんだ。ありがたく思えや」

　罵り、伸のし掛かってくる。アマラは押し返そうとするが、屈くつ強きような海賊は意にも介さない。

「アマラっ！」

　少女たちが叫ぶが、それも海賊たちには心地よい音楽だ。周囲の海賊たちが出し物を見逃すまいとアマラの顔を覗のぞき込む。

「っ…………」

　痛みと屈辱に涙なみだが流れそうになるが、アマラは頑として泣くのを拒んだ。こんな奴らを喜ばしてやるものか。汚すならさっさとしろと睨み返した。

　だがカチャカチャと鳴るベルトの音が、まるで死刑宣告のように不吉に響く。引き締しめた表情が恐怖で引き攣つると、海賊たちはいかにも嬉しそうに笑った。

「っ……！」

　血が滲むほどに唇を噛む。そうしないと、海賊を喜ばす悲鳴が――「助けて」という悲鳴が漏れ出しそうだった。

「くくっ、その強気な顔がいつまで保つか――――えぐぅ!?」

　嘲笑する船長の言葉が重たい激突音とともに途切れる。はっとアマラが目を開けば、自分に伸し掛かっている男の額に黒い棒――剣の鞘さやがめり込んでいた。

　船長の身体が仰のけ反ってどうっと倒れる。

「――――――絵に描かいたような下衆どもだな。この手合いは何処の世界もいっしょか」

　突とつ然ぜん船長が倒れて唖然としていた海賊たち、囚われの身の海身人ウミビトの少女たち、そしてアマラ――海賊艦のデッキの視線が、ある一点に集中した。

　海身人ウミビトたちを捕らえて引き上げるのに使った側舷に、海水をぽたぽたと滴したたらせて一人の少年が立っていた。右手には先ほどの鞘の中身であろう、独特な意匠の剣が握にぎられている。

「……ヴィル？」

　名を呼ばれた少年がアマラに顔を向ける。彼女の赤く腫れた頬を見て、ヴィルは張り付いた前髪の間から眼光鋭く海賊たちを睥へい睨げいした。

「…………貴様ら、運が悪かったな」

　次の瞬しゆん間かん、姿が消えたような激烈な踏ふみ込みで移動したヴィルは、少女たちを取り囲む海賊の一人の首を一刀のもとに断ち切っていた。宙に投げ出された生首をすぐ隣となりの海賊が思わず受け止め、ぽかんとする生首と目があった。

「うっ、わ――」

　悲鳴を上げる前に、ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウスが額をかち割る。

　瞬またたく間に二人が絶命し、船上に奇妙な沈ちん黙もくが漂った。

「――本当に運が悪い。ミュートが居たら腕と足で済ましてやるところだが、今のおれにはお前らを生かしておく理由が見当たらない……逃げろ。ここはこれから修しゆ羅ら場ばになる」

　呼び掛けられた海身人ウミビトの少女たちがはっと我に返り、綻んだ包囲の隙すき間まから抜け出して海へ飛び込んでゆく。

　そこでようやく海賊たちも我に返り、口々に怒いかりの言葉を吐はき出した。

「てめぇ！　なにしてくれやがる！」

「捕まえろ！　逃すな！」

　少女たちを捕まえようとした海賊の腕を、跳ね上がった白しら刃はが叩き落とす。手首を失った海賊を蹴けり付けて後続の海賊たちを牽制。そして最後の一人が海に飛び込むと、

「お――――おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおお―――――っっ！」

　空気を震ふるわす気合いとともに、ヴィルは猛もう然ぜんと海賊たちに襲い掛かる。

　鳥のような身軽さで飛び上がったヴィルは見上げた海賊の眉み間けんに切っ先を突き立て、その身体を蹴ってさらに飛翔。人間の死角ともいうべき天空から、白光りする〝死〟を容よう赦しやなく振り下ろす。

「う、うおおおおおおおっ！」

　デッキに着地したヴィルに、斧を振りかぶった海賊が襲い掛かる。ヴィルの身体など一いち撃げきで砕くだきそうな大斧の一撃だが、ヴィルは振り下ろしの風圧を受けたようにふわりと躱かわすと、返す刀で海賊の喉のど元もとを断ち切った。

「な、なんだこいつは……！」

　海賊たちが呻いた。アマラもヴィルの動きに釘くぎ付づけになる。

　荒事慣れした海賊たちの動きは躊躇ためらいがない。だがヴィルに比べればいかにも雑で、およそ洗練という言葉からかけ離はなれている。素人のアマラにもそれと分かるほどだ。

　だが、それは当然といえば当然の結果だ。

　海賊たちは弱い相手、勝てる相手しか襲わない。対してヴィルは、人間よりはるかに俊しゆん敏びんで凶悪な獣ベステイア頭ム・カピ類テイシアと戦う訓練を積み、死に掛けた経験も数知れない。『荒事慣れ』程度では、『死線慣れ』した者と比べるべくもないのだ。

「このっ……糞餓鬼がっ！」

　その時海賊の一人が、懐から鉄の塊を取り出した。

　アマラは目を見張った。彼女も風の噂うわさでしか知らないが、あれが海賊が引き上げた『旧世界の業』の一端――『銃』に違ちがいない。

「喰らえ餓鬼！」

　ヴィルに向かい、その海賊が引き金を引いた。劈つんざくような破裂音が響き渡り、ほとんど同時にヴィルが身体を蹌よ踉ろめかせた。

「ヴィル！」

「ははっ！　調子のってんじゃねぇぞ糞餓鬼、が……？」

　発砲した海賊が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。撃たれた人間を見てきた経験が違い和わ感かんを覚えさせたのだ。その違和感は的中し、彼は目を見開いて絶句した。

「……人に向けて『喰らえ』って事は、そいつは射撃道具なんだろう？」

　ヴィルはひゅんと剣を振った。デッキにこんこんと、歪ゆがんだ金属の塊が跳ねる。その動作はどう見ても、銃弾を剣で受け止めたとしか見えなかった。

「弩いしゆみよりは便利そうだが……引き金を引けば発射されるなら、たいして変わるもんでもない」

　つまらない手品を披ひ露ろうされたように鼻を鳴らし、ヴィルは剣撃を再開した。

「この糞餓鬼がぁぁあああああっ！」

　他の海賊たちも次々と銃を抜いた。だが、これは明らかに失策だった。

　それぞれがそれぞれに引き金を引き、銃声がデッキに雑多に反響する。発射された銃弾はしかし、軽快俊敏なヴィルを捉えられない。乱戦に慣れ切ったヴィルは積極的に敵の懐へと飛び込んで盾とし、むしろ海賊の方が銃弾を食らってのたうち回る。その混乱を利用し、ヴィルは一人また一人と海賊を剣の錆さびにしていった。

「な、なんだ……なんだこいつはぁぁぁぁああああああっ！！」

　悲鳴が上がる。しょうがあるまい。海賊にしてみれば予想もしない光景だ。

　アマラにしてもそれは同様だ。優れた武器を持つ大勢の荒くれどもに一歩も引かず、一振りの剣で圧倒する。まるで物語を――英えい雄ゆう譚たんの一幕でも見ているかのように、アマラはヴィルの戦いぶりから目が離せなくなっていた。

「…………このクソがぁあ……」

　押おし殺した怒ど声せいと共に、アマラは首に腕を回され引き立たされる。額から血を流した船長が、ギラギラした眼でヴィルを睨んだ。

「糞餓鬼ィ！　このサカナモドキの女が大事なら止まれぇ！」

　その声と共にヴィルの動きが止まる。海賊たちが慌あわてて彼から遠ざかった。

「このクソがぁぁ……俺を誰だと思ってやがる！」

「んなこと知るかい。この世界には数日前に来たばっかだからな」

「わけの分からねぇ事を……歩いてデッキの端に寄れ。この女が大事ならなぁ！」

　海賊の船長の命令に肩かたを竦すくめ、ヴィルは言うとおりにデッキの端まで歩き、海を背にして身を晒さらした。

「蜂の巣にしてやるぜぇ……全員構えろぉ！　そいつを蜂の巣にぃイィィィイイッ!?」

　船長が悲鳴を上げる。アマラが思いっ切り腕に噛み付いたのだ。

　反射的に振り払われたところで、アマラは転がっていた鞘を掴んで振り回した。ブーツを脱いだ素足の脛が強打され、海賊の船長は痛みのあまりひっくり返る。

「アマラ、来い！」

　ヴィルが腕を差し出して叫んだ。

　アマラは鞘を掴んだまま走り寄ってヴィルの腕を掴む。そのまま二人は甲板を蹴って海に飛び込んだ。

　海中に飛び込むと、ヴィルはぐったりとアマラに体を預けてきた。素肌で感じる彼の鼓こ動どうと呼吸は激しく乱れ、先ほどの大立ち回りで消耗しているのは明らかだった。

（今度は、あたしが！）

　アマラは海身人ウミビトの本領を発揮し、ヴィルを抱だき締めて水を掻かく。途中、水面から金属の小片が飛び込んでくる。海賊たちの銃撃だ。際どいところを銃弾が掠かすめてひやりとする。

　このままでは、と不安が鎌かま首をもたげかけると、ふわりと誰かが触れてきた。

　先に逃げたはずの海身人ウミビトの少女たちだ。彼女らはアマラに頷きかけると、ヴィルの身体を受け取って数人がかりで引っ張りはじめた。

　見る見るうちに海賊艦との距きよ離りが開いてゆく。海賊たちも散々仲間を失って混乱しているのか追ってくる気配はない。

　奴隷にされかけた海身人ウミビトの少女たちは窮地から救ってくれた恩人をしっかりと掴み、辛からくも海賊の魔の手から逃げ延のびることに成功した。
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「姉さん！」

　少女たちを回収した船が浮流島に帰き還かんすると、海賊に襲われた事を聞いた人々が港に詰め掛けていた。ヴィルがアマラと一いつ緒しよに船から降り立つと、アルがつんのめるように飛び出して抱き着いてきた。肉親の体温に、アマラが安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。他の少女たちも、家族らに抱き寄せられて涙を流している。

　安堵の声が一段落すると、人々の視線はヴィルに集まった。取り囲んだ人々が老ろう若にやく男なん女によの区別なく礼を述べるのに、ヴィルはぽりぽりと頬を掻いた。

「まぁ、一宿一飯の礼があるからな」

　そして礼を述べる人々の集まりが祝いの宴となるのにさほど時間は掛からなかった。日も暮れると村の広場で盛大な篝かがり火びが焚かれ、ご馳走がどんと並べられた。

　人々はしきりにヴィルに食べ物を勧めた。もともと健啖な上に大立ち回りをしたので、ヴィルはするするとご馳走を腹に収めていった。が、その後がいけなかった。

　助けてもらった少女たちとその肉親、バツの悪い顔の青年たちが、白く濁った酒を勧めてきた。椰子の実に似た果実から作った発酵酒らしい。においはキツかったが、濃のう厚こうな旨うまみと裏腹に飲み口は爽やか。ヴィルは陶杯に注がれた酒を一息に飲み干し、その飲みっぷりに人々はどんどん酒を注いだ。が、ヴィルは一杯目で顔を真っ赤にし、二杯目で目をとろんとさせ、三杯目でぐるんぐるんと身体を揺ゆらしはじめた。

　下戸なのだ。

　しかも酒そのものは好物な、一番ダメなタイプの下戸だ。

　四杯目で、赤かったヴィルの顔は白くなって、うっぷと口を押さえはじめた。こりゃいかんと、アマラが肩を貸す形で祭りの輪から離れることになる。

「ぐ、ぐぐ……は、はく…………」

「もうちょっと我が慢まんして」

　十分にお祭り騒さわぎから遠ざかったところで、ヴィルは草むらに崩くずれるように蹲うずくまった。

「うぎごごげ…………」

「あーあ……海賊相手に暴れ回ったのと同じ人間だとは信じられないね」

　アマラは苦笑しながらヴィルの背中を擦さすった。

　腹の中を空っぽにしたヴィルは、木に背を預けて「ああー……」とだらしなく呻いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああー……もう食いたくないし、飲みたくもない……」

　早くも二日酔い状態のヴィルは頭を揺らしながら答えた。

「それじゃ……ちょっとあたしに付き合ってくれる？」

　お祭り騒ぎに戻もどらないならなんでもいいと、ヴィルはぐったりと頷いた。

　またアマラに肩を貸してもらってしばらく歩く。月が出ているので、足下はそれなりに明るい。やがて小さな入り江に辿たどり着いた。うまい具合に岩場が堤てい防ぼう代わりになって波も穏やかだった。

「水に浸かると気持ちいいよ。あ、けど水はしっかり飲んでね」

　水筒を渡され水分を補給すると、ヴィルはそのままざぶんと水に飛び込んだ。アマラの言うとおり、火照った体が程ほどよく冷やされ、酒精も一緒に抜けていくような心地よさだ。

　ゆらゆらと浅瀬を漂っていると、アマラも飛び込んできたらしい水音がした。

　ヴィルは重たい瞼をゆっくり持ち上げた。月が天頂で輝いている。ヴィルの知る月と同様、満ち欠けを繰くり返す月はちょうど満月だった。けれど気持ち小さめに感じるのは、酔いのせいか、それとも別世界だという先入観からか。

　腰こしの高さほどの浅瀬に立ち上がり、ゆっくりと振り向き――ヴィルはぎょっとして水みず飛沫しぶきを立てた。

　ゆっくり歩いてくるアマラは、なんにも身に着けていなかった。もともと動きやすく露出の多い格好であるが、それでも異性に裸身を晒すのが恥はずかしくないワケがない。ヴィルが驚おどろいて目を見張ると、アマラは立ち止まって頬を赤らめた。

「…………気持ち悪いと、思う？」

　唐とう突とつな問い掛かけに、ヴィルは「は？」と間抜けな声を出した。

「……何が？」

「……あたしの、姿」

　アマラはざぶんと浅瀬に身体を浸し、背に鰭き翼よくを生やした海身人ウミビトの姿となって再び立ち上がった。

「……ヴィルも、気持ち悪いと、思う……？」

「はぁ？　なんでおれがそんな風に思ってると思うんだ？」

「……はじめてこの姿を見た時、ヴィル、黙りこんじゃったじゃない」

　アマラは恥じ入るように肩を小さくし、鰭き翼よくを震わせながら言った。

「そんなことか……あれは気持ち悪いと思ったんじゃない。あんまりにも綺き麗れいだから、言葉が出なかったんだよ」

「……ほんとうに？」

「ああ。いまも、すごく綺麗だと思うぞ？」

　月光を受けた鰭き翼よくはきらきらと虹にじ色いろに輝いて、月光と海水から創つくり上げられたような幻げん想そう的てきな趣を見せていた。これを気持ち悪いと言う精神が、ヴィルには理解出来かねる。

「……よかった」

　アマラはくしゃりと表情を歪めると、ぽろぽろと涙を流し始めた。元気で強気な少女の見せた突然の涙に、ヴィルはらしくもなく慌てふためいた。

「お、おい……おれが何か変なこと言ったか？」

「……違うの。あたし、嬉しくって……！」

　アマラは止めていた歩みを再開し、勢い良くヴィルの胸に飛び込んできた。酒で弱った三半規管が役目を放ほう棄きし、ヴィルはアマラと一緒に浅瀬に倒れ込む。

「ぬぐっ……おい、アマラ……？」

　浅瀬に尻餅をついたヴィルに縋すがるアマラは、かたかたと全身を震わしていた。

「……怖こわかった……ほんとうはすごく怖かった……！」

「…………」

「海で生きるんだから、いつ死ぬか分からないって覚かく悟ごはしてるつもりだった……けど、けどあれは……あんなのは……っ！」

「……あるよなぁ。死ぬより怖い事ってのは」

　ヴィルは壊れ物を扱うようにアマラの髪かみを撫なぜてやった。

「間に合って良かったよ。ほんとうに良かった」

「……ヴィル」

　アマラが顔を上げた。潤うるんだ瞳が、熱っぽくヴィルを見つめてくる。

「ヴィル……あたし、お礼がしたい。あたしを助けてくれたヴィルに」

「気にするなよ。先に助けて貰もらったのはおれの方だ」

「ううん。ヴィルは自分の命を懸けて助けてくれた。あたしはまだヴィルに何も懸けてない。だから、せめて……」

　アマラが身を乗り出して顔を近づけてくる。柔らかそうな唇から目を引き剥がし、ヴィルは痛む脳みそを叱しつ咤たして身を引いた。

　ほんの僅わずか開いた距離に、アマラははっとしたように目を見開き、唇を押さえた。

「ご、ごめん、ヴィル……そうだよね……こんな汚れた唇押し付けられたって、気持ち悪いだけだもんね……ごめん……忘れて……」

　慌てて立ち上がろうとするアマラ。その手を、ヴィルはぐっと掴んだ。

「……ヴィル？」

「…………」

　胸中で、まだこの世界の何処どこかを彷徨さまよっているだろうミュートに謝あやまり――ヴィルはアマラを引き寄せ、その唇を奪うばった。

「んっ……んん……」

　一いつ瞬しゆん身を固くしたアマラだったが、すぐに目を閉じて体重を預けてきた。唇の隅々まで舐め取るようなキスを終えると、彼女はぼうっと夢見心地にヴィルを見返した。

「……言っとくが、もう文句言っても遅おそいぞ」

「ほえ？」

「おれ、さっきゲロ吐いたばっかだからな」

　ヴィルは皮肉げに笑って肩を竦めた。対するアマラは放心状態から復帰すると、がばっと体ごと飛び付いてきた。おかげで仰あお向むけに倒れて海水を飲んだ。

「げぼっ、ごぼぉっ！」

「ヴィル！　ヴィルヴィルヴィル――ッ！」

「げぼがごっ……い、息が……」

「あたし、ヴィルだったら構わない！　ううん、ヴィルじゃなきゃヤだ！」

「ちょっ、待っ……お、落ち着けアマラ……一時の気分に流されるな……ごぶっ……」

「気分なんかじゃないよ！　あたし、ヴィルの赤ちゃんが欲しい！」

　歓かん喜きと興奮で思考を沸騰させたアマラが力の限りに抱き着いてくる。普ふ段だんなら柔らかな乳ち房ぶさや弾力ある太腿の感触を役得と思う所だがいまはヤバい。まだ酒のせいで体に力が入らない。貞操の危機だが命も危険だ。もう絶対に酒なんて飲むものか。

　遅まきながら断酒の決意を固めたヴィルだったが、その脳のう裏りでは早くも走馬灯が駆かけ巡りはじめていた。

　――ああ、お袋ふくろ。なんか大人の階段と天国の階段を一緒に登っちゃいそうだ――

　――おい、怒おこるなエリザ。これは不可抗力だろ――

　――てか、ミュート。きょとんとしてないで助けてくれ――

　目の前を駆け巡る人々を追い掛けていると、目の前が真っ白になった。とうとう死後の世界の扉とびらが開いたのかと思ったが、ふっと抱きつくアマラが力を緩まるのを感じ、ヴィルは身体に活を入れて身を起こした。

「げほっ、ごぼっ……死ぬかと思った……」

　一言アマラに文句を言おうと顔を上げ――先ほどの光は死後の世界でもなんでもないことを悟った。

　空が白く光ひかり輝いている。ヴィルが見た、ミュートが降ってくる直前と同じ光だ。

「ヴィルが落ちてきた時と同じ……」

　空を見上げるアマラが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　空を白く染めるのは、遥はるか彼方かなたの水平線から走ってきた、一条の光芒だった。稲いな妻ずまめいた軌跡の残像を見せるものの、これほど長く輝く稲妻などあろうはずもない。

　ヴィルは不可思議な現象で白く染まった夜空を眺ながめていたが、問題の光が徐じよ々じよに近づいてくるのに――こちらに迫ってくるのに気付いて慌てふためいた。

「や、ヤバイっ！」

　ついさっきとは逆に、ヴィルはアマラに抱き着いて体の下に押し込めた。アマラが「ふやっ!?」と驚きの声を上げる。

　直後。

　直近に落下した光の放つ衝撃が襲おそい掛かった。ヴィルはアマラを抱きしめたままごろごろと転がった。腕うでの中で彼かの女じよが何か喚いていたが判然としない。

　衝撃が過ぎ去ると、ヴィルは恐おそる恐る干上がった入り江の中で起き上がった。巻き上がった海水が細かな雨となって降り注ぐ中、落下地点でもむくりと人ひと影かげが起き上がる。

「う、ううっ……いったい何が…………ん？」

「あ……」

　ばっちりと視線が合った。

　群青色に戻った夜空で輝く月が照らし出した新たな〈移行者ウオーカー〉は、『前の世界』で別れた金きん髪ぱつの美少女――エリザ・ディアモンドであった。

「ヴィ、ヴィル、お前……！」

　立ち上がったエリザは、最初こそヴィルを唖然と見つめていたが、何な故ぜか徐々に身体を震わしはじめ、ついには眦まなじりを吊つり上げて見たことのない憤ふん怒どの相となっていた。

「きさま……私と別れた次の日にはもうそれか……ッ！」

　怒りのあまり声が掠れがちになったエリザの視線に、ヴィルはようやく自分の状態に意識が戻った。

　成り行きとはいえ、腕の中に抱かかえ込んでいるのは真っ裸になったアマラだ。

「ヴィル……あたし、そんないきなり……」

　衝撃のせいかはたまた別の要因か、気の遠くなったアマラが甘あまえ声を漏らす。おまけに無意識にか、身体をくねらせてヴィルにやわらかな胸を押し付けてくる。

　何処の誰だれがどう見ても、事に及ぶ直前以外に解釈のしようがない状況であった。

「キサマ、キサマ……私には指一本触れなかったくせに……！」

　憤怒に染まったエリザが、腰に吊った剣をすらりと抜いた。彼女の視線は、ヴィルの体内の酒精をまとめて吹ふき飛ばすほどに凄惨としていた。

「馬ば鹿かに……馬鹿にしてるのか、キサマァァァァアアアアアアアッ！」

「落ち着けエリザ！　これは誤解だ！」

「黙れッ！　言い訳は殺してから聞いてやる！」

　本気の眼だった。

　ヴィルは夢心地のアマラを抱えて逃げ出した。エリザは剣を振ふり回してそれを追う。

「待てェ！　逃げるなぁぁぁああああああああああっ！」

「待つか！　誰だって逃げるわ！」

　――この後少しして。

　駆け付けた村人たちは罵声混じりの追いかけっこを見つけ、それを肴に酒盛りを再開した。囃し立てる笑い声も加わり、夜は騒そう々ぞうしく更けていった。
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「はい、ヴィル。あーん」

「……あーん」

　差し出されたパンを口に含むと、アマラは嬉うれしそうに笑って頬ほおを押さえた。

「美味おいしい？」

「……どうだろうな。味が分からん」

「えー？　まぁ、けどしょうがないわよね。あんなのの前で食事するんじゃ、ヴィルも落ち着いて食事出来ないわよね」

「…………」

　殊更に不ふ機き嫌げんそうな咀そ嚼しやく音が響ひびく。ヴィルとアマラの前に座すわるエリザのものである。

　それからしばらく、アマラの「あーん」とエリザの不機嫌な咀嚼音が続いた。

「……ええと、エリザさん？　スープのおかわりはどうですか？」

「ありがとう。いただこうか、アル殿どの」

　雰ふん囲い気きに耐えられなくなったアルの言葉に、エリザはそれまでの不機嫌面をぱっと改めてにこやかに礼を言った。

「やはり男子は、優しさと気き遣づかいを忘れてはいかんな。アル殿はどこかの馬鹿みたいなエエカッコしいになってはいけないぞ」

「は、はい……」

　姉の不機嫌な視線が突き刺ささり、アルは居心地悪くエリザの碗にスープを注いだ。

「……当てつけがましい女って見苦しいわよね、ヴィル」

　アマラが表面上は笑いながらヴィルに問い掛けてくる。

「おまけに図々しく押しかけてきて、食事に誘われながらも不機嫌顔なんて、ヴィルもそんな女はゴメンよね？」

　問われたものの、ヴィルは賢明にも沈黙を選せん択たくした。

「無理しなくてもいいのよ、ヴィル？　昔の女に気を遣わなくても」

「……アマラ、といったか？　あなたの言葉には間違いが含ふくまれているので訂正したい」

　エリザがひやりとした声でアマラに釘を刺した。

「私はけして『昔の女』などではない。私を『捨てられた女』扱あつかいするのは、あなたの見識の狭さを助長するだけだ」

「『昔の女』ですらないのなら、そんな風にヴィルを睨むのはやめてくれない？」

「……あなたは分かっていないな」

　エリザは睨みつけてくるアマラを憐あわれむように見返した。

「その男へ好意を向けても無む駄だなことだ。その男は結局のところ自分の事しか考えていない人間だからな。好意を向けた所で、邪じや魔まになったらあっさり捨てる男だ」

「ヴィルを悪く言わないで！　ヴィルは命懸けであたしを助けてくれたわ！　自分の事しか考えない男がそんな事をする筈はずないじゃない！」

「それも所しよ詮せんは自分の為ためだ。その男があなたを助けたのも『気分が悪くなるから』に過ぎん。その男は徹頭徹尾、自分の気分でしか動かない究極のエゴイストだ」

「それがどうしたって言うの!?　情が深いことに変わりはないじゃない！」

「あなたはまだ表面しか知らないからそんな戯ざれ言を言えるのだ！　理が情を上回ったら、その男はあっという間に身を翻す！　そいつはそういう男だ！」

「大きなお世話よ！　あたしが誰を好きになろうとあなたには関係ないでしょ!?　放っておいてよ！」

「誰を好きになろうと構わんがその男だけはやめろと言っているのだ！　その男は正しよう真しん正しよう銘めいのロクデナシなのだぞ!?　私はあなたの為を思って忠告しているんだ！」

「頼んじゃいないわよ！　あんたこそ未練たらしくヴィルを独占しようとしたって無駄なんだから！」

「なっ……私がいつヴィルを独占しようだなどとした!?」

「してるじゃない！　あんた頭弱いんじゃないの!?」

　とうとうエリザとアマラは立ち上がって真正面から怒声やら何やらをぶつけ合い始める。二人の少女の壮絶な舌戦を、ヴィルとアルは出来るだけ部屋の隅すみに寄って見守った。

「……なんとかしてください」

「何ともならんだろ、あれは」

　魚の骨をしゃぶりながら、ヴィルはアルに打つ手なしとばかりに肩を竦めた。

「男は口で女にゃ敵わん。自然鎮火するのを待つしか手はないやな」

「そんな呑のん気きな……」
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　アルは恨みがましくヴィルを睨んだ。

　昨晩、エリザが『落ちてきた』後、酒盛りを続けた村人たちもいつの間にか寝ねこけ、追いかけっこを続けていたヴィルたちも疲れ果てて気絶するように倒れてしまった。

　朝になって一人二人と目を覚まし、ひとまず飯にしようと引き上げていった。

　ヴィルとアマラも朝飯にしようと戻ろうとしたが、そこに一晩経たって多少冷静になったエリザが「手は出さない」と誓いを立てた上で同行した。アルは不穏な空気を感じつつも四人分の食事を用意し、そうして至ったのが目の前の光景である。

　喧けん々けん囂ごう々ごうな甲かん高だかい声に眉をひそめながら、アルはもう一度ヴィルをせっついた。

「……二人はヴィルさんのことで喧けん嘩かしてるんですよ？」

「だよな。ほんと、二人とも物好きだよなぁ」

　他人事のように宣のたまうヴィルに、アルは唖然とする。とはいえ、ヴィルが二人の少女の罵り合いに分け入っても、火に油を注ぐ結果にしかならないだろう。何をどうしても無駄なら、いっそ他人事のように傍観を決め込むのが正しいのかもしれない。

「……分かりました。あれを止めてくれとはもう言いません。けどそれにしたって、ヴィルさんは当事者じゃないですか。態度はハッキリさせるべきだと思います」

「態度って、なんの態度だよ？」

「決まっているでしょう？　二人のどちらが好きなのかです」

「……そうは言ってもなぁ」

　あらかたの語彙を吐き出して単調な罵り合いの我慢比べになりつつある少女らを交互に眺め、ヴィルはため息混じりに頭を掻いた。

「どっちも選べないなぁ」

「……姉さんに何か不満が？」

「おいおい、やめてくれよ。お前アルまでそういう事を言い出すのは」

「……なら、ヴィルさんが選んでいるのは、いまヴィルさんが迎むかえに行こうとしているミュートさんなんですか？」

「んー……確かにミュートとは〝約束〟したから、おれが選ぶとしたらあいつになるな」

「……よく分からなくなってきました。結局のところ、ヴィルさんはどういう女性が好みなんですか？」

「素す直なおでさっぱりしてて後腐れのない女かな」

　ヴィルの口から飛び出した自分勝手の極地とも言える女性像に、アルはまたもや唖然として言葉を失った。

「おいおい？　男が思い描く女の好みなんて、結局はそんなもんだろ？」

「……それはそうですけど……」

　ヴィルの言うのが所謂〝重荷にならない女〟だというのはアルにも分かる。分かるがそこはまだまだ年頃の男の子である。明け透けな物言いに潔癖な少年の部分が抵てい抗こうする。

「……ヴィルさんて、やっぱりエリザさんの言う通りの『ロクデナシ』なんですね」

「そりゃそうだ。自分本位のロクデナシじゃなきゃ、冒ぼう険けんしようだなんて思わないだろ？」

　ヴィルはそう言って肩を竦めた。

　妙みように断定的な言葉にアルは首を傾かしげる。

「……おれが思うにな、旅人や冒険者って人種は自分勝手って相場が決まってる。だってそうだろ？　普ふ通つうの人間なら考えてもやらないバカな目的のために一個しかない命を大安売りするんだからな」

「……どんな目的ですか？」

「〝自分は何者なのか〟……そんな下らない自己満足丸出しな目的さ」

「…………」

「おれは自分がよー分からん。どっから来たのかも、何者なのかも判然としない。だから旅に出る。あの丘おかの向こうの、あの山の向こうの、あの海の向こうの見たことも聞いたこともない場所を見て、聞いて、触ふれて、心の底から感動したい。もしかしたらその中に、おれの中の欠けたものを埋めてくれるものがあるかも知れない……結局は〝自分探し〟なのさ。まるでガキだ。どうだ？　実に自分勝手なロクデナシだろ？」

「…………」

「そういうロクデナシの好みってのは後腐れのない都合のいい女だし、都合のいい女しか好みにするべきじゃないわな。だからまぁ……おれはお前の姉貴を幸せにできるような男じゃない。買ってくれるのは嬉しいがな」

　そして「お前はおれみたいになるなよ？」と言って、ヴィルはアルの頭を撫でた。

「…………」

　アルは何だか、急に胸が切なくなった。

　きっと、ヴィルは嘘うそを言っていないが、真実も言っていない。彼かれの眼に宿っているのは、自分探しなどという曖昧なものとはまったく真逆の、確たる意思の光だった。

　ヴィルは自分でもどうしようもない目的の為に――それが他人には下らない事だと知りつつも――旅立たねばならなかったのだ。

　そう考えると、ヴィルの言葉はどこか自分に言い聞かせているように思えて、アルは無性に切なくなってしまう。

　――が。

「けどなぁ……おれは一度としてそういう女に会ったこと無いんだよな。おれが知り合うのは得てしてああいうのばっかだ」

　同情して損したと、アルはがっくり肩を落として嘆息したのだった。




　それからしばらくしてヴィルとアルが出て行っても、二人の少女は飽きることなく言い合いを続けていた。

「この分からず屋の未通女おぼこ娘むすめめ！」

「何よ！　あんただって男おとこ日ひ照でりの処女じゃないのよ！」

「なんだと！」

「なによ！」

　掴み合いに発展しなかったのは、最後の最後で理性が働いたのか、はたまたこの世ならぬ神の意志か。ともあれ息継ぎすらもったいないと罵り合っていた少女たちは、肩で息をするに至ってようやく呼吸を整え出した。

　束つかの間訪おとずれた休きゆう憩けい時間で多少理性が回復したのか、エリザが幾いく分ぶん穏おだやかに噛かんで含めるようにアマラへ語り掛けた。

「……何度も言うが、あの男は自分勝手で自己本位で利己主義のロクデナシだ。どうせ女の趣しゆ味みだって遊んで捨てられる尻軽程度のものだろう。それともあなたは自ら都合のいい女に堕するつもりか？　あんな男の為に自分を安売りするつもりか？」

「……いいかげんにしなさいよ」

　ここに至って、アマラはむしろ同情するような顔になった。

「そうやって、いつまでヴィルに甘えているつもりなの？」

「なに？」

「ヴィルをロクデナシ呼ばわりするけど、それは結局あんたの価値を安くしてるのよ！」

「わ、私は別に……」

「なら何で『別の世界』まで追っかけてくるのよ!?　ヴィルを悪者にすればあんたは楽なんでしょうけど、そんな風に自分の気持ちを誤魔化すのにヴィルを利用しないで！」

「…………」

　エリザは無言になった。言い返せないのは、アマラの指し摘てきが正しいことを認めざるをえないからだ。

「……ああ、そうだ。私はヴィルが好きだ。愛しているとも！　ずっとずっと愛していたとも！」

　ふつふつと湧わき上がる怒いかりのままに、エリザは顔を真っ赤にして喚き散らした。

「ヴィルだって分かっていた筈だ！　気付いていた筈だ！　なのに、あいつが別れ際に言ったのは『それじゃあな』の一言だけだ！　たった一言でハイサヨナラだ！　あんまりじゃないか！」

　感情が決壊し、ぼろぼろと涙なみだが流れる。あまりにも盛大な泣きっぷりに、逆にアマラが気圧されてしまうほどだった。

「せめて何かあるだろう!?　もう少し気の利いた言葉があっただろうっ!?　なのにあっさりと未練も何も見せずにさっさと行ってしまって……あれじゃあ私が惨めすぎるじゃないか！　せめてもっと……もっと何か……」

　と、溜ため込んできたものを吐はき出して、不意に気付いた。エリザが別の世界までやって来たのは、元の世界に絶望したからでも、ましてやヴィルへの未練でもない。

　ただひたすらに悔しかったのだ。

　あいつに一泡吹かせてやらねば、居てもたっても居られなかった。

　とどのつまり、エリザのプライドの問題なのであった。

「……ああ、そうか。そういうことか」

　途と端たん、靄もや々もやとしていた胸中が爽やかに晴れ上がった。ここ最近のどん底めいた気分の反動か、気分が良くなってエリザは笑い始めた。

　泣いた後で急に笑い出したエリザに、威勢の良かったアマラが冷や汗あせを流した。

「い、言い過ぎた……？　……えっと、あたしも仕事があるから、それじゃ……」

　アマラは小声で言ってそそくさと逃げ出す。

　今さっきまで喧々囂々と舌禍を交わした少女が出て行ったのも気付かず、エリザは胸に溜まったもろもろを精算するように笑い続けた。

「ふっ、ふふ……そうだ、所詮あいつはロクデナシじゃないか……だったら、ロクデナシはロクデナシに相応ふさわしく扱ってやればいいだけの話だ……！」

　笑いが収まるに連れ、彼女の瞳ひとみに光が灯る。とびきりの悪戯いたずらを思い付いた子供のような光が――彼女が「ロクデナシ」と呼ぶ男と似通った光が。
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　太陽の色も赤みを増してきた時間になって、仕事を終えたヴィルとアルは連れ立って通りを歩いていた。これから帰って夕食の準備なのだが、どうにも行き先が定まらずふらふらしている。

「……気が重いです」

「そんなに嫌いやなら、おれがどっかへ行くか？」

「ああ、ええ、まぁ……ぼくの精神衛生上はそれが一番なんですけど……でもそうしたってあの二人は後を追うだけでしょうから、ヴィルさんの苦労は減らないと思いますけど？」

「それはどって事ないかな」

　とヴィルは肩かたを竦めた。

「曖昧に笑ってればいいだけの話だ。多少騒々しいのは勘かん弁べんだが、元気のいい女を眺めるのもそれはそれで面おも白しろいしな」

「あれを面白いとか……ヴィルさんはすごいですね……」

「アルも女の喧嘩を肴さかなにするくらいの余よ裕ゆうを持て」

「それは悪食にすぎるんじゃ……」

　そうして二人が歩いていると、なにやら通りの向こうがどよめいていた。なんだと目を向けると、ヴィルたちに向かって一人の少女が歩み寄ってくるところだった。

「おかえり、ヴィル」

「………………エリザ？」

　ヴィルはぽかんと呟いた。

　こちらに落ちてきた時は相変わらずの教会騎き士しの制服姿だった彼女だが、今は海身人ウミビトたちが身に付ける服装に色直ししていた。カラフルな布を胸や腰に巻きつけたシンプルな装いだが、その色鮮やかさが白い肌はだを際立たせている。何より、胸や尻は豊満なくせに腰や足はすらりと無駄なく引き絞られた、反則級な肉体をこれでもかと強調している。

　まったく予想外の姿に、長い付き合いである筈のヴィルも思わず目を擦こすってしまった。

「……どうしたんだ、それ？」

「暑いから、着替えた。ちゃんと労力で支払おうと思ったが、ヴィルの知り合いと言ったら村の奥おくさん方からタダ同然で頂いてしまった」

　礼を言うべきかな、とエリザはあやしく微ほほ笑えんだ。

　――あやしく？

　そう、あやしい、色めいた微笑をエリザは浮うかべていた。それが開放的となった彼女の肢体に得も言われぬ色気を添そえている。先ほどのどよめきも当然だろう。男どころか、同性すらどきりとするほど艶つやっぽい。

　ヴィルが呆然と立ち尽つくす間に、すっかり装いを新たにしたエリザは軽い足取りで歩み寄ってきた。

「どうした？　阿呆みたいに口を開けて、ヴィルらしくないな」

「……お前がそれを言うかぁ？」

　呆あきれたように見下ろすと、両腕に挟まれ強調された胸の谷間がヴィルの視界に飛び込んでくる。エリザは軽く腕を組み、豊満な胸の柔らかさを知らしめるようにときおり動かす。おかげですぐそばに立つ健全な少年のアルが耳まで真っ赤にしている。

「……何してるんだ、お前は……」

「もちろん、お前を誘惑しているんだ」

　言って、エリザはさらに身を寄せてきた。ヴィルの胸と腹の中間辺りに、しっかり中身の詰つまった柔らかい感触がむにゅりと押おし付けられる。

「どうだ？　興奮してるか？」

「……混乱しててそれどころじゃねぇな」

「そうか？　ならもう少し――」

　エリザが笑えみを深める。

　ヴィルの脳みそが、混乱と、得体の知れない感覚でクラクラしはじめる。

「あああああぁぁぁ――――――――――――――――っっ!?」

　甲高い叫さけび声が木霊した。

　いつの間にか出来上がっていた出歯亀の人ひと垣がきを蹴け散ちらし、籠を背負ったアマラが猛もう然ぜんと飛び込んできた。
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「何してるのよ！」

「見ての通りだが？」

　エリザは淡々と言ってヴィルの身体に身体をすり寄せ、あまつさえ足まで絡ませ始めた。

「私もあなたを見習って、自分に素直になることにした」

「なっ、ななっ……は、離はなれなさいよ！　ヴィルからはーなーれーてー！」

　涙目になったアマラが籠を放り捨ててエリザを引き剥がそうとする。二人の少女らの組んず解れつの奪い合いに、ヴィルは波に漂ただようだけの流木のように揺ゆれ動いたが、

「………………暑っ苦しいわ！」

　両手を振り上げて少女らを振り解き、振り向く素そ振ぶりも見せず一目散に逃げ出した。あまりの逃げっぷりに皆みながぽかんと見送る中、アルがぽつりと呟いた。

「……食えないヴィルさんにも、食べられないものはあるんだ……」




「あー、焦った。一体何だったんだ、あれは？」

　我関せずとばかりに浮かぶ月を睨にらみながら、ヴィルはぼやくように呟いた。

　エリザとアマラから逃げ出した後、ヴィルは浮ふ流りゆう島じまの森の中に逃げ込んでいた。今夜はこの森の中に隠れ潜むべく、ヴィルは即製ハンモックを作り上げて寝そべっていた。

　空腹が辛つらいが、それを紛まぎらわすのも含めてヴィルはつらつらと考えを呟いた。

「……そもそも、エリザのあれはなんだ？　誘惑なんて言葉から一番程遠い堅物なのに」

　ほぼ十年の腐れ縁。同期であり同僚であり上司でもあった少女についてはかなり細かく把握しているつもりだ。つもりだったが、さっきの『あれ』を見ると自信がなくなる。

「……おれがからかうと赤くなる、可か愛わいいエリザはどこへ行ったんだか」

「意外だな、可愛いだなどと思っていたとは」

　声とともに、ハンモックの蔦つたが切れて身体が落ちた。受け身をとって立ち上がる間に、ナイフを投げ放ってハンモックを台無しにした犯人が駆け込んでくる。

　拳けん撃げきが繰り出され、防御と攻こう撃げきの応酬が続く。

　やがてヴィルがため息混じりに両手を上げると、襲撃犯は容よう赦しやなく足元を刈り、馬乗りになってマウントポジションを確保した。

「つつ……降参した相手に容赦ねぇな」

「勝手なことを言うな」

　襲撃者――エリザは、ヴィルの文句を鼻で笑って一蹴した。

「容赦される立場だと思っているのか、お前は」

「……違ちがいない」

　じろりと見下ろされ、ヴィルは思わず苦く笑しようした。

「んで？　いったい何の用だ？」

「もちろん、さっきの続きだ」

　マウントポジションを取り両腕も拘こう束そくしたエリザがゆっくりと顔を寄せてくる。木立を縫ぬった月明かりにぼんやりと照らされる彼女の顔は、やはりヴィルが見たこともない、蠱こ惑わく的てきな微笑を浮かべていた。

　エリザはぺろりと唇くちびるを舐なめると、その舌でヴィルの鼻先も舐め上げた。

「おいおい……そんなのお前らしくないだろ……」

「お前の言う〝私らしさ〟とは何だ？　何のことを言ってるんだ？」

　さらにエリザの舌が、ヴィルの右目に狙いを定めた。思わず閉じられた瞼まぶたの上を、赤く濡ぬれた感触が嬲なぶるように這はい回る。

　ヴィルの背に、どきりともぞくりとも付かない感覚が走り抜ぬけた。

「おいおいおいおい……どういうつもりだっ？」

「言ったはずだ。お前を誘惑している」

　にわかに顔を離はなしたエリザが、ほのかに顔を染めながら微わ笑らった。

「……ヴィル。私はこれまで、明に暗にいろいろとお前に気持ちを伝えてきた筈だぞ？」

「いや、まぁ、そうなんだが……」

「真面目まじめで口下手な私にとって、どれだけ覚かく悟ごがいることだったか分かるか？　だのにお前の別れの言葉は『それじゃあな』の一言だけ――傷付いたぞ。ものすごく、傷付いた」

「いや、まぁ、けどな……」

「黙れロクデナシ。お前にも考えやら心情があったんだろうが知った事か。私はとても深く傷付いたんだ。分かるか？　いまでも心臓を抉えぐり出されたみたいな気分だ。どうすればいいと思う？　私はどうすればこの傷を癒せると思う？」

「……子供でも産んで幸せな家庭築けよ。息子むすこの嫁に小こ五月蝿うるさい姑を気取る頃には、過去の痛みなんてどっか行ってるって」

「御免だ。たとえどれほどいい男を見つけようが、こんな気分で股を開けるものか」

「いま開いてるぞ？　服装のせいでパンツどころか中身まで見えそうだ」

「見てみろ。そんな度胸ないくせに」

「……んで？　何をどうしてエリザお嬢様は自分を傷付けたロクデナシにこんな事をすることになったんだ？」

「決まっているだろう？　復讐だ。傷付いたプライドを取り戻もどすための正当な行こう為いだ」

「復讐？　これが？」

「そうだ。お前を骨抜きにして、私なしでは生きていけないようにする」

「…………」

「そうして最後に、私の足に縋って『捨てないでくれ！』と泣き付くお前に首輪を付ける。お前を骨の髄まで私のものにして、やっと私のプライドは癒やされるんだ」

「……そんな事を面と向かって言われて、ノコノコ罠わなにかかる奴やつがいると思うか？」

「ならお前が『たいそうご立派な』と自称するものがどうなっているか確かく認にんしてみるか？」

「自称じゃないやい！」

「そうだな。私の裸はだかにしっかり反応していたしな」

「……しっかり見てたんじゃないかよ…………」

　ヴィルは引き攣つり気味な苦笑を浮かべた。

　もともと文句の付けようのない美少女だったエリザだったが、これまで魅み力りよくはあっても色気はなかった。それがどうした事か、今や彼女の笑え顔がおはあやしく挑発的で、くらくらするくらい艶つややかな色気を放っている。はたして『彼女のもの』になったらどうなってしまうのか、想像するだに恐ろしい。恐ろしいが、本当に恐ろしいのは「それでもいいか」という想いが心の隅で鎌首を持ち上げはじめたことだった。

（……おれ、とんでもない女の〝スイッチ〟を入れちまったんじゃないか？）

「では、続きだ。心配するな。経験も知識も不足しているが、そこはやる気で補おう」

　そう言って再度あやしく舌を蠢うごめかせ、エリザがヴィルの唇に唇を寄せてくる。

「あー……それ以上はダメだな」

　言って、ヴィルは身体を捻ひねってエリザの拘束から抜け出した。もともとそこまできっちり抑えこまれていたわけではない。あっさりと上下が逆転する。

　仰向けになった金髪の美少女に、ヴィルはにやりと笑い返した。

「悪いがこう見えておれ、主導権を奪うばわれるのが大嫌いなんだ」

「なにをいまさら。お前に女を立てようという思い遣りがすこしでもあったら、そもそも私はこんなところに居ない」

「……まぁ、その事についてはもう少し穏当にやっとけば良かったとも思うがな。けどこうなっちまったらしょうがないわな。そっちがその気なら受けて立とうじゃないか」

　ヴィルの笑みが深まってゆく。

　自分の首に首輪を掛かけようとしている気が置けない美少女。今はまだ羽化し始めたばかりだが、はたして殻を脱ぎはなったらどれほど危険な〝女〟になるのか、確かめてみたい気もする。狙われる方は緊張感だらけになるだろうが――それはそれで面白い。

「やってみろよ、エリザ。だが、覚悟しておけよ？　お前がどれだけ色っぽく誘惑してこようが、おれは全力でヘタレるまでだ」

「……お前、かなり情けないことを言っているぞ？」

「バカ言え。お前みたいな女に一度でも気を許したら、それこそ蟻あり地じ獄ごくじゃねーか」

「言うに事欠いて蟻地獄とは……ふふ、すでに術中にはまりかけているではないか」

「あん？」

「それはつまり私が魅力的と言ってるに等しいからな」

　エリザは満足気に笑うと、両手を伸のばしてヴィルの首に絡からめてきた。

「どうする？　何なら私は今からでも構わないが？」

　喜んで！　と思わず言ってしまいそうになったのを、ヴィルは懸命に我が慢まんして引っ込めた。エリザの手を解き、すぐに飛び退く。

　身を起こしたエリザは、乱れた髪かみを整えながら流し目を送る。

「せいぜい、気を抜かないことだ。隙すきさえあれば、私はいつでもお前を奪いに行く」

「……せいぜい気をつけるよ」

　ヴィルは冷や汗を隠かくして肩を竦すくめた。
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　エリザが落ちてきて三日目、ヴィルが浮流島で目覚めてからちょうど十日目。かつて聞いていた通り、浮流島は大小の島が連なる島とう嶼しよ群ぐんに近付き、島の人々は慌ただしく貿易の準備を始めていた。

　そして浮流島の進む先に、空気に阻まれ見えなかったものが見えるようになった。

　天の果てまで貫くように、真っ直すぐ伸びた黒い直線。ヴィルもさんざん見慣れてきた、《塔》タワーの遠景であった。

　浮流島はさらに四日もすれば《塔》タワーの直近に近づくのだという。浮流島を運ぶ海流が《塔》タワーを掠かすめるように流れているのだ。

「ヴィル？」

　知らず知らず《塔》タワーを見ていたヴィルの視界に、アマラがひょいと割り込んできた。唇を尖とがらせ、ちょっぴり不満顔だ。

「おっと、すまんすまん」

　ヴィルは謝あやまって視線を戻した。彼は今、アマラを案内人として目的の島嶼群で一番大きな島に上陸していた。この近辺に落ちたミュートを探す目的の為だ。

　小さな港に停てい泊はくした海身人ウミビトたちの船の前には、ずらりと露天に商品が並べられていた。そこに近くの島からやってきた陸躯人リクビトたちが集まり、屋台が客を呼び込んでいる。

　興味深くこの世界の商売を観察しつつ情報を集めようと歩き出したヴィルに、アマラがぎゅっと抱き着いてきた。

「話を聞くなら、あたしも一いつ緒しよに行った方がいいわよね」

「その方が助かるが、別にこんなぴったり引っ付くこともないと思うが？」

「だめ。あの女が居ないんだから、今はあたしがヴィルといちゃつくの！」

　あの女とはもちろんエリザのことである。意外にも彼かの女じよは浮流島に残っていた。曰いわく「適度に緩急を付けた方が効果的かも知れないしな」とのことだった。

　そんなエリザに対抗してか、もともと積極的な性格のアマラがさらに積極的になっていた。いまもこうして人目を気にせず擦り寄ってきて、男たちがヴィルを睨んで「……チッ！」と舌打ちして通りすぎてゆく。

「……なぁ、アマラ」

　好意を隠さないアマラに、ヴィルはそこはかとなく罪悪感を刺し激げきされて顔を引き締しめた。

「おれに好意を抱だいてくれるのは嬉しいが、残念だが止めといた方がいいぞ」

「……やっぱり、海身人ウミビトはイヤ？　ヴィルもあたしを『モドキ』だって思ってる？」

「そうじゃないって」

　上うわ目め遣づかいにこちらを窺うかがうアマラが妙に可愛らしく思えて、ヴィルは苦笑しながら彼女の頭を撫なでた。

「――おれはアマラが思ってるほど律りち儀ぎな男じゃない。自分で言うのも何だが、おれには操を立てるような殊勝さは皆かい無むだ」

「……あたしはそれでもいいのよ？　あたし、今だけでもヴィルに抱いて欲しい」

　周囲の人々がぎょっとした。そしてその半分――つまり男性たちは「……死ね」とかなり真しん剣けんな殺気をヴィルに注ぐ。

「……そこまで言われるとおれもその気になりそうだが、アマラは勘かん違ちがいしてる。そいつは気の迷いだ。吊り橋を二人で渡わたったり、遭難して二人きりで過ごした男と女が陥おちいりやすい落とし穴だ。お前は愛情と感謝を取り違えてる」

「そんなことない！　あたしはヴィルが好きだもん！」

「そうかも知れない。そうじゃないかも知れない。どっちにしろ、それを確かめるほどおれが留とどまることはない。『この世界』がおれやミュートの求める世界じゃなかったら、おれたちは『次』を目指さなきゃならないからな」

「……いじわる」

「いじわるで結構。美人があまり自分を安売りするもんじゃない」

「…………」

　アマラは黙だまりこんでしまった。だがせめてもの抵抗か、ヴィルの腕うではしっかりと抱いたままだ。

　ヴィルは苦笑した。アマラは惚れっぽいようで根っこは律儀で一いち途ずな、自分みたいな風来坊にはもったいない女だ。気軽に応こたえてやるワケにはいかない。

　そうやって、ヴィルが見た目から判別しがたい義理堅さを発揮して歩いていると、通りの向こうで何やら人ひと集だかりが出来ていた。露天と屋台が溢あふれてお祭り騒さわぎのような付近の中でも、さらにわいわいと活気に満ちている。

「なんだ、あれ？」

「……なんだろう？　あたしもちょっと分からないけど……？」

　顔を見合わせて確かめに近づくと、人々はみんな笑顔で、人だかりの中央の誰だれかへとしきりに話しかけたり食べ物を勧めたりしているようだった。

「女め神がみさまっ、こちらの串焼きをどうぞ！」

「女神さまっ、この髪かみ飾かざりがきっとお似合いになると思います！」

「……女神さまって、そんなおおげさな」

　人々の声を聞いたアマラが苦笑いをした。

　ヴィルも苦笑したが、アマラのものとは若じやつ干かん含むものが違っていた。彼には『女神さま』の正体に見当が付いていた。

　アマラの手を優やさしく引き剥はがすと、ヴィルは人集りの中に分け入っていった。そうして人垣の向こうに鮮あざやかな青色を見つけると、予想通りの状じよう況きように自分でもよく分からない溜め息を吐いた。

「……五体無事だろうとは思っていたが、ちょっと優遇されすぎじゃあないか？」

　ヴィルがからかい混じりの声をかけると、人垣の中心でもらった食べ物をリスのように頬張っていた蒼そう髪はつ碧へき眼がんの少女――ミュートが、びっくりして大きな目を見張った。




　たった一人の少女を探すという難題をあっさり解決してしまったヴィルだったが、むしろほんとうに大変なのはこの後だった。

　治ち癒ゆ能力と持ち前の天真爛漫さで多くの人々から女神様扱いされていたミュート。彼女との別れを惜しむ声が其そ処こ此こ処こから上がり、まるで母親の臨終かこの世の終わりかといった有り様だった。ミュートが申し訳ない顔でそんな彼らの一人一人の頭を撫でたり肩を叩たたいたりして宥なだめ、それでようやく納なつ得とくしてくれた。

　ミュートを乗せた船が出てゆく時など、人どころか犬や猫ねこまで桟橋や海辺に集まっての大合唱であった。

「……もしかしてお前ミユート、おれの助けなんてまったく要いらないんじゃないか？」

　甲板から身を乗り出し、無邪気に見送りの人々へ手を振ふるミュートを見て、ヴィルは呆れ混じりに苦笑した。

「なんつーか魅力というか人徳というか……そういうもんだけで十分どこでもやっていけそうな感じじゃねーか」

「…………」

　ミュートはふるふると首を横に振り、その後でこくこくと縦に頷うなずいた。「そんなことはない」と慰めているようにも「迎えに来てくれてありがとう」と言っているようにも見えるが、何にせよ嬉しがっているのは確かなようだった。

「――ま、どっちかといえばおれがお前に便乗してるようなもんだからな。それで？　なにか思い出したか？」

「……」

　ミュートは眉まゆ根ねを寄せて首を横に振る。

「そうか。それはつまり『この世界』じゃなかった……お前が求める『世界』は別にあるってことなんだな？」
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「ん……」

　こくりと頷き、ミュートは水平線の彼方かなたの《塔》タワーへと目をやった。

「なら、『次の世界』に行くとするか。おれの探してる奴も『この世界』にはいないみたいだしな」

《塔》タワーを視し認にんできる島の住人たちに話を聞いたところ、どうやら《塔》タワーが光った――すなわち〈移行者ウオーカー〉が行き来した形跡は、浮流島の島しま長おさが言っていた十年前が直近で、『この世界』にヴィルたち以外の〈移行者ウオーカー〉がいる確率はほとんどなさそうだ。

　そうやってヴィルが『次の世界』に思いを馳はせていると、背後からおずおずと彼の名を呼ぶ声がした。振り向くと、アマラが唇を噛んでこちらを上目遣いに見ていた。

「……やっぱり行っちゃうの？」

「そうなるな。どうやらおれの道連れも先に進みたいみたいだしな」

　そう言って、ヴィルはぽんぽんとミュートの頭に手を置いた。

「短い間だが、世話になった。アマラ」

「…………そう」

　アマラは何か言いたそうにしていたが、小さく頷くと背を向けた。

　ヴィルがアマラの後ろ姿を眺ながめていると、右手にちくりと痛みが走った。見てみると、ミュートが自分の頭に置かれた彼の手を抓つねり上げ、眉まゆを顰ひそめて睨んでいた。

「なんだよ？　おれが冷たいとでも言いたいのか？」

「…………」

　頬をふくらませてご立腹の様子の蒼髪碧眼の少女にヴィルは苦笑いする。

「下手に期待させるようなのもどうかと思うがな。このまま別れれば、アマラも妙な迷い猫が居たくらいですぐ忘れるだろうさ」

「…………」

　ミュートはなおも不満顔で、ついにはぷいっと顔を背けてしまった。

　そして船が浮流島に戻ってくる。

　ヴィルが降り立つと、さっそくエリザが寄ってきた。

「おかえりだ、ヴィル。どうやら蒼あお髪かみの娘も見つかったようだな」

　エリザが目を向けると、ミュートはこそこそっとヴィルの背に隠れて顔だけ出した。

「……ミュート、だったな。ミュート、私は別にお前に恨みなどない。このロクデナシが人の気持ちなどお構いなしに行動したのはこのロクデナシ自身の責任だ。むしろお前の方がこのロクデナシの理由付けにされていい面の皮だろう」

「あんまりロクデナシ呼ばわりされると泣いちゃうぞ？」

「ああ泣け。泣いて詫わびろロクデナシ」

　ヴィルとエリザの遣やり取りにほっとすると、ミュートははっと思い出したように慌あわててヴィルの背から飛び出し、今度はエリザの背からヴィルを睨んだ。

「……ミュートまでおれを悪者扱あつかいか」

「何かあったようだな。まぁ、察しは付くが」

　エリザが視線をずらす。彼女の見る方向には、中途半端な距きよ離りでこちらを窺うアマラの姿があった。

「――お前はもう少し自分の罪深さを自覚すべきだ」

「なんだよ。まさか、お情けでアマラを抱いてこいとでも言うつもりか？」

「安心しろ。いまさらお前にそんな甲斐性を期待してはいない」

　エリザはヴィルに近付いて容赦なく自分の胸を押し付けてきた。豊満な胸がむにゅりと形を変える。

「こうしても、抱き寄せることさえできないんだからな」

「そんな風に堂々とやられても反応できるか」

「ほぅ？　それならこうしたらどうだ？」

　言うと、エリザはここ最近ですっかり馴な染じんできた艶めいた微笑を浮かべ、見せ付けるように身体をくねらす。間近で見下ろす者には目の毒だが、ヴィルは頭の中でネズミを丸まる呑のみするヘビの映像を思い浮かべてやり過ごした。

「……ほら、これだ。押し返すことすらしないんだからな」

　あやしい笑みを引っ込めると、エリザは心底馬ば鹿かにしきったように鼻で笑った。

「要するにお前はロクデナシなんだ。女に優しくするのも優しくしすぎないのも全部お前の気分が悪くならない為ためにやってる事じゃないか」

「……仰おつしやるとおりで」

「真面目に聞け。私は今、とても怒おこっているんだ」

　エリザはぴしゃりと叱り付けた。遠えん慮りよがなくなった彼女はヴィルをまるっきり聞き分けのない子供扱いする。

「……それで？　お前は結局何が言いたいんだよ？」

「簡単だ。ロクデナシならロクデナシらしくそれを自覚しろ。申し訳ない顔のひとつでも浮かべれば可愛げもあるというものだ」

「いまさら可愛げを売る歳としでもないしなぁ」

「そういう問題ではない！　お前はああ言えばこう言う！　男らしく女の言うことに黙って従うくらいの度量を見せられないのか？　だからお前はロクデナシなんだ」

「そろそろ『ロクデナシ』って言われた回数を数えるのが馬ば鹿か馬鹿しくなってきたな……」

「これから何度でも言ってやるぞロクデナシ！　だいたいお前は――」

　と、だんだんと難癖を付けるだけになってきたエリザが突とつ然ぜんあさっての方角を向いた。ヴィルも釣つられて同じ方向を見るが、ただ蒼あおい海原が広がっているのみである。

「どうした、エリザ？」

「いや……何か妙みようなものを感じた気が……」

「妙なもの？」

「妙というよりは嫌なものと言うべき……いや、おそらく気のせいだろう」

　エリザはそう言って首を振り、改めてヴィルへ憤ふん懣まんをぶつけはじめた。




※　※　※




　エリザの目には捉えられなかったが、浮流島から遠く離れた海上には一つの船が浮かんでいた。黒い装甲が張られ帆の代わりに煙突を突つき出した海賊船――先日海身人ウミビトを襲い、ヴィルに痛い目を見せられた、あの海賊船だった。

「……見つけたぞ、あの餓鬼め……！」

　甲板から望遠鏡を覗のぞきこんでいた男が陰いん鬱うつな呻うめきを漏もらした。とはいえ、その額に包帯がぐるぐる巻きになっているので迫力も半減していたが。

「……船長、ほんとうに仕返しなんてするんですか？」

　望遠鏡を覗き込む船長の背に、部下の海賊がおずおずと声をかける。

　ひっそりと島に上陸していた海賊が、いまだ記き憶おくに新しいヴィルを見かけて慌てて報告してから、彼かれらは十分に距離を取って船で後を付けた。とはいえ気炎を上げるのは船長ばかりで、その部下たちは皆関わり合いになりたくないと顔を顰しかめている。

　望遠鏡を外すと、船長は勢い良く振り向き弱気な部下たちを怒鳴り散らした。

「当たり前だ！　あれだけやられて黙ってられると思うか！」

「よしましょうよ……剣で銃弾を止めるなんてメチャクチャな奴にかかわるなんてゾッとしません。触らぬ神になんとやらでさ……」

「バカヤロウが！　海賊が神を畏おそれてどうするんだ！」

「そりゃそうですが……」

「いまさら神なんざ怖こわくないだろ。迷信も呪いも畏れないからこそ、俺おれたちは海の底から引き上げるんだ……それこそ悪魔だろうがな」

「ま、まさか船長……先月引き上げた『アレ』を使うんですかい!?」

「そのまさかだ！　倉庫の野郎どものケツを叩いて来い！　奴らはじきに《塔》タワーの近くを通る。それまでに『アレ』を叩き起こして、あの餓鬼に目にもの見せてやる！」

　――復讐に燃える海賊に気付くことなく、浮流島は悠然と海流に乗って進み続けていた。
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　浮流島は必ず《塔》タワーの近くを横切るとの事だったが、季節に寄ってその距離もまちまちらしい。今回、浮流島は驚くほど《塔》タワーに接近していた。

「下手をすると、船で半日掛かることもあるからね」

　いよいよ水平線の此方こちら側がわに迫せまった《塔》タワーを眺めて島長は言った。足あし腰こしの弱った老ろう婆ばだが、それでも彼女は杖を支えに見送りに立ってくれた。

「――世話になったな、婆ちゃん」

　旅の準備を整えたヴィルが礼を言った。その横にはミュートと、こちらも元の格好に着替えて剣も吊つったエリザが並んでいる。

「なんの。お前様には島の娘むすめたちを救ってもらったからの。礼を言うのはこちらじゃ」

　島長の言葉に、彼女の後ろに勢せい揃ぞろいした海身人ウミビトたちが頷いた。中には涙なみだぐむものもいて、その筆頭であるアルが思わずという風にヴィルへ駆かけ寄った。

「ヴィルさん……本当に行っちゃうの？」

「ああ。お前にも世話になったな。飯、美味うまかったぜ」

「……また、会えますか？」

「どうかな。約束はできない」

「……そうですか」

　ぐずるアルの頭を撫でてやると、他にも稽けい古こをつけてもらった子供たちやら、海賊から助けた娘たち、若者たちが寄ってきて、ヴィルは一人一人に別れの挨あい拶さつをした。そして最後に、ここまでずっと黙っていたアマラに目を向ける。

「…………」

　アマラは明朗な性格に似合わず、顔を俯うつむけてヴィルを見ようとしない。

　さて、どう声を掛けたものかとヴィルが首をひねっていると、

「……ヴィル」

「何だ、エリザ？　おれ、いま柄がらになく悩なやんでる最中なんだが？」

「……何かが近付いてくる」

　その声はヴィルの耳によく馴染んでいた『警告』の響ひびきを含んでいた。

　ヴィルは即そく座ざに振り向き、エリザが見つめるのと同じ方向を見る。やはり、ただ海原が広がっているだけ……そう思っている矢先、黒い噴煙が目に入った。

「あれは……」

「か、海賊だ！」

「あいつら、島に攻せめてくるつもりか……！」

　海身人ウミビトたちが狼ろう狽ばいし、やがて顔を引き締めた。海の上なら逃げればいい。だが故郷である浮流島を攻められたら戦うしかない。

　不穏な空気に顔を顰めるミュートを横目に、ヴィルは違い和わ感かんを覚えて眉根を寄せた。

　いつか見た海賊船と様子が違う。黒煙を吐はいているのは同じだが、どうにもその煙が妙に勢い良く吹ふき上がって、あれではまるで火事のよう――

　ヴィルが注意深く観察する中、海賊船から突如炎が吹き上がり爆発音が響き渡った。

　海身人ウミビトたちも違和感を覚えて顔を見合わせた。

　そうこうする内に海賊船の爆発が連続し、甲板からボートが降ろされて海賊たちが逃げ出しはじめた。逃げ出した海賊たちは一目散に浮流島に向かって来る。

「女子供を森の中に避難させろ！」

　ヴィルが声を張り上げた。事態を見守っていた海身人ウミビトたちがハッとして行動を開始する。

「ヴィ、ヴィル……」

「アマラ、お前も下がってるんだ。エリザ、すまないがミュートを頼たのむ」

「……まぁ、それくらいは言う事を聞いてやろう」

　エリザはミュートと、ついでにアマラを引っ張っていった。

　彼女らを見送ったヴィルは剣を抜いて船着場に向かう。

　ボートに乗って逃げ出した海賊たちは文字通り火事場の馬鹿力を引き出して船着場に辿たどり着いたが、桟橋に這い登ると力尽きてバタリと倒たおれる。だがヴィルはそんなことを許さず、手近な一人の首根っこを掴つかんで引き立たせた。

「おい、何があった？」

「……お前のせいだ……お前のせいで船長が……っ！」

　恨みがましい目を向ける海賊を張り倒し、ヴィルは同じ質問を繰くり返した。

「何があった？」

「せ、船長がむりやり『アレ』を……引き上げた『遺物』を叩き起こそうとしたんだ……おかげで暴走してこの有り様だ……ちくしょう、あのクソ船長、真っ先に殺されやがって……俺たちで殺してやりたいぜ……」

「遺物？」

　何のことだと問おうとした瞬しゆん間かん、海賊船が一際大きな爆発を起こした。すでに海賊船もはっきり様子が見える距離におり、ヴィルは海賊船の甲板を突き破って出てきた歪いびつな人型を目視した。

「……あれが、そうか？」

「そ、そうだ！　ああっ、ちくしょう！　ちくしょう！」

　頭を抱かかえて喚き散らす海賊はすでに情報源としても役立たずだった。震ふるえるばかりの海賊たちを、ヴィルは海身人ウミビトの男衆へと蹴けり転がした。

「こいつらを縛り上げといてくれ。そんでもって下がっていてくれ」

「そいつはいいが……お前はどうするんだ？」

「それは『アレ』に聞いてくれ」

　甲板を突き破った歪な人型は、沈しずみ始めた海賊船から飛び降りて水面に落ちるや、水みず飛沫しぶきを上げて浮流島に接近してきた。

「下がれ！　急げ！」

　桟橋を駆かけ戻ると、接近してきた何ものかは桟橋を破壊しながらヴィルたちを追った。

　振り返ったヴィルたちの目の前で、桟橋を破壊しきった『ソレ』が瓦が礫れきと水飛沫を上げ上陸した。

『ソレ』は、極端に肥大した上半身を持った人形だった。全長は二メートルはあるだろうか。全身はまるで陶器のように素っ気なく不気味なほどつるりとして、頭部も二つの穴が目の代わりに空いているだけだった。

「ご……『土魔兵ゴーレム』だ……！」

「何だそれは？」

「旧世界の人間たちが使役していたという人形……冷酷な兵士だ……！」

　海身人ウミビトたちが顔を青あお褪ざめさせていた。どうやら楽しいものではなさそうだ。

　上陸した土魔兵ゴーレムは周囲をぐるりと見回すと、肥大した腕――そこに備わった鋭するどい爪つめを海身人ウミビトたちに向けた。

「！　伏せろ！」

　嫌いやな予感がして足払いを掛けた海身人ウミビトの頭上を鋭い爪が勢い良く通り過ぎた。土魔兵ゴーレムは攻撃が避さけられたのを残念に思う様子もなく、射出した爪をワイヤーで回収した。

「……下がってろ！　おれが殺る！」

「無茶だ！　あんたがいくら強くったって土魔兵ゴーレムには敵わない！」

「へぇ？　ますますやる気が出てきたな！」

　海身人ウミビトたちを下がらせ、ヴィルはじわじわと顔に笑えみを浮うかべた。

「行くぜぇ！」

　ヴィルは勢い良く飛び出した。愛用の龍ドラコ・グ剣ラデイウスを引っ提げ、不気味な人形へ向かってゆく。

　土魔兵ゴーレムは向かってくる人間に爪を向ける。爆発音がして爪が飛び出した。

　ワイヤー付きの爪を掻かい潜くぐったヴィルは地を這うようにして接敵すると、人形の足下から思い切り剣を振り上げた。

「だらぁぁあああああああああああああっ！」

　全身のバネを駆く使しした一いち撃げき。

　だが陶器のような質感と裏腹に、土人形の外装は極めて強固だった。ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウスは傷つけること叶わず、人形の体勢をわずかに崩しただけだった。

「硬ってーな！　思ったよりもずっと硬い！」

　土魔兵ゴーレムは右手の爪を回収しながら左腕を振るった。ヴィルは空間を削そぎ取るような一撃を転がるように躱かわすと、すぐさま立ち上がって今度は背後から斬きり付ける。

　だがやはり感触は変わらず跳ね返される。

　人形がバックハンドで迎撃するのを跳び上がって避けるや、その腕を足場に頭上へ飛ぶ。今度はのっぺりした頭部へと切っ先を叩き付けるが、これもやはり通じなかった。
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「ちっ――頭もダメか」

　土魔兵ゴーレムが頭上の不ふ埒らち者ものを振り払おうと爪を振るう、ヴィルは人形の顔面を蹴りつけて跳とんで距離を取り、再度斬きり込んで行く。

　笑顔とともに。

　剣撃のまったく通じない敵を相手にして、ヴィルはにやりと笑っていた。

　――やっぱりおれはロクデナシらしい。

　まったく未知の危機に相対するのが嬉うれしくて仕方がない。自分がどこまで出来るのか試ためすのが楽しくて仕方がない。命懸けというこの状況が、愉しくて仕方がない。

　危険と危機をむしろ自分から冒しに行く――これがロクデナシでなくて何だというのか。

「ま、しょうがないわな。これがおれだ。これがおれなんだからな！」

　正体不明で掴み所のない〝自分自身〟を確かめる事を楽しめてしまえる――こんな男はロクデナシの冒ぼう険けん者しやになるしかない。

　だから――笑う！

　だから――楽しむ！

　ヴィルは子供のように無邪気な笑みを浮かべて人形と踊った。

「……全身くまなく硬いな。関節も見当たらないし、さてどうしたもんか……」

　笑いながら戦うヴィルだったが、表情とは裏腹に敵の性能の観察は冷静そのものだった。

　一方、造り物の人形に過ぎないはずの土魔兵ゴーレムは、素す早ばやく攻こう撃げきの当たらない人間に戸と惑まどったように動きを止めていた。穴だけしかない頭部が、じっとヴィルに向けられている。

「そんなに見るなよ。熱い視線はエリザのだけでたくさん――」

　自分を見つめてくる穴の奥おくに光が灯るのを見、ヴィルは嫌な予感に背中を押おされて飛び退のいた。

　刹せつ那な、ヴィルの居た位置を人形の〝視線〟が貫つらぬく。

「っ！」

　光と化した視線が通り過ぎた直後、地面が赤熱化して爆はぜた。急速な加熱によって膨張した空気とともに吹き上がった赤い砂粒が肌はだを焼き、さすがにヴィルも笑みが引き攣る。

「おい……ちょっとそれは……」

　再び人形が〝目〟を向ける。慌てて飛び退き〝視線〟を躱すヴィルだが、光が森を薙なぎ木々を焼き切るのを見て、一いつ瞬しゆんで表情が切り替わった。

「――――お前、ちょっと剣呑だな」

　呟つぶやいたヴィルの右手の刻印が淡あわく発光しだす。

「終わらす――ッ！」

　ヴィルは次の〝視線〟を放とうとする土魔兵ゴーレムへ駆け出した。




　森の木々が倒れ、避難していた海身人ウミビトたちは悲鳴を上げた。木々を焼き切った光の直撃を受けた者はいなかったが、倒れた大木に数人が巻き込まれてしまった。

「引き摺ずり出せ！　木を退けろ！」

　急いで怪け我が人にんを引き摺り出すと、そこへすぐにミュートが駆け寄った。蒼髪碧眼の少女は必死な顔で〝治癒〟を開始して海身人ウミビトたちを驚きよう愕がくさせた。

「……しばらくは大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　ミュートを見て、エリザは身を翻そうとした。その背をアマラが慌てて掴む。

「ど、何処どこへ行くの？」

「ヴィルの所だ。あの様子ならミュートは此処を離はなれないだろうから、私の目付けは必要なさそうだからな」

　エリザが説明する間にも、戦せん闘とうの余波か海で爆ばく音おんが響き、少し遅おくれて海水が降ふってきた。

　アマラは顔を青くしてエリザを見み詰つめた。この少女は、こんな想像の埒外の戦闘へ向かって行こうというのに、顔色一つ変えていない。

「……あ、あたしも……」

「……中あたったな、ヤツの毒に」

「ど、毒……？」

「どう考えても薬じゃないからな。癖が強すぎるのに一度味を覚えてしまうとなかなか止められない……中毒性があるんだ、あのロクデナシは」

　エリザは自嘲気味に言って、同情的な視線をアマラに向けた。

「だからこそ、冷静にならないとな。お前が駆け付けてもヴィルは喜ばないだろう」

「…………なら、あんたは、何で……？」

「私は単なる嫌がらせだ」

　にやりと――どこかヴィルに似た悪戯いたずらげな笑みを浮かべて駆けてくエリザを、アマラはぽかんと見送った。




　人形の〝視線〟が海を薙ぎ、一瞬で沸騰した海水が水柱を噴き上げる。標的となったヴィルは常に海を背にして土魔兵ゴーレムの攻撃を誘ゆう導どうしながら、隙を窺うかがう。

「……五・五秒、ってとこか」

〝視線〟の攻撃の間隔だ。まず間違いない。

　つまり五秒で間合いを詰つめて頭部を斬り飛ばさないとならない。その為には〝光〟が必要だ。〝光〟を纏まとった剣で切り飛ばす――一呼吸で。あの〝光〟は一呼吸分しか維持できない。失敗したら逆に至近距離の〝視線〟で消し飛ばされるだろう。

「仕掛けるなら――今！」

　何度目かになる〝視線〟を躱し、ヴィルは真正面から土魔兵ゴーレムへ突っ込んだ。

　一秒。ヴィルが意識を剣に集中させる。

　二秒。人形が右手を振り上げて爪をヴィルへ向ける。

　三秒。爪が発射される。剣は振れない。身体を沈ませ肩かたに掠りながらも何とか回避。

　四秒。人形の目に光が灯り始める。

「一秒遅おそい！」

　五秒。ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウスに〝光〟が宿り――

　――振り抜ぬかれる。

　これまでまったく攻撃を受け付けなかった人形の頭部が宙を舞まう。激しく明滅する目は、まるで信じられないと瞬まばたきしているようであった。

「やれやれ、これで――」

「油断するなヴィル！」

　緩ゆるみかけた精神が緊きん張ちようを取り戻もどす。頭部を失った土魔兵ゴーレムが腕を振り上げている。

　ヴィルは内心舌打ちした。相手は生き物ではないのだ。

　倒れるようにして躱すが、もう一本の腕が追撃をかける。ヴィルは歯を食いしばって剣を盾たてにしようと構え、直後に人形は警けい戒かいするように攻撃を止めて後退した。

　何な故ぜ――かはすぐにヴィルにも分かった。構えた剣にはいまだに〝光〟が宿っていた。土魔兵ゴーレムは己おのれの装甲を容た易やすく貫く〝光〟を脅きよう威いとして見たのだ。

　人形が後退したのをチャンスとヴィルも立ち上がって構え直す。息を整えていると、間一髪で警告を発したエリザが横に並んで剣を抜いた。

「よぅ、助かった」

「礼は必要ない。お前が死んだら私が間抜けになるだけだからな」

　辛辣なエリザに、ヴィルはやれやれと苦く笑しようした。

「なら、これからは絶対に礼の言葉しか言わねぇ」

「言ってろ。――それはそうとその〝光〟、維持できる時間が伸のびているようだな」

　今は消えているが、ヴィルの剣に〝光〟が宿る時間は明らかに伸びていた。『前の世界』では、一呼吸であっという間に吹き消えてしまっていたのだ。

「それなら、やりようはありそうだな」

「いや……まだまだ出来そうな気がする」

　剣を握にぎる手に力を込め直し、ヴィルはにやりと笑った。

「――エリザ。ちょいと頼みがあるんだが、あの人形の相手をちょっと頼めないか？」

「……お前が頼み事とは珍めずらしい」

　エリザは軽く目を見張り、やがてうっすらと笑った。

「承うけたまわった。が、タダではないぞ？　条件がある」

「……なんか怖そうだけど、どんな条件？」

「キスさせろ」

「……ご褒美が欲しいってことか？」

　と、今度はヴィルが目を見張ったのだが、

「ご褒美？　何を勘違いしている。私は『キスさせろ』と言ったんだ。私が欲しいのはお前の咥内を蹂躙する権利だ。褒美でもらうキスなど願い下げだ」

「……主導権を握られるのはヤなんだけど？」

「知っている」

　エリザは意地悪く笑って舌をちろりと覗かせた。

　まったくもって、自分はとんでもない女に付き纏われてしまった。果たしてこの先どこまで抗あらがえるだろうか――そんな危険な好こう奇き心しんが湧き上がり、ヴィルは我ながら苦笑した。

「――五秒」

「一分」

「十五秒」

「五十九秒」

「小刻みはやめろよ」

「四十秒。これ以下は譲らん」

「……分かった。分かったよ。四十秒の間、おれは黙って受け入れる」

「受け入れるだけですめばいいがな」

　悪戯を成功させた満面の笑みで、エリザは土魔兵ゴーレムへと向かっていった。

　頼もしすぎる相棒を見送り、ヴィルは目を閉じ集中しはじめた。




　頭を失った人形は、いったいどこでどうやって認にん識しきしているのか、迫ってゆくエリザへと爪を向けた。

　エリザは弧を描えがくように大回りをしながら飛んでくる爪を躱し、人形の注意を引き付ける。土魔兵ゴーレムはワイヤーに繋つながれた爪を振り回してエリザの背を狙ねらうが、彼かの女じよは身体も軽くすべてを躱した。

　そう、身体が軽い。これまでの人生で最高に身体が駆動しているのをエリザは感じた。

　――自由だ。

　自分は今、自分の意思で動いている。その事が何よりも気持ち良かった。

　使命も義務も糞食らえだ。結局、自分は自分を知らなかったのだ。これまでは生まれに相応ふさわしい高潔な人格を、などと心がけてきたが、あれも単なる誤ご魔ま化かしだった。

　本当の自分は、何の事はない。

　詰まるところヴィルと同じロクデナシの類だったのだ。

　それが――最高に気持ちいい！

「ふっ……ふふふ……！」

　爪とワイヤーを掻い潜ったエリザが人形に接敵する。土人形は腕を振るい迎撃しようとするが、その行動の起点をエリザは先んじて潰す。重心がぶれ、極悪な一撃は彼女の髪を揺らすだけに終わった。

　さらに次も、その次も、エリザは迅じん速そくで正確無比な攻撃で、敵の動きを殺していった。

　エリザには、ヴィルのような力はない。自分の攻撃に力がないのは自分がよく知っている。だからエリザは迅はやさと、正確さを重視した訓練を己に課してきた。

　どんなに強力な攻撃も、その起点を潰されれば威力は半減し狙いも逸それる。

　だがそれには、高度な観察と予測が必要となる。求められる集中力も大きい。ひとつの狂いが致命になりかねない綱渡りの攻防となり、体力より精神力が先に尽きかねない。

「ふっ！」

　エリザの突きが人形の腕うでをわずかに押し上げ、至近で発射された爪が肉ではなく地面を抉えぐるのみで終わる。

　今のエリザには、手に取るように相手の動きが分かった。いや、解る。まるで身体のすべてが耳か目になったように、敵の動きへの察知力が格段に上がっている。それどころか離れた場所で集中するヴィルの動きまで視えるかのようだった。

　相手の攻撃起点や弱点が露あらわとなれば、自分に有利な地点も導き出せる。エリザは常に相手が嫌がる位置へ身を置いて攻撃を捌さばき続けた。

　まるで決まりきった踊おどりを踊るよう。踊り続ける本人は気付いていないが、エリザの右手の刻印は、淡く光を発していた。

　そして――

「――ちぃ！」

　とうとう剣が折れる。そこそこの業わざ物ものだったが土魔兵ゴーレムの装甲には役不足だった。

　が、それでいい。すでに時間は十分稼かせいだ。

　土魔兵ゴーレムは得物を失い後退するエリザへ追撃しようとしたが、不穏な気配を感じたように身体の向きを変えた。

「……行くぜ！」

　ヴィルが目を開き、全力を持って踏ふみ込んだ。

　人形が首の恨みとばかりに両腕の爪を一いつ斉せいに射出する。人体を貫くのに十分な爪であったが、今回の攻撃ははじめから放射状へと広がってヴィルを取り囲んだ。

　蜘蛛の巣のように広がったワイヤーを、土魔兵ゴーレムは一気にヴィルへと引き絞る。一撃で仕留めるのを諦め、まずは拘こう束そくしようというのだろう。

　十本のワイヤーがヴィルに迫る。それは仮令たとえ〝光〟を纏った剣でも全部防ぐのは不可能に思えたが――

「お――」

　龍ドラコ・グ剣ラデイウスを左手で持ち、空手となった右手が何かを掴むような動きをする。右手の甲の刻印が発光すると、ヴィルの右手に〝光〟――いや、〝光剣〟が出現した。

「――らぁぁあああああああああっ！」

　実剣と〝光剣〟の二刀が翻り、ワイヤを打ち払い、斬断する。

　拘束手段を失った土魔兵ゴーレムは、最後の手段とばかりにヴィルへ向かって突っ込んだ。装甲を活かしての体当たりだ。

　交差する。

　ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウスが人形の振ふり下ろされた腕を火花を散らせて逸らし、〝光剣〟が深々と土魔兵ゴーレムの胸の中心に埋まった。

　それでも、命なき人形はまだ動こうとするが、

「――あばよ」

　音もなく翻った〝光剣〟が土魔兵ゴーレムを二分ぶん割かつし、四分割し、さらに細かく寸断してゆく。

　二十四分割され、人形はようやく動きを止めた。




　止とどめを刺さしたのを確信し、ヴィルは〝光剣〟を吹き消してバタリと仰あお向むけに倒れた。

「ああ……疲れた……」

　即興で試した二刀流だが、〝光〟を〝光剣〟に形成するのは剣に纏わせる以上に体力も気力も消耗した。便利だが、あまり多用はできなさそうだ。

　疲れきったヴィルが寝ねそべっていると、エリザが近寄ってきた。彼女も人並み外れた勘の良さで人形の動きを捌いていたが、さすがにくたりと崩くずれるように腰こしを下ろした。

「まったく……出立の前にとんだ騒動だ」

「だな……この先もこんなだったりしてな」

　間近に迫った《塔》タワーを見上げ、ヴィルは笑った。

　まったくもって退たい屈くつしない。この《塔》タワーはいったい何なのか。妙な能力を与あたえて、いったい何をさせたいのか。まったくもって、興味は尽きない。

「楽しみだな……とはいえ、早いところ体力回復させないとな……疲れたまま移動した矢先にまた海に落ちたりしたら、今度こそ死んじまう」

「そうだな……なら、今の内に条件の方を片付けてしまうか」

　そう言って、エリザはヴィルの上に倒れ掛かってきた。

「今なら、お前も余力がなさそうだしな」

「……好きにしてくれ」

「もちろん、そうする」

　エリザはぺろりと唇くちびるを湿らし、食くらいつくようにヴィルの唇へ押し付けた。

　つるりとして弾力に富んだ、記憶に無い感触にヴィルはかるく感心する。が、感心するのはほんの一瞬。エリザは容よう赦しやなくヴィルの唇を割って舌を割り込ませてきた。
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（初めてで舌までかよ！）

　戦闘で火照ったエリザの熱い舌が、ヴィルの咥内を文字通り蹂躙する。歯の一本一本に至るまで丁てい寧ねいに這はい回り、誘惑するようにこっちの舌を絡め取ろうとする。

（……ここでやりかえしたら、思う壺なんだろうなぁ……）

　唯ゆい一いつの救いは、初めてで高等テクを使おうとするエリザの必死な表情だった。

　顔を真っ赤に染めて精一杯淫いん靡びに振る舞おうとするエリザの顔にわずかばかり余よ裕ゆうを取り戻し、ヴィルは彼女の侵攻にぐっと耐え抜いた。

　――そうして戦闘が終わったのを察して人々が戻ってきた。周囲の惨状もさることながら、精魂尽き果てぴくりともしない二人を見つけ、人々はどれだけ激しい攻防があったものかと顔を青ざめさせるのだった。




５




「あー……やり直しになっちまうが、それじゃあな」

　ボートを出してもらって《塔》タワーの麓ふもとに辿り着いたヴィルは、疲れた顔でここまで送ってくれたアマラに礼を言った。

　いまこのボートには、ヴィルとエリザ、ミュート以外で、居合わせているのはアマラだけだ。他の人々は土魔兵ゴーレムを倒したヴィルたちに礼をしたがったが、今日を過ぎれば浮ふ流りゆう島じまは《塔》タワーから遠のくばかり。惜しむ彼らを宥なだめ、ヴィルたちは《塔》タワーへと向かった。

「……ヴィル」

　ここまで無言だったアマラが、挑みかかるような真しん剣けんな顔でヴィルを見た。

「ヴィル……あなたはあたしの気持ちが『気の迷い』って言ったわよね？」

「言ったな。だからとっとと忘れ――」

「それなら、あたしはこの気持ちが気の迷いなんかじゃないって、証明するわ」

「……へぇ？　どうやって？　おれはもう行っちまうんだぞ？　どうやって証明する？」

「あたし、待ち続けるわ。ヴィルがまた『この世界』に来るまで」

「…………」

「あたしが付いて行っても邪じや魔まになるだけって分かってる。だから待つ。次に会えるまでヴィルを好きで居続けたら、あたしの気持ちが気の迷いじゃないって証明できるでしょ？」

「……まぁ、出来るかも、な？」

「だから約束して？　また『この世界に来る』って」

　アマラはそう言ってにっこりと笑う。

「……おれは出来ない約束はしない事にしてるんだがな」

「それなら、出来うる限りでいいわ。もし来てくれなくても、きっと証明してみせるから」

「…………」

　ヴィルは助けを求めて背後に目をやったが、

「いいんじゃないのか？」

　困り顔のヴィルが面おも白しろいのか、エリザは完全に他人事としてにやにや笑っていた。

　ミュートは――いつものようににこにこしているだけだ。

「…………参ったな。そこまで言われちゃ、おれも無む碍げには出来ないな」

　ヴィルはがりがりと頭を掻かくと、降参したように両手を上げた。

「出来る限り、また来る。可能な限り、おれはまた『この世界』にやって来る……それでいいな？」

「うん。待ってる。きっと証明するわ」

「待たなくてもいいし、意地を張ることもない。ま、おれとしちゃアマラの息子むすこか娘を見に来るだけでも価値はあるさ」

「…………ふふっ」

　アマラは笑って、海の中へ飛び込んだ。彼女の突とつ然ぜんの行動に、ヴィルは思わず船から身を乗り出して海中を覗き込み、

「んぐぅ？」

　急浮上してきたアマラの不意打ちで、ものの見事に唇を奪うばわれた。

「――行ってらっしゃい、ヴィル」

　海身人ウミビト本来の姿にもどったアマラはしてやったりと笑い、滑すべるように遠ざかった。

　ぽかんとしたヴィルは、やがてバツの悪い顔をして振り返る。

「……油断し過ぎだぞ」

　エリザに非難めいた視線を向けられ、ヴィルは両手を上げた。

「言葉も無いね」

「あとで私にもキスさせろ」

「ヤだ。もうキスなんざ懲り懲りだ」

　ヴィルはやれやれと肩をすくめ、改めて手を伸ばした。

　ミュートがにっこりと笑ってその手を取った。そして彼女の手を、さらにエリザが握る。

「――ほんじゃ、行きますか」

　少女たちに頷うなずきかけ、ヴィルは改めて《塔》タワーに触ふれた。




〝――アクセス認にん証しよう――登録番号Ｃ-一○五五七三一番、及およびＡ-九九九九九九番、Ｃ-一◯五五九◯七番を認識しました。意思確かく認にん。本システムを使用しますか？『肯こう定てい』ですか？『否定』ですか？〟




〝――意思確認終しゆう了りよう。至高黒体制せい御ぎよシステム《ザ・ウォーカー》を起動します。おかえりなさい。今回もどうぞ、よい旅を――〟




　黒い《塔》タワーがまばゆい光を放ち始める。

　光に飲まれる刹那、振り返ったヴィルは、鰭き翼よくを煌めかせて水面を踊るアマラを目にした。きらきらと水しぶきを纏う彼女に、ヴィルは改めて別れの言葉を告げた。

「――またな、アマラ」








THE WORLDS WALKERS’ CHRONICLE

World:2〈Sea Angel〉closed









序章







　月つく詠よみナナミは教室の窓から外を眺ながめていた。窓まど際ぎわの席なので、晴れ渡わたった夏の青空がよく見える。もくもくと湧わき上がる積乱雲も。青空を貫く、漆しつ黒こくの《塔とう》も。

「月つく詠よみナナミ！　何をぼうっとしてる！」

　ナナミは窓から黒板へと視線を移した。数学の教諭が苛いら立だたしげに自分を睨にらんでいる。

「ちょっと頭が良いからって授業をなおざりにする理由にはならんぞ！」

「……別にそういうわけでは」

「ほう？　ならこの問題もすぐに答えられるのだろうなぁ？」

　教諭は黒板に書かれた問題をチョークでこつこつと叩たたいた。クラスメイトたちが「懲りないなぁ」と苦笑いする。

　ナナミは仕方なく席を立って黒板に向かった。授業はほとんど聞いていなかったが、黒板に書かれた問題はさして悩むほどのものではない。

　ナナミはチョークを取ると、明らかに高校二年生の授業要項には含ふくまれていない高等方程式をさらさらと解いた。

「できました」

「む……正解だ」

「先生、そっちの問題、四段目の導入値が間違ってますよ」

「なにぃ！」

　教諭が指し摘てきされた問題を睨む間に、ナナミは自分の席に戻った。クラスメイトたちがおなじみの光景にくすくすと笑い、授業終しゆう了りようのチャイムが鳴る。

　教諭はスピーカーを親の敵みたいに睨んで教室を出て行った。

「ナナミ、お疲つかれ様～。さっすがの天才ぶり」

「先生も懲りないよね。いったい何度同じことを繰り返せば懲りるのやら」

　友人たちがナナミの席にやって来て声をかける。

　ナナミは適当な話題で談笑しながら、ふとまた窓の外を眺めた。

「ん？　どうしたの？」

「いえ……いい天気だなと思って」

「それだけ？　ナナミ、暇ひまさえあれば外を見てるじゃない。あれでしょ、ＵＦＯ探してるんでしょ！」







[image: ]







　友人はそう言って窓から身を乗り出し「ＵＦＯどこだ！」と空を眺め回した。だがその視線が、漆黒の《塔とう》で止まることはない。

「…………」

　ナナミ以外の人間に、《塔とう》は見えないのだ。




　放課後、電車に揺られて帰途に就きながらも、ナナミは窓の外から《塔とう》を眺めた。

　あの《塔とう》が見えるようになってからすでに三ヶ月は経たっている。

　ある日突然空を貫く漆黒の《塔とう》が見えるようになった時、ナナミはちょうど友人たちとファミレスで談笑していた。びっくりするナナミを気き遣づかった友人たちが「どうしたの？」と訊きき、ナナミは漆黒の《塔とう》を指さしたのだが、友人たちは「疲れてるんじゃない？」「天才は妙みようなものが見えるって言うしねぇ」と笑うだけだった。

　誰だれも《塔とう》など存在するとは思っていない。あんなに高い《塔とう》があるのに、その足下にも及ばない東京スカイツリーで大おお騒さわぎしているのだ。

　一体何なのだと、ナナミは頭を抱えたが、誰にも見えない《塔とう》が見えるだなんて言っても精神鑑かん定ていを勧すすめられるくらいだろう。

　誰にも相談できない謎なぞを抱えた彼女は、いつしか《塔とう》から目が離はなせなくなっていた。

　最寄り駅で電車を降りる頃ころには家々が暖かな光を灯し始め、味噌汁やカレーの匂いを漂ただよわせる。そんな中で『月つく詠よみ』の名が掛かった家はまったく人の気配がしない。

　ナナミは帰宅すると、一階の電気を点けて回った。電気の無む駄だと思わなくもないが、周りの家が明るいのにこの家だけ暗いのは何となく後ろめたい。

　そして最後に風呂へ向かう。蛇口を捻ひねってお湯を溜ためる間、米を研いで炊飯器にセットし、部屋着を持って風呂場に戻る。制服を脱ぎ捨てて鏡の前に立ったナナミは、自分の身体を見つめて溜ため息を漏もらした。

　もう高校二年生だというのに、せいぜい中学生くらいにしか見えない背の低さ。身体の凹凸に至っては、イマドキの小学生だってもっと膨らんだり引っ込んでいるだろう。

「……栄養価には何の問題もないのに」

　ぶつぶつ文句を言いながら風呂場へ入る。かなり余裕のある造りだが、自分だけしか使わないなら狭くてもいいのにとナナミは思う。これだけあると掃そう除じするのが大変だ。

　汗あせばんだ身体を湯で清めて湯船に浸かると「あふぅぅ～」とババくさい声がもれた。

「……一人だと何かとこういう部分で躊ちゆう躇ちよがなくなってくるわね」

　ナナミは微苦笑して風呂場の窓を開けた。外から漂ってくる夏の声はアブラゼミからヒグラシに変わっていた。目が痛くなるような青空が燃えるような夕焼けに染まり、その紅くれないの空の彼方かなたへと漆黒の《塔とう》が伸びている。

「……一体何なのかしら……」

　いっそ夏休みに入ったらセラピストに掛かろうか――そんなあまり楽しくない夏休みの計画を立て始めた直後、これまで何の変化も見せなかった《塔とう》が突如光り始めた。

「え……？」

《塔とう》が放つ光が、夕暮れの空を真っ白に染める。

　ナナミは思わず風呂場の窓から首を伸ばしたが、住宅地はまったく平穏そのものだ。

「な、なんなの……」

　ナナミが見ている前で《塔とう》はかっと一際強く輝かがやいて、一条の稲いな妻ずまを空に吐はき出した。

「なっ！」

　変化の連続に頭を真っ白にするナナミだったが、《塔とう》から吐き出された稲妻に似た光が、自分のもとに近づいて来るのを見て取りさあっと顔を青褪めさせた。

「逃――」

　何か反応する前に、襲おそい掛かってきた衝しよう撃げきにナナミは湯船に倒たおれ込む。お湯が盛大に巻き上がって、風呂場を湯気で真っ白に染め上げた。

「い、いたた……な、なんなの、いったい…………？」

　くらくらする頭を振って状じよう況きようを確認しようとしたナナミがまず気付いたのは、自分の胸に置かれた――手だった。

「いたた……着地はもう少しソフトに出来ないもんか……」

　湯船に沈しずんでいた手の持ち主が立ち上がった。しっかりと、ナナミの胸を支えにして。

「…………」

　奇き妙みような男だった。年の頃はナナミとそう違わないように見えるのに、悪戯小こ僧ぞうめいた顔のせいかかなり幼い印象を受ける。おまけにまるでファンタジー映画に出てくるようなマント姿で、腰には剣まで吊つっていた。

「う、うう……なんだ、ここは……大丈夫か、ミュート？」

「んぅ…………」

　湯気が薄まってくると、さらに二人の人間が尻餅を付いているのがわかった。

　一人は金きん髪ぱつの、驚くほど綺き麗れいな容姿の少女だった。同性のナナミも見み惚ほれるほど魅み力りよく的な身体つきをしていた。

　もう一人は華きや奢しやな少女で、蒼あおい髪に青い瞳ひとみをしている。瞳はともかく、あんな鮮やかな色の髪は見たこともない。染めているわけでもなさそうだ。

「二人とも無事か。しかし、今度は何なんだろうな。見たところ風呂場みたいだが……？」

　男はそこでようやく、自分が誰かの上に伸のし掛かっているのに気付いたようだ。

　男と、ナナミの視線が交錯する。

「…………ああ、すまない、お嬢じようさん。その……あんまりにも平たくて気付かなかった」

　ナナミは手を振り上げ、悪戯小僧めいた笑えみを浮うかべる男の頬ほおを張り上げ、そこでようやく悲鳴を上げた。

　――きっとこの夏は、とんでもない事になる。

　ナナミは確信に近い予感を抱きながら、甲かん高だかい悲鳴を上げ続けた。
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独白烏のモノローグ







　この頃は『異世界転生』がけっこう流は行やってるみたいですが、一昔前は異世界といえば『異世界冒険』が主流だった気がします。主人公がいろいろな世界や時代を旅して回る、ファンタジー股また旅たびものとでも言うべきあの作風。

　ぱっと思い付くものだと友とも野の詳しょう先生の【ドラゴンマーク】（年ねん齢れいバレルっ！）とかですかね。【銀河鉄道９９９】みたいに様々な惑星を巡る話も異世界冒険ものと捉とらえても間違いではないでしょう。【魔神英雄伝ワタル】の創界山なんか、次の階層はどんな世界なんだろうかとワタル一行の旅にワクワクしたものです（おぢさんとか言っちゃヤ！）。

　んで、まがりなりにも『異世界』が人気なら「どうせだったらいろんな異世界をいっぱい出した方が面白いよな！　ついでに主人公が現地妻ならぬ現界妻をつくって回るってことでひとつ（笑）」という極めて安易な発想で書き始めました。

　先述通り、すでに先人が辿たどった足そく跡せきがあるので、それを頼りにすれば自分も登れるだろう――というのは、まさしく登山初心者が陥おちいる発想。

　初心者は立体視する感覚が欠けてるもんだから、道行きがどんだけ険しい斜しゃ面めんか分からない。野営場所も退避場所も分からないもんだから、悪天候でも進んで崖がけから落ちるわ川に流されるわエトセトラエトセトラ。いやはや、先人たちは偉大だわ……（遠い目）

　それでも苦労して迷った分、登山に成功した嬉うれしさは一入です。




　どうも皆様、翅はね田た大だい介すけでございます。

　というわけで、書き手に凄まじい空想力と構成力を要求する『異世界冒険もの』を始めさせていただきました。

　正体不明の《塔》！

　記憶喪失の少女！

　未知なる異世界！

　謎と冒険がてんこ盛り。それが本作【ワールドウォーカーズ・クロニクル‐異世界渡り英雄記‐】です。

　こういった作品だとイラストレーターさんの負担も並々ならぬものがありますが、本作のイラストを担当して頂いたい～どぅ～氏は、実に幅広い作風を持つ方で、女の子に鎧よろいにクリーチャーと自由自在。曖昧だったアイデアをすぐさま形にして下さいました。

　とくに今巻のアマラと土魔兵ゴーレム！

　アマラは可愛くて健康的にエロいし、土魔兵ゴーレムはいかにも異世界の人造兵器な感じでめちゃカッコいい。

　これからどんな異世界が来ようとも、い～どぅ～氏なら一二〇パーセント再現してくれることでしょう。

　僕も、どうせだったら脳内の引き出しを総ざらいして、終わった後には埃ひとつ残らない。そんな不退転の決意で、サイバーパンクにスチームパンク、ファンタジーにディストピア、さらにロボもクリーチャーも大量にご用意してあります！

　どうか皆様、作者の空想チキンレースにお付き合い下されば幸いです（笑）







二〇一四年夏　　翅田　大介
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